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－ 序文1 －

序　　　　　文

　福島県浜通り地方を縦貫する常磐自動車道は，昭和63年に埼玉県三郷～いわき中央

間，平成11年にいわき中央～いわき四倉間，平成14年にはいわき四倉～広野間，平成

16年には広野～常磐富岡間が開通し，現在は富岡～相馬間で工事が進められています。

　この常磐自動車道建設用地内には，先人が残した貴重な文化遺産が所在しており，

周知の埋蔵文化財包蔵地を含め，数多くの遺跡などを確認しております。

　埋蔵文化財は，それぞれの地域の歴史と文化に根ざした歴史的遺産であると同時に，

我が国の歴史・文化等の正しい理解と，将来の文化の向上発展の基礎をなすものです。

　福島県教育委員会では，常磐自動車道建設予定地内で確認されたこれらの埋蔵文化

財の保護・保存について，開発関係機関と協議を重ね，平成５年以降，埋蔵文化財包

蔵地の範囲や性格を確かめるための試掘調査を行い，その結果をもとに，平成６年度

から，現状保存が困難な遺跡については記録として保存することとし，発掘調査を実

施してきました。

　本報告書は，平成17年度に行った南相馬市の四ツ栗遺跡・熊平Ｂ遺跡・荻原遺跡の

発掘調査成果をまとめたものであります。この報告書を県民の皆様が，文化財に対す

る御理解を深め，地域の歴史を解明するための基礎資料として，さらには生涯学習等

の資料として広く活用していただければ幸いに存じます。

　最後に，発掘調査から報告書の作成にあたり，御協力いただいた東日本高速道路株

式会社，財団法人福島県文化振興事業団をはじめとする関係機関及び関係各位に対

し，感謝の意を表するものであります。

　

　　　平成18年10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教 育 長 　富　田　孝　志



－ 挨拶1 －

あ　い　さ　つ

　財団法人福島県文化振興事業団では，福島県教育委員会からの委託により，県内の

大規模な開発に伴う埋蔵文化財の調査業務を行っております。常磐自動車道建設にか

かる遺跡の調査は，平成６年度に，いわき市四倉町に所在する遺跡の調査を開始し，

平成13年度をもって富岡ＩＣ予定地までの発掘調査を終了しております。

　また，平成14年度からは富岡ＩＣから相馬ＩＣ予定区間にかかる遺跡調査に着手い

たしました。これまでに調査を行った遺跡は，いわき市四倉町・広野町・楢葉町・富

岡町・大熊町・浪江町・相馬市の52遺跡になります。

　本報告書は，平成17年度に実施した発掘調査のうち，南相馬市に所在する四
よ

ツ
つ

栗
ぐり

遺

跡・ 熊
くまだいら

平Ｂ遺跡・荻
おぎわら

原遺跡の調査成果をまとめたものです。

　四ツ栗遺跡からは，縄文時代・平安時代の遺構や遺物が発見され，他に遺構外から

旧石器や石鏃が出土しております。

　熊平Ｂ遺跡では，縄文時代～平安時代にかけての集落跡，平安時代の特殊遺構から

羽口・鉄滓・焼粘土等が出土しています。

　荻原遺跡からは，縄文時代の竪穴住居跡・土坑，平安時代の木炭焼成土坑が発見さ

れ，多数の石器や縄文土器が出土しました。

　今後，これらの調査成果を考古学や歴史学など研究の基礎資料として，さらに地域

社会の理解や生涯学習に幅広く活用していただければ幸いに存じます。

　おわりに，この調査に御協力いただきました東日本高速道路株式会社東北支社相馬

工事事務所，福島県担当部局，南相馬市並びに地域住民の皆様に，深く感謝申し上げ

ますとともに，埋蔵文化財の保護に対し，今後とも一層の御理解と御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

　　　平成18年10月　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　福島県文化振興事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理 事 長 　髙　城　俊　春



－ 緒言1 －

緒　　　言

１　本書は，平成17年度に実施した常磐自動車道（相馬工区）遺跡調査の発掘調査報告書である。

２　本書には以下に記す遺跡調査成果を収録した。

　　四ツ栗遺跡　（56300096）　　福島県南相馬市小高区大字川房字四ツ栗

　　熊平Ｂ遺跡　（56300150）　　福島県南相馬市小高区大字大富字熊平

　　荻 原 遺 跡　（5630001～03）　福島県南相馬市小高区大字羽倉字荻原

３　本事業は，福島県教育委員会が日本道路公団（平成17年10月１日より東日本高速道路株式会社）

の委託を受けて実施し，調査に係る費用は日本道路公団が負担した。

４　福島県教育委員会は，発掘調査を財団法人福島県文化振興事業団に委託して実施した。

５　財団法人福島県文化振興事業団では，遺跡調査部遺跡調査課の下記の職員を配して調査および

報告書作成にあたった。

　　文化財主査　　吉田　功　　　　　　文化財主査　　佐々木慎一

　　文化財主査　　佐藤　啓　　　　　　文化財副主査　青山博樹

　　文化財主事　　笠井崇吉　　　　　　嘱　　　託　　鹿又喜隆

　　なお，臨時的に次の職員の参加・協力を得た。

　　文化財主査　　l野滋夫　　　　　　文化財主事　　坂田由紀子

６　本書の執筆にあたっては，調査を担当した調査員が分担して行った。

７　本書に掲載した自然科学分析については，次の機関に委託し，付編にその結果と考察を掲載し

ている。

　　熊平Ｂ遺跡出土鉄滓等分析；ＪＦＥテクノリサーチ株式会社

８　本書に使用した地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の５万分の１地形図を複製した

ものである。「（承認番号）平18東複第87号」

９　本書に収録した遺跡の調査記録および出土資料は，福島県教育委員会が保管している。

10　発掘調査および報告書作成にあたり，次の諸機関・諸氏からご協力いただいた。

　　南相馬市教育委員会・東日本高速道路株式会社東北支社相馬工事事務所



－ 用例1 －

用　　　例

１　本書における遺構図版の用例は，以下のとおりである。

　　（1）方　　　位　　平面座標の国土座標軸を基準とした真北方向を図版の真上とした。それ以

外のものは挿図中に真北方向を示す方位を示した。

　　（2）標　　　高　　水準点を基にした海抜標高で示した。

　　（3）縮　　　尺　　各挿図中に縮尺率を示した。

　　（4）土　　　層　　基本土層はアルファベット大文字Ｌとローマ数字を組み合わせ，遺構内の

堆積土はアルファベット小文字ℓと算用数字を組み合わせて表記した。

　　　　　　　　　　　（例）基本層位－ＬⅠ・ＬⅡ…，遺構内堆積土－ℓ１・ℓ２…

　　　　　　　　　　　なお，挿図の土層注記で使用した土色名は，『新版標準土色帖』に基づく。

　　（5）ケ　　　バ　　遺構内の傾斜面は「 」で表現したが，相対的に緩傾斜の部分には「 」

で表している。また，「 」は後世の撹乱が明らかである場合に使用した。

　　（6）線 の 表 現　　波線は推定範囲，一点鎖線は貼床範囲を示す。

　　（7）網　か　け　　挿図中の網かけの用例は，同図中に表示した。

　　（8）深　　　さ　　竪穴住居跡等でピット番号に付した（　）内の数字は，床面からのピット

の深さを示している。

２　本書における遺物図版の用例は，以下のとおりである。

　　（1）土 器 断 面　　須恵器の断面は黒塗りとした。粘土積み上げ痕を一点鎖線で表記し，胎土

中に繊維が混和されたものには▲を付した。

　　（2）遺物計測値　　（　）内の数値は推定値，〔　〕内の数値は遺存値を示す。

　　（3）縮　　　尺　　各挿図中に縮尺率を示した。

　　（4）網　か　け　　挿図中の網かけは、黒色処理を示し、それ以外の用例は，図中に示した。

３　本書における本文中の遺物の番号は，挿図番号と対照できるようにして，以下のとおり記した。

　　　　　　　　　　　（例）図１の１番　→　図１－１

　　また，写真図版の遺物に付けた挿図番号は以下のとおり記した。

　　　　　　　　　　　（例）図１の１番　→　１図１

４　本書で使用した略号は，次のとおりである。

　　小高町　ＯＤ　　　四ツ栗遺跡　ＹＧ　　　熊平Ｂ遺跡　ＫＤ・Ｂ　　　荻原遺跡　ＯＷＲ

　　遺構外堆積土　Ｌ　　　遺構内堆積土　ℓ　　　竪穴住居跡　ＳＩ　　　掘立柱建物跡　ＳＢ

　　土坑　ＳＫ　　　小穴・ピット　Ｐ　　　性格不明遺構・特殊遺構　ＳＸ　　　溝跡　ＳＤ

　　道跡　ＳＦ　　　グリッド　Ｇ

５　参考・引用文献は執筆者の敬称を省略し，序章・各編の末にまとめて収めた。
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第１節　調査に至る経緯

序　　　章

第１節　調査に至る経緯

　平成17年度までの調査経過

　常磐自動車道は，埼玉県三郷市を起点として，千葉県・茨城県・福島県浜通り地方を縦貫して宮

城県に至る，太平洋沿岸の交通の大動脈として計画された路線である。この経過の内，三郷インター

チェンジ（以下ＩＣと略す）～いわき市のいわき中央ＩＣまでは，昭和63年に供用が開始され，更に，

いわき中央ＩＣ～いわき四倉ＩＣまでは平成11年３月に供用を開始している。

　これらの供用が開始された区間の内，茨城県境からいわき中央ＩＣまでの間に所在する埋蔵文化

財に関しては，昭和59・60年にいわき市教育委員会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託し

て，４遺跡について発掘調査を実施した。いわき中央ＩＣ～いわき四倉ＩＣ間の埋蔵文化財に関し

ては，平成６年から平成９年まで好間～平赤井・平窪地区の10遺跡の発掘調査をいわき市教育委員

会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託して実施し，四倉町大野地区10遺跡の発掘調査を，福

島県教育委員会が財団法人福島県文化センターに委託して実施した。

　いわき四倉ＩＣ以北の路線については，平成３年にいわき市四倉ＩＣ～富岡ＩＣ間が西部計画路

線に格上げされ，平成５年には施工命令が下されている。更に，富岡ＩＣ以北についても，平成８

年に相馬ＩＣまでの区間が整備計画路線となり，平成10年に施工命令が下されている。

　福島県教育委員会では，いわき四倉ＩＣ以北の路線内に所在する埋蔵文化財に関して，平成６年

度より表面調査を実施し，平成10年度までに宮城県境まで終了している。この成果を受けて，平成

図 1 　常磐自動車道位置図
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７年度よりいわき四倉ＩＣ～富岡ＩＣ間の試掘調査を実施し，平成９年度からは同区間に所在する

遺跡の発掘調査が開始されている。平成９年度はいわき市内５遺跡と広野町内の１遺跡の発掘調査

を実施し，平成10年度はいわき市内の４遺跡，広野町内の３遺跡，楢葉町内の３遺跡，富岡町内の

２遺跡の発掘調査を実施した。この平成10年度の調査により，路線内に所在する遺跡の内，いわき

市内に所在する遺跡の発掘調査を全て終了した。平成11年度は，広野町内の４遺跡，楢葉町内の５

遺跡について実施した。平成12年度は，広野町内の１遺跡，楢葉町内の７遺跡，富岡町内の５遺跡

について実施した。この12年度の調査により，路線内に所在する遺跡の内，広野町内に所在する遺

跡の発掘調査を全て終了した。平成13年度の調査では，楢葉町内の１遺跡，富岡町内の５遺跡につ

いて発掘調査を実施し，楢葉町大谷上ノ原遺跡のⅡ期線部を残して楢葉町内の発掘調査を全て終了

した。平成14年度は，富岡町の１遺跡，大熊町の２遺跡について発掘調査を実施した。なお，平成

14年度には，当初富岡ＩＣまでについては日本道路公団東北支社いわき工事事務所，富岡ＩＣ～大

熊町以北については相馬工事事務所がそれぞれ管轄していたが，年度途中から富岡ＩＣ～浪江ＩＣ

までの区間についてもいわき工事事務所が管理することとなった。平成15年度は，相馬工事事務所

が管轄する区域でも発掘調査が実施されるようになり，相馬市の２遺跡，いわき工事事務所管轄区

内に所在する浪江町の２遺跡について発掘調査を実施した。平成16年度は，いわき工事事務所管轄

区域である双葉町の３遺跡，相馬工事事務所管轄の相馬市の１遺跡，南相馬市鹿島区の２遺跡につ

いて発掘調査を実施した。

　平成17年度の調査経緯

　平成17年度の常磐自動車道関連の調査は，いわき中央ＩＣ～浪江ＩＣ間の４遺跡，浪江ＩＣ～相

馬ＩＣ間の６遺跡である。このうち浪江ＩＣ～相馬ＩＣ間の発掘調査の詳細は下記に示した。

　平成17年度の常磐自動車道発掘調査は，７遺跡，総面積18,000㎡を対象に調査員６名を配し開始

した。４月中旬には日本道路公団から示された優先順位に沿って南相馬市鹿島区１遺跡，同小高区

２遺跡を対象に遺跡毎に２名ずつの調査員を配し実施した。最優先箇所であった宮前遺跡300㎡に

ついては，設計変更に伴い掘削範囲が遺跡保存範囲の調査予定区域におよばないことが確認された

ことから，発掘調査の対象外とし，工事中立会の処置が講じられた。このことにより，早急に次の

調査対象遺跡である同鹿島区の北山下遺跡に移動し，調査の準備に取りかかった。

　また，同時に小高区で調査を開始していた四ツ栗・熊平Ｂの両遺跡については，５月中旬に調査

面積変更があり，四ツ栗遺跡が550㎡，熊平Ｂ遺跡が800㎡の面積が追加となった。これにより，変

則であった調査範囲のまとまりがとれ，四ツ栗遺跡に至っては，南側の調査範囲全域を網羅するこ

ととなり，熊平Ｂ遺跡は要保存範囲全域の調査を行うこととなった。６月末から７月には四ツ栗・

熊平Ｂ遺跡の終了に伴い，荻原遺跡に移動し，９月30日までに小高区の調査を全て終了した。

　鹿島区の北山下遺跡は，用水路の取り扱い条件があるため当初，調査可能範囲の900㎡を優先し

調査を開始した。以後，条件が整うごとに３度の追加指示により，5,100㎡の調査を行った。ただし，
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予定されていた5,600㎡のうち残りの500㎡は，県道部分であることから次年度調査となった。

　後半期の９月中旬頃からは，南相馬市原町区仲山Ｃ遺跡および相馬市明神遺跡の調査を開始した。

仲山Ｃ遺跡は，当初小高区の大田切遺跡が面積調整の候補とされていたが，原町区に調査優先箇所

が提示されたことから急遽，調査の対象となり6,300㎡の調査を実施した。また，相馬市の明神遺跡

は前年度に続いての調査であり，残りの2,000㎡を対象に実施した。なお，北山下遺跡と明神遺跡に

ついては，調査区の埋め戻しを行い，12月中旬に本年度の全ての現地調査を終了した。

表 1 　年次別発掘調査遺跡一覧
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第２節　周 辺 の 環 境

　地 理 的 環 境

　平成17年度に調査を実施した四ツ栗遺跡・熊平Ｂ遺跡・荻原遺跡は南相馬市小高区（旧相馬郡小

高町）に所在する遺跡である。福島県は北海道・岩手県についで三番目の県土を有し，南北に走る

奥羽山脈と阿武隈高地を境として，西から会津地方・中通り地方・浜通り地方の３地域に区分さ

れる。南相馬市小高区は福島県の東部，太平洋沿いの浜通りの中央部に位置し，北側に相馬市，南

側に浪江町と接した地区である。当区の基本幹線道路は，東部に国道６号線と陸前浜街道（旧６号線）

が南北に走っており，西部には県道相馬・浪江線が南北に走っている。鉄道は国道６号線に並行し

て常磐線が走っている。

　小高区周辺の地形を概観すると，山地・丘陵地では標高500～600ｍの山稜と標高100ｍと60ｍ前

後の丘陵頂がある。台地・段丘は中位砂礫段丘で浜通り地方に発達する第Ⅲ段丘面に相当する。こ

れらは標高20～25ｍの海成段丘や標高20～80ｍの河岸段丘に分けられる。低地では小高川とその支

流沿いに丘陵地を樹枝状に分布している。また，小高川の中上流域には一部自然堤防が確認され，

阿武隈高地から東流する小高川の支流の北鳩原川（上流域）・前川（北鳩原川中流域名称）・金谷

川・川房川沿いに発達した沖積地と洪積台地から構成される。阿武隈高地東縁には河谷沿いに山間

小盆地群を区画する双葉断層崖を境として西側の山間部では急峻なＶ字谷が発達し，平坦面は流曲

部に点在するにすぎない。これに対して東縁部には南北に延びる丘陵地帯で比較的広い河谷平野が

発達し，その周辺には，標高50～100ｍの低位段丘面が順次高度を下げながら沖積平野へと続いて

いる。これらの河川の両岸部には４段の段丘面が確認されている。また，この流域を流れる河川は

阿武隈高地に水源を発して小支川を併せて東に流れ，太平洋に注いでいるが，その供給源である阿

武隈高地は海岸線に近く且つ並行して南北に走ることから，川幅・水量ともに小さく，流域内の降

雨による流水は短期間に流失し尽くすために，貯水量が乏しく降雨量の少ない年は干ばつの被害を

受けることがある。

　阿武隈高地の地質を概観すると，古生代の変成岩とこれに貫入して形成された古期または新期の

花崗閃緑岩を基盤とし，小高区付近では，西側に花崗岩質の深成岩が分布し，丘陵や段丘の表層の

多くは，第三紀以降に形成されたこれらの崩壊物を主体とする土壌や砂礫が堆積している。

　第三紀の堆積物には，珪砂・凝灰岩・頁岩・亜炭を主体とする太田川層とその上に堆積する細砂

岩・頁岩を主体とする相馬層がある。太田川層は，西部山地帯の羽倉地区から川房地区に堆積し，

相馬層は北部の原町区との境界付近に位置する丘陵部と市内の南半部に堆積している。さらに第四

紀完新世堆積物である河川によってもたらされた沖積層は，上記の小高川およびその支流域より宮

田川の流域に広く堆積している。
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第３節　歴 史 的 環 境

　今回調査した四ツ栗遺跡・熊平Ｂ遺跡・荻原遺跡が位置する南相馬市小高区は，平成10年福島県

教育委員会発行の「福島県遺跡地図　浜通り」に132カ所の遺跡が登録されている。また，同時に

発行された「福島県内遺跡分布調査報告４」に新たに発見された４カ所の遺跡が登録されている。

　旧石器時代の遺物は，大穴遺跡から石刃の破片が発見されている他に，荻原遺跡からもナイフ形

石器が採取されている。また，隣接する南相馬市原町区の畦原Ａ遺跡で頁岩質の石刃石核が報告さ

れている。

　縄文時代の遺跡は，西部の段丘面及び丘陵部と東部の海岸近くの段丘面に多くの遺跡が立地して

おり，常磐自動車道関連で新たに発見された横大道・一の関・大田切・熊平遺跡をふくめ大富西畑

遺跡・花輪・南沢・大富犬塚遺跡などがある。大方の遺跡は阿武隈高地から東流する河川の本支流

にそった段丘上に立地している。また，海岸沿いの沖積平野に近い丘陵上には，浦尻貝塚群や上浦

宮田貝塚などの大規模な貝塚遺跡が立地している。

　弥生時代の遺跡は，太平洋沿いの低丘陵上や内陸部の河岸段丘に分布しており，代表的な遺跡と

しては石包丁の破片が採取された片草雷神前・南原・小谷渋谷迫遺跡がある。

　古墳時代の遺跡は，小高川・宮田川とその支流沿いの河岸段丘上に立地する。この中には前方後

円墳である小谷手子塚古墳・円墳である片草地区の片草南原古墳群・塚原地区の塚原古墳群など15

カ所の古墳群が確認されている。また，横穴群は，河川に面した段丘南向きの斜面に多く発見され

ており，塚原地区の堂林・日向横穴墓群・耳谷地区の耳谷小泉・耳谷表横穴群が知られている。

　平安時代の遺跡は，本報告となる川房地区の四ツ栗や熊平Ｂ遺跡で確認されている。また，小高

区には様式的には平安時代後期の作と推定されている大同２（802）年の徳一作の伝承をもつ，薬師

堂磨崖仏・阿弥陀磨崖仏・観音堂石仏などの石造物がある。

　鎌倉時代には奥州征伐が行われた文治５（1189）年の『吾妻鏡』の一項に「千葉介最拝領」とあ

るように千葉常胤が当地方に多くの所領を拝領し，その後，常胤の二男である師常が本領の下総国

相馬郡と陸奥国行方郡を領するようになった。師常から四代目後の胤村が奥州相馬氏の祖となった

師胤に陸奥国行方郡の大部分の所領を配分した。その後師胤の子重胤が元亨３（1323）年に行方郡

に本拠を移し，在地支配が行われるようなった。

　南北朝時代の相馬氏は北朝方として戦い，内乱後には勢力を拡大していった。戦国時代には，奥

州戦国史上有名な伊達稙宗と晴宗父子が対立した「天文の乱」において稙宗方の武将として活躍し

ている。相馬氏は当初南相馬市原町区の別所館に居住したと伝えられ，その後，建武３（1336）年

に相馬光胤が同小高区に城を築き，慶長16（1611）年の廃城までの約300年間相馬氏の居城となった。

豊臣秀吉の奥州仕置以後は，相馬中村藩として，宇田・行方・標葉郡を支配し，明治維新まで存続

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　（佐々木）
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遺　跡　名

荻　原

熊平Ｂ

大田切

横大道

館　越

大和田広畑

広谷地

四ツ栗

鯖　沢

片草南原

片草南原古墳郡

一里段古墳群

片草貝塚

元屋敷

小高城

大富犬塚Ａ

大富犬塚Ｂ

大富犬塚Ｃ

渋谷迫

手子塚古墳

大富西畑

玉ノ木平Ａ

十日林古墳

漆原横穴墓群

浪岩横穴墓Ａ群

浪岩横穴墓Ｂ群

市阿弥

観音堂石仏

上根沢古墳群

薬師堂石仏

藤右衛門屋敷

長　畑

宮田東貝塚

君ヶ沢

大　穴

北鳩原花輪

堤　下

東広畑Ａ

東広畑Ｂ

飯崎南原

中村平

原　畑

北釘野

栗成沢

堀　込

遺跡番号

56800002

56300150

56300135

56300150

56300149

56300024

56300148

56800096

56800097

56300006

56300007

56300008

56300010

56300011

56300012

56300013

56300078

56300079

56300014

56300015

56300016

56300017

56300018

56300020

56300022

56300023

56300025

56300026

56300027

56300028

56300029
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56300032

56300060

56300061

56300062

56300063

56300066

56300067

56300084

56300085

56300092

56300123

56300125

56300126

所　　在　　地 種　別

散布地

集落跡

散布地

散布地

製鉄跡

散布地

散布地

散布地

製鉄跡

散布地

古　墳

古　墳

貝　塚

散布地

城館跡

散布地

散布地

散布地

散布地

古　墳

散布地

散布地

古　墳

古　墳

古　墳

古　墳

散布地

石造物

古　墳

石造物

散布地

散布地

散布地

製鉄跡

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

製鉄・散

時　　期

旧石器・縄文

縄文・平安

縄　　文

縄　文

　

縄　文

縄　文

奈良～平安

縄文～平安

古　墳

古　墳

縄　文

縄文・古墳～平安

中　世

縄文・古墳～平安

縄　文

縄　文

弥　生

古　墳

縄文・平安

縄文～平安

古　墳

古　墳

古　墳

古　墳

奈良・平安

平　安

古　墳

平　安

縄　文

縄　文

縄　文

旧石器・縄文

縄文・古墳

縄文～平安

縄文～平安

平　安

縄文・奈良・平安

弥生～平安

弥生～平安

縄　文

縄　文

奈良・平安

備　　考

羽倉字荻原

大富字熊平

小谷字摩辰・大富字大田切・熊平

飯崎字横大道・西原

大田和字館越

大田和字広畑

川房字広谷地・大和田字南川原

川房字四ツ栗

神山字鯖沢

片草字南原・一里壇

片草字南原　

片草字一里壇

片草字金場台

小谷字元屋敷

小高字古城

大富字犬塚

大富字犬塚

大富字犬塚

小谷字渋谷迫

小谷字手子塚

大富字西畑・東畑・犬塚

吉名字玉ノ木平

飯崎字十日林

吉名字漆原

泉沢字浪岩

泉沢字浪岩

小屋木字市阿弥

泉沢字後屋

上根沢大久保

泉沢字薬師前

神山字藤右衛門屋敷

神山字長畑

上浦字宮田

羽倉字君ヶ沢

羽倉字君ヶ沢・大富字大穴

北鳩原字花輪

北鳩原字堤下

小高字東広畑

小高字東広畑

飯崎字南原

吉名字中村平・小屋木字一本松

上根沢字堂北・水溜・原下・田畑

金谷字北釘野

上根沢字栗成沢

上根沢字掘込

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡

常磐道関連遺跡
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　表２　周辺遺跡一覧
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第１編　四
よ
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遺跡（２次調査）

遺 跡 記 号　ＯＤ－ＹＴＧ

所　在　地　南相馬市小高区大字川房字四ツ栗

時代・種類　平安時代－集落

調 査 期 間　平成17年４月19日～６月30日

調　査　員　佐々木慎一，鹿又喜隆
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第１章　調　査　経　過

第１節　遺跡の位置と地形

　四ツ栗遺跡は南相馬市小高区大字川房字四ツ栗に所在する。小高区の市街地から南西約５㎞の所

に位置し，現況は四ツ栗の集落及び蔬菜畑や飼料用作物・桑畑・水田といった純農村地帯である。

　遺跡の位置する川房地区は，阿武隈高地の東縁を走る双葉断層崖から東に向けて緩やかな傾斜を

なし，小高川の支流である川房川沿いの低位段丘上に立地する。調査区一帯の標高は71ｍ前後の緩

やかな丘陵地の平坦面である。主要河川である小高川は阿武隈高地を源にもち，小高区の市街地を

抜け，太平洋へと東流する。四ツ栗遺跡の周辺に限らず，小高区は養蚕地あるいは酪農地として栄

えた。現在は，養蚕は衰退し，区内でも僅かに行われるのみである。四ツ栗遺跡内にも，かつて桑

畑であった地区があり，桑の植樹や地形整備によって，地形が改変された部分も多い。

第２節　調　査　経　過

　四ツ栗遺跡は，平成２年の県営かんがい排水事業請戸川地区に伴う発掘調査によって平安時代の

竪穴住居跡と土坑が確認された周知の遺跡であり，平成９年度には常磐自動車道建設計画に沿った

表面調査によって，地形や遺物の散布状況から遺跡の範囲が拡大された。今回の調査区は平成２年

度発掘調査区から約150ｍ西側に位置している。

　平成17年度の四ツ栗遺跡の発掘調査は，当初3,900㎡の調査面積を対象に４月19日から着手し，プ

レハブ設置などの調査準備作業と併行して重機による表土除去を開始した。Ⅰ区の表土除去作業は，

農道を境として東西に分かれていることから，東側の調査範囲を優先した。４月下旬には表土除去

を完了させた東側の調査範囲に作業員を投入して，遺構検出作業および遺構精査を実施した。Ⅰ区

全域の遺構精査を優先しつつ調査Ⅱ区の表土除去作業も継続して実施し，５月中旬に調査Ⅱ区の遺

構精査に着手した。６月１日には調査Ⅰ区の遺構精査を終了し，調査Ⅱ区に全作業員を移動した。

　なお，５月18日の段階で，調査Ⅱ区に新たに550㎡の面積追加を受け，合計4,450㎡を対象に調査

を実地することとなった。追加部分には宅地への進入口を含めた部分があったため，６月上旬にト

レンチ調査を行い，遺構と遺物が検出されないことを確認した。また，同時に調査Ⅰ区の農道の撤

去について，周辺の耕作地所有者の理解を得ることが出来たため，急遽撤去し，道路下の遺構検出

を実施した。結果，土坑１基が検出され，早急に遺構精査を実施した。

　６月中旬には，調査Ⅰ区・Ⅱ区共に地形測量を実施し，６月27日に予定した空中写真撮影のため

の調査区内清掃を行った。空撮後，調査終了のための発掘器材の撤収を行い６月30日にすべての調

査を終了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（佐々木）
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第３節　調　査　方　法
　

　四ツ栗遺跡の平成17年度の調査範囲は，市道浦尻-川房線をはさんで南北に及ぶ。市道北側の調査

区をⅠ区，市道から150ｍほど南側の調査区をⅡ区とした（図１，写真１）。調査面積はⅠ区が1,900

㎡，Ⅱ区が2,550㎡，合計4,450㎡である（図２・３，写真２・３）。

　測量基準杭の設定については，３級基準点No. 0（X=170,848，Y=97,848，Z=70.755）を本調査で

の基点（X=０，Y=０）とした。大グリッドは，４ｍ方眼に区画した。座標（X=20，Y=－12）が

南東隅になる４ｍ四方をＡ０グリッドとして，東に向かってＡ・Ｂ・Ｃ…，南に向かって０・１・２・

３…となるようにグリッド名を付けた。なお，今回の調査のグリッドは1990年の第１次調査のグリッ

ド№は異なっている。

　基本層位は，上層よりＬⅠ・ＬⅡ…で表し，遺構内の埋土はℓ１・ℓ２・ℓ３…で記録した。遺

跡内の広範囲にわたって，桑を植えるためと考えられるトレンチャー掘りのウネ跡が平行に認めら

れた。また，旧表土が残っている場所は低地部分の僅かであり，大きく地形改変が行われていた。

したがって，四ツ栗遺跡では遺物包含層が認められず，遺物が出土したのは，遺構および表土・撹

乱内である。遺構も上部が削平されたものが多い。遺構の検出面はすべてＬⅢ上面である。

　記録に関しては，調査区全体図および地形測量図は200分の１の縮尺で作成し，また，遺構の図

面は1/10あるいは1/20の縮尺で作成した。

　記録写真は，35㎜モノクローム・カラーリバーサルフィルムを使用して随時撮影した。また，必

要に応じて６×4.5判モノクローム・カラーリバーサルフィルムを併用した。

　なお，旧石器時代の遺物が出土した地点付近のＮ62・63，Ｏ61・63，Ｐ61・62グリッドを対象に

深掘を実施した。その結果，石器が出土したのは１点のみであった。

　遺物の整理は，山下町調査室に持ち帰り，水洗，ネーミングをした後，整理台帳を作成し，報告

書刊行後に，（財）福島県文化財センター白河館に収蔵される予定である。　　　　　　　　（鹿　又）
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図 2 　Ⅰ区遺跡配置図
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71.80ｍ

ＬⅠ

ＬⅡａ

ＬⅡｂ

ＬⅢ

ＬⅣ
ＬⅤ

　基本土層
ＬⅠａ 　　　　　　　　　　 （表土層，耕作土と盛土）
ＬⅡａ　黒褐色土　7.5ＹＲ3/2（Ⅱ区南半にのみ堆積）
ＬⅡｂ　黒褐色土　10ＹＲ2/3
ＬⅢ　明褐色土　　7.5ＹＲ5/6（ローム層，ＬⅢ上面が遺構検出面）
ＬⅣ　明黄褐色土　10ＹＲ6/6（ローム層）
ＬⅤ　明黄褐色土　10ＹＲ7/6（風化した砂礫を含む段丘礫層）
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第２章　遺 構 と 遺 物
　

第１節　遺跡の概要と基本層序
　

　四ツ栗遺跡２次調査で検出された遺構は，竪穴住居跡１軒，土坑17基，掘立柱建物跡２棟，性格

不明遺構１基である（図２・３）。調査Ⅰ区では，木炭焼成土坑の集中が２箇所（土坑12基）確認

された。調査Ⅱ区では，木炭焼成土坑の集中が１箇所（土坑５基），竪穴住居跡１軒，掘立柱建物

跡２棟，性格不明遺構１基が検出された。第１次調査の成果も踏まえれば，遺跡南側の小河川沿い

に平安時代の居住域があり，それを中心として木炭焼成土坑が幾つかの集中をもって形成されてい

たと考えられる。

　次に基本層位について述べる。四ツ栗遺跡の基本層序は，上層から表土，黒色土，明褐色土，明

黄褐色土，砂礫層となり，各層をＬⅠ～ＬⅤとした（図４，写真４）。ＬⅡについては，調査Ⅱ区

において細分が可能であり，ＬⅡａとＬⅡｂに区分した。土色に関しては，日本色研事業株式会社

修の新版標準土色帖に準拠した。

ＬⅠ　：表土。耕作土と盛土。

ＬⅡａ：黒褐色（7.5YR3/2）シルト。粘性，しまり共にやや有る。Ⅱ区調査区南半に分布する。層

厚は最大25㎝。

ＬⅡｂ：黒褐色（10YR2/3）シルト。粘性，しまり共にやや有る。層厚は20～30㎝。

ＬⅢ　：明褐色（7.5YR5/6）シルト質粘土。いわゆるローム層。粘性が有り，しまりがやや有る。

層厚は15～25㎝。ＬⅢ上面が遺構検出面。ＬⅢ上部から旧石器時代の石器１点が出土し

た。

ＬⅣ　：明黄褐色（10YR6/6）シルト質粘土。粘性が有り，しまりがやや有る。層厚は20～30㎝。

ＬⅢより色調が白味を帯び明るい。

ＬⅤ　：明黄褐色（10YR7/6）砂質シルト。粘性，しまり共に有る。風化した砂礫を含む。段丘礫

層。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（鹿　又）

　

図 4 　基本土層図
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第２節　竪 穴 住 居 跡
　　　

１号住居跡　ＳＩ01

　遺　　　構（図５，写真５・６）

　本住居跡は，調査Ⅱ区の中央部からやや西側のＪ・Ｋ62グリッドに位置する。遺構検出面はＬⅢ

上面であり，容易に輪郭を認めることができた。重複する遺構は認められない。撹乱の影響を受け

削平されているが住居跡の平面形を損なうまでには至っていない。

　遺構内堆積土は，炭化物粒等を混入する褐色系の土色で７層から成る。一部撹乱により分断され

不明な部位もあるが，ℓ１～ℓ６は壁際から流入の様相を呈することから住居廃絶後の堆積土で，

自然堆積土と判断した。なお，ℓ７とした層位については，中央部に位置する窪みの部分を塞ぎ硬

化した平坦面を作り出すために充填された貼床土と判断したものである。

　平面形は，整った方形を呈し，規模は，東西軸400㎝，南北軸325㎝，検出面からの深さ20㎝を測る。

本住居跡の軸線方は南北方向の壁を基準として西へ10°傾いている。

　周壁は，溝状の撹乱により破壊されているが床面までは至っておらず，急な立ち上がりを呈して

いる状況は確認できる。各壁の遺存高は，東壁12㎝，西壁８㎝，南壁18㎝，北壁17㎝である。

　床面は，北壁際の両端部を除き広範囲に堅く踏み締まりが確認された。特に中央部のＰ２とＰ３

が位置する部分は，浅い窪みであり異常に堅く踏み締まり，表面も凹凸が著しい。また，この部位

には，Ｐ９とした貼床下ピットも確認されていることから，中央の窪みは住居内施設の一部である

ことが伺われた。また，南西端から西壁中央部にかけて，白色粘土の固まりが検出され，その在り

方からこの範囲は粘土置き場であったと考えている。なお，粘土下から検出されたＰ７は元来粘土

溜と推察されるが，大量の粘土を置いたことからその機能を果さなくなったものと考えられる。

　小穴は住居跡内外から９基検出された。そのうちＰ１が貯蔵穴状ピット，Ｐ８が煙り出しピット

の底面部，Ｐ９は前述した貼床下ピットである。Ｐ１は南東壁際に穿たれた貯蔵穴状ピットで下層

のℓ２に焼土粒および焼土塊を多量に混入する赤褐色系の層であることから，住居廃絶時の段階で

カマドを破壊し，残滓を投棄したものと考えられる。Ｐ２は規模が長軸35㎝，短軸22㎝，床面から

の深さ38㎝を測る小穴である。上端部の形状が涙滴形を呈していることから，柱状のものを引き抜

いた痕跡と判断している。本住居跡の内部の状況からロクロピットの可能性を考えている。

　Ｐ３は平面形が楕円形を呈し，住居跡内中央に位置することから主柱穴と判断した。Ｐ４～６は

平面形が円形を呈し，規模が径25㎝前後，床面からの深さ10㎝を測る。遺構内堆積土は，いずれも

褐色系を呈し炭化物粒が僅かに混入する。壁際に位置していることから，支柱穴と判断した。Ｐ７

は前述したとおり粘土溜と判断した小穴である。Ｐ８は検出の段階でＬⅢ上面に焼土塊が１㎝程度

食い込むように確認された小穴である。僅かな痕跡と認識されたものであり，遺構の検出位置から

煙出しピットの底面の痕跡と判断した。
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　１号住居跡堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4（炭化物，ＬⅢ粒少量）
２　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物，ＬⅢ粒少量）
３　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物，ＬⅢ粒少量）
４　暗褐色土　10ＹＲ3/4（炭化物，ＬⅢ粒少量）
５　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物，ＬⅢ粒少量）
６　黄褐色土　10ＹＲ5/6（粘土，混入物なし）
７　褐色土　　10ＹＲ4/4（貼床，炭化物，焼土少量）
　Ｐ１堆積土
１　褐色土　　　　　7.5ＹＲ4/3（焼土塊粒・少量）
２　にぶい赤褐色土　５ＹＲ4/4（焼土粒・塊多量）
　Ｐ２堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4
　Ｐ３堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4（ＬⅢ粒少量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4
３　褐色土　　7.5ＹＲ4/4（炭化物少量，埋め戻し土）
　Ｐ７堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物少量）
　Ｐ９堆積土
１　黒褐色土　7.5ＹＲ3/2（炭化物，焼土少量）
２　褐色土　　10ＹＲ4/6
３　褐色土　　7.5ＹＲ3/2（褐色土少量）
　１号住居跡カマド堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4（炭化物，焼土粒・塊多量）
２　褐色土　　10ＹＲ4/4（炭化物，焼土粒多量）
３　赤褐色土　５ＹＲ4/8（炭化物，焼土粒・塊多量）
４　褐色土　　10ＹＲ4/6（炭化物，焼土粒少量）

Ｙ＝97,876

Ｘ＝170,624

Ｙ＝97,871
Ｘ＝170,620

Ｙ＝97,876
Ｘ＝170,620

白色粘土 焼土

図 5 　１号住居跡
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0 10㎝
（1/3）

1 （ＳＩ01　カマドa 1 ）
　　口径：（10.0）㎝

　　器高：〔 5.2〕㎝

2 （ＳＩ01　カマドa 2 ）
　　底径：（6.5）㎝

　　器高：〔1.6〕㎝

3 （ＳＩ01　a 2 ）
　　底径：（ 8.0）㎝

　　器高：〔10.0〕㎝

4 （ＳＩ01　カマドa 1 ）
　　口径：（15.0）㎝

　　底径：（ 8.4）㎝

　　器高：〔13.8〕㎝

5 （ＳＩ01　a 1 ）
　　長：18.5㎝

　　幅：　6.0㎝

　　厚：　1.0㎝

　　重： 100ｇ

　　石質：粘板岩
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　Ｐ９は床下ピットと判断している。最上層のℓ７は前述したとおり住居床面構築の際に本遺構を

塞いだ充填材と判断している。

　カマドは東壁中央からやや南寄りに設けられている。両袖の基底部は地山の削り出しによる作り

込みが確認され，両袖の先端部には芯材を据えたと考えられるピットが確認された。燃焼部は，被

熱のため幾分硬化した面が確認されたが，被熱による焼土面が比較的厚く形成されていることから，

長期間にわたり使用された状況が伺われる。規模は，焚口幅70㎝，燃焼部奥行82㎝を測り，残存す

る袖の規模は左袖が長さ34㎝，幅26㎝，右袖が長さ56㎝，幅20㎝を測る。なお，煙道は削平のため

確認されなかったが，煙り出しピット（Ｐ８）は痕跡のみが確認された。

　遺　　　物（図６，写真15）

　出土遺物は，土師器片142点，石器１点である。図示可能な遺物は土師器４点，石器１点である。

　１は筒形土器の口縁部破片資料であり，内外面にナデと輪積み痕が確認される。２はカマド内出

土のロクロ成形による土師器杯の底部資料である。調整は，底部から体部下端には回転ヘラケズリ

が施され，底部と内面に線刻が認められる。３は土師器甕の体部下半の資料である。粘土付着のた

め外面の調整は不明であるが，内面にはハケメが確認される。４はロクロ成形の小型土師器甕であ

る。体部上半部と下半部との復元作図である。５は粘板岩製の砥石であり，節理に沿って薄くなっ

ているが，両側は滑らかに面取りされている。剥落面には擦痕が認められる。

　ま　と　め

　本遺構は，ロクロピットの存在と多量の白色粘土塊の出土状況から，土器製作が行われていた住

居跡と判断した。住居の所属時期は伴出土師器から９世紀前半と考える。　　　　　 　　 （佐々木）

図 6 　１号住居跡出土遺物
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　Ｐ 1 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（ＬⅢ粒少量）

　Ｐ 2 ～ 7 堆積土
１　黒色土　10ＹＲ2/1（ＬⅢ粒少量）
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第３節　掘立柱建物跡

１号建物跡　ＳＢ01

　遺　　　構（図７，写真７）

　本遺構は，調査Ⅱ区南端部のＱ・Ｒ61グリッドで検出された掘立柱建物跡であり，地形的には浅

い谷を挟む西側の微高地に立地している。遺構検出面はＬⅢ上面であり，他遺構との重複関係はな

い。なお，建物跡は北側柱列の中間に位置する柱穴が確認されなかったが２間×２間の構造で，直

径30㎝前後のピットが８基確認された。

　平面形はやや歪んだ長方形をなし，柱穴の配置から総柱建物跡的な形態を示すものと判断した。

　

図 7 　１号掘立柱建物跡
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建物跡の中心線は，Ｎ－７°－Ｅの傾きを指し，規模は，東側柱列３ｍ，西側柱列2.9ｍ，南側柱列2.1ｍ，

北側柱列2.25ｍを測る。また，芯々間距離は，Ｐ１・Ｐ２間が約2.25ｍ，Ｐ２・Ｐ３間が約1.48ｍ，

Ｐ３・Ｐ４間が約1.5ｍ，Ｐ４・Ｐ５間が約1.14ｍ，Ｐ５・Ｐ６間が約１ｍ，Ｐ６・Ｐ７間が約１ｍ，

Ｐ７・Ｐ１間が約1.35ｍであり，概ね規則的に配置されている。検出面からの深さは，Ｐ５が14㎝

とＰ８が０㎝であり，他は24㎝前後を測る。

　掘形内堆積土は黒色系を基調とする単層からなり，粘性およびしまりの共に弱い土が主体である。

なお，Ｐ８については，薄い黒色土の円形の範囲で確認したが，掘形は確認できず底面の痕跡と判

断した。

　本遺構からは遺物は出土していない。

　ま　と　め

　本遺構の所属年代や性格を示す直接的な所見は得られていない。しかし，明確な配列を持ち，

２号建物跡と主軸が共通することから両者の同時存在を推定することが可能である。　 　 （佐々木）

２号建物跡　ＳＢ02

　遺　　　構（図８，写真８）

　本遺構は，調査Ⅱ区南端部のＶ56～Ｕ57グリッドで検出された掘立柱建物跡である。地形的には

浅い谷を挟む東側の微高地に立地し，１号建物跡の対面となる。遺構検出面はＬⅢ上面であり，他

遺構との重複関係はない。

　平面形は歪んだ長方形をなし，２間×２間の構造で直径30㎝前後測るピットが８基確認された。

建物跡の中心線は，Ｎ－10°－Ｅの傾きを示している。

　規模は，東側柱列3.35ｍ，西側柱列3.7ｍ，南側柱列2.58ｍ，北側柱列2.96ｍを測る。また，芯々間

距離は，Ｐ１・Ｐ２間が約1.5ｍ，Ｐ２・Ｐ３間が約1.46ｍ，Ｐ３・Ｐ４間が約1.6ｍ，Ｐ４・Ｐ５間

が約1.75ｍ，Ｐ５・Ｐ６間が約1.18ｍ，Ｐ６・Ｐ７間が約1.4ｍ，Ｐ７・Ｐ８間が約1.95ｍ，Ｐ８・Ｐ

１が1.75ｍを測り，北側柱列に比して南側柱列側が僅かに短く，西側柱列に比して東側柱列が短い。

検出面からの深さは，いずれも10～20㎝と浅い。

　掘形内堆積土は黒色系を基調とする層で占められるが，Ｐ５とＰ６では褐色系の層が確認された。

いずれも粘性およびしまりの共に弱い土が主体である。 

　遺物はＰ６から須恵器甕の口縁部破片が出土している。細片のため図示していない。

　ま　と　め

　本遺構は，８基の柱穴から成る建物跡であるが，柱間の寸法に規則性がなく，また，柱の配置に

いたっても規格性がなく歪みが大きい感がある。しかしながら，本建物跡は１号建物跡と中心線を

ほぼ同一とし対となる位置に検出されたことと，１号建物跡が総柱的な構造である点を考慮すると，

倉庫とした機能を備えた建物跡と考えられる。本遺構の所属時期は，出土遺物と１号住居跡の機能

時期を踏まえ，９世紀前半期と考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （佐々木）
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１　黒褐色土　10ＹＲ2/2

　Ｐ 5 ， 6 堆積土
２　褐色土　10ＹＲ4/6（黒色土少量）
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第４節　土　　　坑　

１号土坑　ＳＫ01（図９，写真９a）

　調査Ⅰ区の東端のＱ３グリッドに位置する。遺構検出面はＬⅢ上面である。他の遺構との重複関

係はない。平面形は，隅丸長方形を呈し，規模は長軸98㎝，短軸85㎝，検出面からの深さ10㎝を測

る。

図 8 　２号掘立柱建物跡
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　遺構内堆積土は，暗褐色系の粘質土を主体にし，炭化物を多く含む人為堆積土と判断した。

底面はほぼ平坦であり，周壁は外傾して緩やかに立ち上がる。土坑の壁面は上部が被熱のため明赤

褐色を呈している。本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明である。遺構の性格は堆積土中に

炭化物を多量に混入することから，木炭焼成土坑の可能性が考えられる。

２号土坑　ＳＫ02（図９，写真９b）

　本遺構は，調査Ⅰ区の東端のＱ２グリッドで検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面であ

る。他の遺構との重複関係はない。

　遺構内堆積土は，褐色系の２層からなり，いずれも粘質土を主体に焼土粒と褐色系の粘質土粒を

疎らに含むことから人為堆積土と判断した。

　平面形は，楕円形を呈し，規模は長軸170㎝，短軸140㎝，検出面からの深さ87㎝を測る。底面は

北側に緩く傾斜し，幾分凹凸が認められる。なお，遺構自体が風倒木痕の中に掘り込まれているた

め底面は締まりがない。北壁面は被熱の影響から焼土面が形成されている。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明である。遺構の性格は堆積土中に焼土粒を含むこと，

壁面に酸化面が形成されていることから，木炭焼成土坑の可能性が考えられる。

３号土坑　ＳＫ03（図９，写真９c）

　本遺構は，調査Ⅰ区北東隅のＰ１・Ｐ２グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ

上面である。他遺構との重複関係はないが，南側30㎝に４号土坑が位置している。

　遺構内堆積土は，褐色系の２層からなり，上層部のみに炭化物粒の混入が確認された。堆積土の

性状から人為的な堆積土と判断した。

　平面形は，楕円形を呈し，規模は長軸84㎝，短軸70㎝，深さ20㎝を測る。底面は平坦で，周壁は

やや急な立ち上がりを呈している。本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，周囲の

遺構の在り方と堆積土の性状から木炭焼成土坑と判断した。

４号土坑　ＳＫ04（図９，写真９c）

　本遺構は，調査Ⅰ区北東隅のＯ・Ｐ２グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上

面である。他遺構との重複関係はないが，３号土坑が隣接している。

　遺構内堆積土は，褐色系の３層からなり，上層部のみに炭化物粒の混入が確認された。堆積の状

況とその性状から人為的な堆積土と判断した。

　平面形は，不整楕円形を呈し，規模は長軸107㎝，短軸67㎝，深さ23㎝を測る。底面は平坦で僅

かに北側に傾斜し，周壁はやや急な立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，周囲の遺構の在り方と堆積土の性状から

木炭焼成土坑と判断した。
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５号土坑　ＳＫ05（図９，写真９d・13a）

　本遺構は，調査Ⅰ区西側のＥ９グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面であ

る。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は，黒褐色土の１層からなる。その堆積土の性状か

ら自然堆積土と判断した。

　平面形は円形であり，規模は直径75㎝，深さ28㎝を測る。底面は平坦で，周壁はやや急な立ち上

がりを呈している。本遺構からの出土遺物はなく所属時期および性格は不明である。

　 
６号土坑　ＳＫ06（図９，写真10a）

　本遺構は，調査Ⅰ区の中央からやや西よりのＧ７・８グリッドから検出された土坑である。遺構

検出面はＬⅢ上面である。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は，黒褐色土の１層からなる。

その堆積土の性状から自然堆積土と判断した。

　平面形は僅かに長軸が長い楕円形を呈し，規模は長軸104㎝，短軸92㎝，深さ15㎝を測る。底面

は平坦で，周壁はやや急な立ち上がりを呈している。本遺構からの出土遺物はなく所属時期および

性格は不明である。

７号土坑　ＳＫ07（図９，写真10b）

　本遺構は，調査Ⅰ区の西端であるＢ11から検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面である。

他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は炭化物粒を多量に混入する黒褐色土の１層からなり，

その性状から人為的な堆積土と判断した。

　平面形は隅丸長方形を呈し，規模は長軸120㎝，短軸61㎝，深さ12㎝を測る。底面には僅かに段

差が認められ，周壁はやや急な立ち上がりを呈している。本遺構からの出土遺物はなく所属時期は

不明であるが，遺構底面の形状に細かい凹凸が認められたことと，その堆積土の性状から木炭焼成

土坑と判断した。

８号土坑　ＳＫ08（図10，写真10c）

　本遺構は，調査Ⅰ区西側寄りのＧ10グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面

である。他遺構との重複関係はないが，９～11号土坑が西側に隣接している。

　遺構内堆積土は，炭化物粒と黄褐色土粒を混入する黒褐色土の１層からなり，その性状から人為

的な堆積土と判断した。

　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸97㎝，短軸66㎝，深さ11㎝を測る。底面は幾分凹凸が

認められる。周壁はやや急な立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構底面の形状に細かい凹凸が認められ

たことと，その堆積土の性状から木炭焼成土坑と判断した。



－ 25 －

ＡＡ́

Ｙ＝97,900

Ｘ＝170,860

Ｙ＝97,899
Ｘ＝170,859

Ｙ＝97,900
Ｘ＝170,859

Ｙ＝97,893

Ｘ＝170,865

Ｙ＝97,891
Ｘ＝170,863

Ｙ＝97,893
Ｘ＝170,863

Ｙ＝97,849

Ｘ＝170,835

Ｙ＝97,848

Ｘ＝170,835

焼土 Ｙ＝97,849
Ｘ＝170,834

Ｙ＝97,895

Ｘ＝170,862

Ｙ＝97,895
Ｘ＝170,861

Ｙ＝97,896
Ｘ＝170,861

Ｙ＝97,859

Ｘ＝170,840

Ｙ＝97,859
Ｘ＝170,839

Ｙ＝97,860
Ｘ＝170,839

Ｙ＝97,838

Ｘ＝170,825

Ｙ＝97,838
Ｘ＝170,824

Ｙ＝97,839

Ｘ＝170,825

0 1ｍ
（1/40）

1 号土坑

3号土坑

4号土坑

5号土坑

2号土坑

6号土坑

7号土坑

Ａ

Ａ́

Ａ
Ａ́

Ｂ

Ｂ́

Ａ

Ａ́

Ａ

Ａ́

Ａ
Ａ́

Ａ

Ａ́

Ａ Ａ́70.30ｍ

1

Ａ
Ａ́

70
.3
0ｍ

1 2

Ａ Ａ́
70.30ｍ

1 2

Ｂ Ｂ́
70.30ｍ 1

2

3

Ａ Ａ́
71.10ｍ

1

Ａ Ａ́71.40ｍ 1

Ａ Ａ́
71.10ｍ

1

　 5 号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物少量）

　 1 号土坑堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/3（炭化物多量）

　 2 号土坑堆積土
１　褐色土　10ＹＲ4/4（焼土多量，にぶい褐色土少量）
２　褐色土　10ＹＲ4/4（黒褐色土多量）

　 6 号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/1（炭化物少量）

　 3 号土坑堆積土
１　褐色土　10ＹＲ3/4（炭化物少量）
２　褐色土　10ＹＲ3/4（混入物なし）

　 4 号土坑堆積土
１　褐色土　　10ＹＲ4/4（炭化物少量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4
３　褐色土　　10ＹＲ4/6

　 7 号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2
  （炭化物多量，ＬⅢ粒少量）
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９号土坑　ＳＫ09（図10，写真10d）

　本遺構は，調査Ⅰ区西側よりのＦ10グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面

である。他遺構との重複関係はないが，南側に８・10・11号土坑が隣接している。遺構内堆積土は，

炭化物粒と黄褐色土粒を混入する黒褐色土の１層からなり，その性状から人為的な堆積土と判断し

た。

　平面形は楕円形を呈する。規模は長軸120㎝，短軸92㎝，深さ９㎝を測る。底面は僅かな起伏が

図 9 　１～７号土坑
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認められる。周壁は幾分緩やかな立ち上がりを呈し，上端部の一部には被熱による酸化面が形成さ

れている。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

10号土坑　ＳＫ10（図10，写真11a）

　本遺構は，調査Ⅰ区西側よりのＦ10グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面

である。他遺構との重複関係はないが，周囲には８・９・11号土坑が隣接している。

　遺構内堆積土は，多量な炭化物粒と黄褐色土粒を混入する黒褐色土の１層からなり，その性状か

ら人為的な堆積土と判断した。

　平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸137㎝，短軸91㎝，深さ14㎝を測る。底面は僅かな起

伏が認められる。周壁は幾分緩やかな立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

11号土坑　ＳＫ11（図10，写真11b）

　本遺構は，調査Ⅰ区西側よりのＥ10・11グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ

上面である。他遺構との重複関係はないが，周囲には８～10号土坑が隣接している。

　遺構内堆積土は，黄褐色土粒を僅かに混入する黒褐色土の１層からなり，その性状から自然堆積

土と判断した。

　平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸120㎝，短軸85㎝，深さ35㎝を測る。底面は中央部が

最も深い丸底を呈し，周壁は急な立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期およびその性格は不明である。

12号土坑　ＳＫ12（図10，写真11c）

　本遺構は，調査Ⅱ区東側よりのＴ54グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面

である。他遺構との重複関係はないが，13・17号土坑が前後して位置している。

　遺構内堆積土は，炭化物粒と焼土粒が混入する褐色土の２層からなり，特にℓ１の底部に炭化物

粒の集中が確認された。なお，本遺構の堆積状況とその性状から人為的な堆積土と判断した。

　平面形は不整楕円形を呈し，規模は長軸163㎝，短軸132㎝，深さ38㎝を測る。底面は幾分凹凸が

認められるが，概ね平坦である。周壁は西側が幾分緩やかな立ち上がりを呈しているが，他は急な

立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。
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　 15号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物多量）
２　黒色土　　10ＹＲ2/1（炭化物塊・粒多量）

　8号土坑堆積土
１　黒褐色土　7.5ＹＲ3/1（炭化物，ＬⅢ粒少量）

　9 号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物少量）

　10号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/3（炭化物多量，ＬⅢ粒少量）

　11号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（ＬⅢ粒少量）

　12号土坑堆積土
１　褐色土　10ＹＲ4/6（炭化物，焼土少量）
２　褐色土　10ＹＲ4/6（炭化物，焼土少量）

　13号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物塊多量，焼土粒微量）

　 14号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物多量）
２　褐色土　　10ＹＲ4/4（黒褐色土少量）
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13号土坑　ＳＫ13（図10，写真11d）

　本遺構は，調査Ⅱ区東側よりのＴ・Ｕ55グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ

上面である。他遺構との重複関係はないが，12・17号土坑が北側に所在する。遺構内堆積土は，炭

化物粒と焼土粒が混入する黒褐色土の１層からなり，堆積状況とその性状から人為的な堆積土と判

断した。

　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸144㎝，短軸94㎝，深さ26㎝を測る。底面は僅かに起

伏が認められ，周壁は急な立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

14号土坑　ＳＫ14（図10，写真12a）

　本遺構は，調査Ⅱ区北東隅のＵ51グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面で

ある。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は，黒褐色系の２層からなり，ℓ１には炭化物粒

が多量に混入する。堆積状況とその性状から人為的な堆積土と判断した。

　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸114㎝，短軸55㎝，深さ13㎝を測る。底面は中央付近

が高まる形状を呈し，周壁は幾分緩やかな立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

　
15号土坑　ＳＫ15（図10，写真12b ・13b）

　本遺構は，調査Ⅱ区北東隅のＶ50グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上面で

ある。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は，黒褐色系の２層からなり，上層のℓ１には炭

化物粒が多量に混入し，下層ℓ２には炭化物粒と塊が多量に混入する。堆積状況とその性状から人

為的な堆積土と判断した。

　平面形は北側上端が幾分崩れているが，隅丸長方形を呈する。規模は長軸103㎝，短軸82㎝，深

さ24㎝を測る。底面は平坦で，周壁は緩やかな傾斜を呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

16号土坑　ＳＫ16（図11，写真12c・13c）

　本遺構は，調査Ⅰ区中央部からやや西寄りのＨ・Ｉ６グリッドから検出された土坑である。遺構

検出面はＬⅢ上面である。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は，多量な炭化物粒を混入す

る暗褐色土の１層からなる。検出時から炭化物が散見された状況であった。
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　17号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物少量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4

　16号土坑堆積土
１　暗褐色土　10ＹＲ3/3（炭化物多量）
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　　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸97㎝，短軸77㎝，深さ24㎝を測り，底面は平坦である。

周壁は幾分緩やかな立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

17号土坑　ＳＫ17（図11，写真12d）

　本遺構は，調査Ⅱ区北東隅寄りのＳ53グリッドから検出された土坑である。遺構検出面はＬⅢ上

面である。他遺構との重複関係はない。遺構内堆積土は黒褐色と暗褐色の２層からなり，上層には

炭化物が混入している。

　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸117㎝，短軸95㎝，深さ14㎝を測る。底面は平坦であり，

周壁は幾分緩やかな立ち上がりを呈している。

　本遺構からの出土遺物はなく所属時期は不明であるが，遺構の形状とその堆積土の性状から木炭

焼成土坑と判断した。

　

　ま　と　め

　四ツ栗遺跡から検出された木炭焼成土坑は，本調査区内の３箇所に主たる集中がみられる。Ⅰ区

北東部から４基，Ⅰ区西南部から８基，Ⅱ区北東部から５基が検出されている。木炭焼成土坑から

遺物は出土していないが，遺構は位置的な状況から判断すると，１号住居跡に伴う時期の遺構群と

推定される。

　規模の平均値は長軸116㎝，短軸86㎝，深さ23㎝である。平面形は隅丸長方形が主体であるが，

中には楕円形が含まれる。検出面からの深さは，耕地造成のおり上端部が削平されたようで相対的

に浅い。底部は平坦なものも認められるが，木炭焼成後に土坑底部付近の土壌が撹拌され，底面に

は凹凸が認められた。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿　又）

図11　16・17号土坑
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　 1 号性格不明遺構堆積土
１　黒色土　　10ＹＲ2/1
２　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物少量）
３　暗褐色土　10ＹＲ3/3
４　黒褐色土　10ＹＲ2/3（炭化物少量）
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第５節　性格不明遺構
　

　　　１号性格不明遺構　ＳＸ01（図12，写真13d ・14a）

　本遺構は，調査Ⅱ区中央部からやや北東寄りのＱ53グリッドに位置する。遺構内堆積土は，黒色

および黒褐色系の４層からなり，堆積の状況とその性状から自然堆積土と判断した。

　平面形は，不整楕円形を呈する大型土坑であり，規模は長軸318㎝，短軸203㎝，深さ55㎝を測る。

底面は中央部に風倒木痕があるため幾分起伏が認められる。周壁は比較的緩やかな傾斜である。

　遺物は，須恵器片１点が北側壁際から出土している。細片であるため図示はしていない。

　本遺構は，出土遺物から平安時代の遺構と考えられるが，他の木炭焼成土坑と形態や埋土，壁面

の状況が異なることから，性格不明遺構に分類した。　　　　　　　　　　　　　　　　 （佐々木）

図12　１号性格不明遺構
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3 （Ｐ26　撹乱）
　　長： 1.8㎝

　　幅：1.25㎝

　　厚： 0.5㎝

　　重： 0.7ｇ

　　石質：流紋岩

2 （Ⅱ区　表土）
　　長：〔5.05〕㎝　　重： 15.7ｇ

　　幅：   3.15㎝　　石質：流紋岩

　　厚：    0.8㎝1 （Ｐ62　ＬⅣ）
　　長：7.25㎝　　重：23.8ｇ

　　幅： 3.0㎝　 石質：流紋岩

　　厚：1.23㎝
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第６節　遺構外出土遺物
　

　旧石器時代の遺物（図13，写真14b ・14c ・15）

　１は，調査Ⅱ区のＰ62グリッドのＬⅢ上面から出土した石刃である。長さ72.5㎜，幅30㎜，厚さ

12.3㎜，重さ23.8ｇ，流紋岩製である。打面は小さく平坦打面であり，頭部調整が施される。背面を

構成する剥離面には，腹面の剥離方向と反対方向からの剥離が認められる。両設打面の石核から剥

離された石刃である。後期旧石器時代の石核調整技術を伴う石刃技法が隆盛した時期の所産と考え

られる。

　２は，調査Ⅱ区の表土から出土した石刃である。長さ50.5㎜，幅31.5㎜，厚さ８㎜，重さ15.7ｇ，

流紋岩製である。基部が欠損している。背面に認められる剥離面の剥離方向はすべて腹面と同じで

ある。先端に自然面を残す。

　縄文時代の遺物（図13，写真15）

　石器３点が出土したがすべて表土や撹乱からの出土である。３は，調査Ⅱ区Ｐ62グリッドの撹乱

から出土した平基の石鏃である。素材剥片を折り取った後，交互剥離による側縁の整形が主に先端

から基部側へ進められる。最後に正面側の基部の整形が行われる。長さ18㎜，幅12.5㎜，厚さ５㎜，

重さ0.7ｇ，流紋岩製である。その他に二次加工ある剥片がⅠ区，Ⅱ区から各１点出土した。

　平安時代の遺物

　前述の遺構から出土した資料を除くと，撹乱から土師器の破片６点，須恵器の破片５点，砥石の

破片１点が出土した。いずれも細片のため図示はしていないが，概ね当遺跡で検出された竪穴住居

跡と同時期に位置づけられるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（鹿　又）

図13　遺構外出土遺物
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第３章　ま　と　め

　四ツ栗遺跡調査では，竪穴住居跡１軒，土坑17基，掘立柱建物跡２棟，性格不明遺構１基が検出

され，その内訳は，調査Ⅰ区からは土坑が12基，調査Ⅱ区からは，竪穴住居跡１軒と掘立柱建物跡

が２棟，土坑５基，性格不明遺構１基である。

　本遺跡からの出土遺物は，旧石器時代・縄文時代の石器と平安時代の土器である。ただし，出土

量が極めて少なく，遺構外出土の旧石器や石鏃などは本遺跡の大まかな帰属時期を推定することが

できる唯一の資料である。また，平安時代の遺物については，１号住居跡から出土している土師器

を以て集落の機能した時期が推定できよう。これは，県営かんがい排水事業の請戸川地区遺跡発掘

調査で当遺跡を調査した折に，出土した竪穴住居跡に伴う遺物が，今回出土した土師器と相似して

いることからも９世紀前半期に位置付けられる。

　次に本遺跡で検出された竪穴住居跡は，構造的には柱穴と想定した小穴１個と貯蔵穴からなり，

当該期の一般集落に見られるような簡素な構造を有しているが，壁際の白色粘土の集積と住居内に

生産地遺跡に特有なロクロピットを持つことが注目される。ただ，今回の調査区からは窯場跡の痕

跡や焼成前の製品等が検出されないことから土器製作集団からなる生産地遺跡とは言い切れない

が，貯蔵穴内に大量の焼土塊および焼土粒が認められたことから，カマドの使用頻度が高かったも

のと推定され，住居内で土器焼成が行われた可能性を指摘しておきたい。

　掘立柱建物跡は，２棟検出された。位置関係から両者は同時に存在した施設と判断した。機能時

期としては，２号建物跡から出土した須恵器の破片から，概ね住居跡とほぼ併行する時期と捉えて

いる。１号建物跡が総柱的な建物の様相を呈していることと，両者の位置関係から倉庫として機能

していたと考えたい。

　土坑は，17基の内13基が木炭焼成土坑と判断されるものであった。いずれも出土遺物が伴わない

ため機能時期は不明確であるが，遺構の在り方と検出された竪穴住居跡や掘立柱建物跡との関係を

考慮すると概ね９世紀頃と考えている。他の土坑についても同様に時期や機能は不明確である。

　四ツ栗遺跡の今回の調査区では，遺構の密度が極めて希薄であり，検出された竪穴住居跡の機能

した平安時代の以前は，旧石器時代と縄文時代の石器の出土から，生活空間としてではなく，狩猟・

採取を目的とした場所であったものと考えている。

　また，検出された平安時代の住居跡の在り方からは単独住居跡と見なされるが，特に集落として

想定した場合，試掘調査の結果及び調査Ⅰ・Ⅱ区の遺構の分布から今回の調査区付近は集落の端部

にあたるものと推定され，中心的な居住域は，調査区南側の小河川沿いの調査区外に存在すると考

えられる。なお，前回の発掘調査の折にも竪穴住居跡は今回の調査区よりやや南側から検出されて

いることからも想定できると考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（佐々木）
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第１章　調査経過と遺跡の概要

第１節　位 置 と 地 形
　

　熊平Ｂ遺跡は福島県南相馬市小高区大字大富字熊平に所在する。ＪＲ常磐線小高駅から北西へ約

4.8㎞の位置にあり，調査区の南約250ｍには，県道相馬浪江線と小高区中心部を結ぶ市道大富向田

線が東西に走る。また，北東約350ｍには敷石住居跡を移築した市立鳩原小学校が所在する。

　小高区の西部は，西方に位置する阿武隈山地から東方に流れる小河川の作用により河岸段丘が発

達し，東西に細長い丘陵及び段丘が沖積地を挟んで南北に幾筋も平行する景観を見せている。本遺

跡もそのような段丘の１つで，小高川の支流である前川の右岸に形成された低位段丘の北縁に立地

する。遺跡の標高は35～40ｍ程で，前川の形成する沖積面との比高差は３～８ｍ程である。遺跡北

側は段丘下の前川へ急峻な崖線を形成しており，西側及び南側は段丘平坦面がつづく。また東側か

ら北東側にかけては北方へ開口する浅い谷が認められ，谷に落ち込む斜面の中段にはテラス状の平

坦面が形成されている。遺跡周辺の現況は，南側が果樹園・畑地として開削・盛土され，北・東・

西側は植林された杉林と一部宅地となっている。　

　近隣の遺跡としては，東側に隣接して平成９年度の表面調査で縄文土器の散布地とされた熊平遺

跡，南東約400ｍに地下式の木炭窯が確認されている大田切遺跡，南西約400～600ｍの同一段丘上

に縄文時代早期中葉の土器散布地である犬塚Ａ・Ｂ遺跡が所在する。

　　　　

第２節　調査経過と調査方法
　

　　調　査　経　過

　熊平Ｂ遺跡は，平成９年度の表面調査『福島県内遺跡分布調査報告４』により，遺跡推定地ＯＤ

－Ｂ７とされていた場所である。平成16年８・12月に試掘調査『福島県内遺跡分布調査報告11』を

実施し，推定地北端部に縄文時代早期・平安時代を中心とする遺構・遺物が遺存していることが判

明したことから，遺存部分を「熊平Ｂ遺跡」として登録し，本発掘調査の対象とした。

　本発掘調査は，平成17年４月11日に，工事着工の急がれる橋脚部分及び側道部分にあたる2,300㎡

に対し，福島県教育委員会から（財）福島県文化振興事業団に対して指示があり，これを受けて同

事業団は調査員２名を配置して４月12日から実施する運びとなった。当初はプレハブ・仮設トイレ

の設置，発掘器材の搬入と平行して重機による表土剥ぎを実施し，調査区の８割程表土を除去した

４月21日から作業員を投入して本格的に発掘作業を開始した。発掘作業は，調査区南部の段丘頂部

から北部の段丘斜面に向って遺構検出を実施したが，この段階で調査区南端に平安時代の竪穴住居

跡（ＳＩ01）を検出し，さらに南側へ別の遺構が続くことが確認できたため，工事の優先箇所でない
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ことから平成17年度の調査範囲から除外されていた南側部分800㎡についても調査範囲を広げる必

要が出てきた。直ちに県教育委員会・日本道路公団・（財）福島県文化振興事業団の間で協議がもた

れ，５月６日付けで南部の800㎡についても継続して調査することとなり，再度重機を呼んで，新

しく追加された部分の表土除去を行った。

　大型連休を挟んで，竪穴住居跡の精査に着手するとともに，調査区北部・東部の斜面・斜面下部

の遺構検出を進め，５月下旬～６月上旬にかけて，竪穴住居跡（ＳＩ02）・木炭焼成土坑（ＳＫ01）・

落し穴（ＳＫ02～04）・貯蔵穴（ＳＫ05）・溝跡（ＳＤ01）・特殊遺構（ＳＸ01）等を確認し順次精査を実

施した。この間，測量会社に委託して世界測地系に即した基準杭を打設した。６月下旬になると，

発掘作業の進捗により縄文時代の竪穴住居跡（ＳＩ02）が，この地域で初検出となる敷石住居跡であ

ることが判明した。これを受けて，遺跡見学の要望が地元から寄せられ，６月14・16日には，地元

小学校の児童のために遺跡見学会を，18日には「遺跡の案内人」による遺跡現地公開を開催した。

また，ラジコンヘリコプターによる遺跡全景の空中撮影を実施した。７月に入ると，段丘頂部の精

査は一段落し，調査の中心は調査区北東部の敷石住居跡（ＳＩ02）と南東部斜面の特殊遺構（ＳＸ01）

に移り，合わせて地形測量を行った。この間に，小高町から敷石住居跡移設復元の要望が県教育委

員会に挙げられ，遺跡から程近い鳩原小学校校庭に移設することが決定した。これを受けて，７月

20日までに取り上げを終了していた敷石の移送を小高町教育委員会が実施し,当事業団の調査員がこ

れをサポートした。７月27日にすべての調査が終了し，器材搬出,プレハブ・仮設トイレ撤去が完了

すると，調査員は既に発掘調査の始まっている荻原遺跡に移動し，翌28日には日本道路公団へ遺跡

の引渡しを行うことができた。

　なお，敷石住居跡の復元は９月11日に，鳩原小学校の教員・児童・ＰＴＡ・当事業団の調査員等

の手により実施された。

　　調　査　方　法

　熊平Ｂ遺跡では，調査区の位置を国土座標の中で正確に把握するために，世界測地系を基本とし

た測量用基準杭（Ｘ=175,044，Ｙ=97,968）を打設した。調査はこの基準杭を原点（Ｘ＝０，Ｙ＝０）

とし，４ｍ方眼のグリッドを調査区全域に設定して実施した。グリッドの基点は調査区北西外のＸ

＝175,092，Ｙ＝97,956に位置する。グリッドの表記方法はアルファベットと算用数字を組み合せた

もので，Ａ１～Ｔ23グリッド間で，西～東にアルファベット順，北～南に算用数字順で移行する。

これらのグリッドは遺構・遺物の位置表示に使用し，必要に応じてグリッド内に１ｍ方眼を設定し

て平面図を作成した他，遺物の取り上げ及び，単純な遺構の作図は，光波測距儀を用いた。

　調査区内の標高は，日本道路公団が設置した標高基準点を原点として標高移動を行い，測量用基

準杭上に水準点（Ｚ＝39.930ｍ）を設定した。

　調査区内の土層については，基本土層はアルファベット大文字「Ｌ」とローマ数字を用い，遺構

内堆積土については，アルファベット小文字筆記体「ℓ」と算用数字を用いて表記し，さらに細分

が必要なものについて土層表記の末尾にアルファベットの小文字を添えた。
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　各種遺構の掘り込みには，写真撮影及び実測用に土層観察帯を設定した。竪穴住居跡は４分割法，

土坑については２分割法を採用し，特殊遺構は適宜帯を設定した。また土色に関しては，日本色研

事業株式会社の新版標準土色帖に準拠した。

　遺構の記録は縮尺10分の１及び20分の１，地形図は縮尺200分の１，遺物の実測図は等倍で作図

した。写真は35㎜判のモノクローム・カラーリバーサルフィルムの双方を用いて撮影した他，竪穴

住居跡等の大型遺構・遺跡全景・遺物等は６×4.5判を使用した。また編集・仮割付のため，同一ア

ングルでデジタルカメラによる撮影も行った。

　調査記録・出土資料は，当事業団の整理基準に準拠して整理を行い，報告書刊行後，（財）福島県

文化財センター白河館に収蔵される予定である。また，２号住居跡の敷石に関しては，南相馬市小

高区の市立鳩原小学校に移築されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

第３節　調査の概要と基本土層
　

　熊平Ｂ遺跡からは，竪穴住居跡２軒，土坑５基，溝跡１条，特殊遺構１基を検出した。出土遺物

は縄文土器785点，土師器1051点，須恵器２点，石器12点，石製品１点，鉄製品１点，羽口４点，

炉壁片16点，鉄滓222.4ｇである。

　遺跡の時期は大きく縄文時代と平安時代に分けられる。縄文時代の遺構は調査区北東部の段丘中

段に中期末葉の敷石住居跡１軒と貯蔵穴１基，段丘頂部から東側斜面にかけて落し穴状土坑３基を

検出した。この他，段丘頂部から東側斜面では早期中葉の田戸下層式期を中心とする土器片が多数

出土した。平安時代の遺構は段丘頂部に住居跡・木炭焼成土坑を，東側斜面には鉄生産に関連する

と考えられる特殊遺構を検出した。羽口・鉄滓・炉壁等の鉄生産関連遺物はこれらの遺構を中心に

出土したものである。

　調査区内の基本土層は以下のＬⅠ～Ⅴｂで，ＬⅣ以下は基盤層である。また調査区南東側に堆積

する盛土は，近年果樹園を造成した時に段丘を切り崩したものである。

　ＬⅠは遺跡の表土層で，植物の影響を受ける。層厚は20～60㎝で，ほぼ調査区全域に堆積する。

　ＬⅡはＬⅠ・Ⅲ間に存在する土層で，土色・包含物の相違からＬⅡａ・Ⅱｂに分けられる。ＬⅡ

ａは段丘頂部に堆積する粘性の有る灰黄褐色土で，層圧10～20㎝程。縄文時代早・前期の遺物を含

み，平安時代の遺構はこの層を基盤とする。ＬⅡｂは東側斜面部に堆積する黒褐色土で，層厚は10

～20㎝程，縄文早期から中期にかけての遺物が混入する。

　ＬⅢは試掘時に遺物包含層として報告された黒色土層である。東側斜面部に堆積し，層厚は30～

80㎝程。縄文時代早期の遺物を含むが，集中して出土しないため，基本土層として扱うこととした。

　ＬⅣは明黄褐色のローム層で，調査区南側４分の３程の基盤層となっている。遺物を含まない。

　ＬⅤはＬⅣの下層に位置する礫層で，砂主体のＬⅤａと，その下層の礫層であるＬⅤｂに区分で

きる。調査区北側４分の１程度で露出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（笠　井）
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第２章　遺 構 と 遺 物

第１節　竪 穴 住 居 跡
　

　熊平Ｂ遺跡では，縄文時代中期と平安時代の異なる時期の竪穴住居跡をそれぞれ１軒ずつ，計２

軒を検出した。縄文時代の住居跡は河川に近い段丘斜面中段に構築された敷石住居跡であり，平安

時代の住居跡は段丘頂部に構築された鉄生産に関連すると考えられる住居跡である。検出順に平安

時代の住居跡を１号住居跡，縄文時代の住居跡を２号住居跡として以下に報告する。

１号住居跡　ＳＩ01

　遺　　構（図４・５，写真５・６）

　本遺構は，調査区南側のＦ・Ｇ－13・14グリッドに位置する。この位置は標高40ｍ付近の調査区

内最高所にあたる。遺構の周囲は平坦であるが，少し離れると北側及び東側は斜面となっているこ

とから，本遺構は段丘頂部平坦面の北東端付近に立地していると言える。ほぼ同時期の遺構として

は，木炭焼成土坑であるＳＫ01が本遺構の南側約８ｍに在り，また南東側約23ｍの斜面部には，鉄

精錬に関連すると考えられる特殊遺構ＳＸ01が所在する。

　本遺構の検出面はＬⅡａ上面である。当初，楕円形をした炭化物を含む黒色土の広がりを確認し

たため，これを遺構のプランとして調査を開始したが，黒色土の周囲から数点の土師器片を検出し

たことから，さらに周囲を精査して，ＬⅡａによく似た黄褐色土の方形プラン及びカマド跡と見ら

れる焼土の広がりを確認し，これを住居跡と認識した。遺構の掘り込みは，カマド跡と見られる焼

土を確認した東辺を住居跡の奥壁と想定し，奥壁に直交・平行する十字の土層観察用ベルトを方形

プランのほぼ中央に設定し，掘り下げ後堆積土を記録した。

　土層観察の結果，遺構内の堆積土は３層に分けられた。ℓ１は有機質の多い黒色土を基調とする

堆積土，ℓ２は周囲の地山に近い黄褐色土を基調とする堆積土で，共にレンズ状の堆積を示すこと

から流入土の自然堆積と判断した。ℓ３は遺構中央の床面上を中心に薄く点在する黄褐色土である

が，西壁際で三角堆積を示す部分が確認できることから流入土の自然堆積と判断した。また，ℓ３

の堆積時期はカマド堆積土の直上に位置することから，カマド廃絶後程無く堆積したものと考えら

れる。住居跡内Ｐ２の堆積土は１層で，焼土塊・炭化物が少量混入している。住居跡床面と同一レ

ベルまで堆積していることから，人為的な埋土と考えられる。

　本遺構の平面方形は，北・南・西辺はほぼ直線であるが，カマドのある東辺はカマドの部分を中

心に北側と南側が外側に膨らむ弧状をしている。住居跡の主軸方位はカマドが設置された東辺と，

対面する西辺の中点を結んだ線を基準とするとＳ75°Ｅを示す。

　遺構の規模は上端最大値で，東西4.27ｍ，南北4.11ｍを測る。壁高は，各辺が平均12～18㎝程で
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0 1ｍ
（1/40）

Ｙ＝97,977

Ｘ＝175,041
Ｙ＝97,982

Ｘ＝175,041

Ｙ＝97,982
Ｘ＝175,037

Ｙ＝97,977
Ｘ＝175,037

Ａ

Ａ́

Ｃ

Ｃ́

Ｂ

Ｂ́図 6 － 1・3

図 7 － 2

図 7－13

Ｐ 2（10）

Ｐ 1（36）

1 号住居跡

酸化範囲

Ａ Ａ́40.40ｍ

Ｂ Ｂ́40.20ｍ

Ｃ Ｃ́
40.10ｍ

1

1

1
2

2

2

2

2 2

2

3
3

3

3

3

3 3 3

土器石

石

カマド

Ｐ 2a1

図 6 － 1・3 図 7 － 2

　 1 号住居跡堆積土
１　黒色土　　　　　10ＹＲ2/1（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒・炭化物少量，焼土粒微量）
２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/3（ＬⅣ塊・炭化物粒少量，焼土粒微量）
３　明黄褐色土　　　10ＹＲ7/6（炭化物粒微量。ＬⅣ崩落土）

　 1 号住居跡　Ｐ 2 堆積土
１　灰黄褐色土
　　10ＹＲ4/2（焼土塊・炭化物少量）
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あるが，最も遺存している南東コーナー付近では30㎝を測る。壁面は概ね垂直に立ち上がるが，カ

マドのある東壁は弱く外傾している。床面は平坦で，ＬⅣを掘り込んで作られている。

　本遺構の屋内施設としては，カマドと２基の小穴を検出した。

　カマドは東壁中央やや南寄りに設置されている。このカマドは著しく破壊されており，本来の形

状が分かり難い。燃焼室周辺では，杯・甕等の土師器片，袖材と考えられる被熱した段丘礫や粘土

塊の他，羽口・鉄滓等の鉄生産に関連する遺物が焼土とともに多数出土した。

　カマド内の堆積土は６層に分かれた。ℓ１・２は焼土・炭化物を含む層で，段丘礫・土師器等が

図 4 　１号住居跡（１）
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ＡＡ

図 7 －1111

Ｙ＝97,979

Ｘ＝175,039
Ｙ＝97,982

Ｘ＝175,039

Ｙ＝97,982

Ｘ＝175,037

Ｂ

Ｂ́

Ａ

Ａ́

図 7 －12

図 7 －11

図 7 － 1

図 7 － 5

図 7 － 1

図 7 － 6

図 7 － 1

図 6 － 2

図 6 － 9

図 6 － 5

図 6 － 4

Ａ Ａ́40.30ｍ

Ｂ Ｂ́40.30ｍ

Ｃ Ｃ́40.30ｍ

酸化範囲

6
2

2
1

3

3
4

1
5

1

2
3

1石 石
石

石

石

石

石

図 7－ 5

図 7－12

図 7 －11

Ⅱａ

0 1ｍ

（1/20）

Ｐ 1

Ｃ

Ｃ́

　 1 号住居跡　Ｐ 1 堆積土
１　明褐色土　　　　10ＹＲ7/6（ＬⅣ粒多量，炭化物少量）
２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/3（ＬⅣ粒少量）
３　明褐色土　　　　10ＹＲ7/6（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）

　 1 号住居跡カマド堆積土
１　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4（焼土塊・焼土粒・炭化物少量）
２　明赤褐色土　　　5ＹＲ5/6（焼土塊・焼土粒多量，炭化物少量）
３　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（ＬⅣ粒多量，ＬⅣ塊・白色粘土塊・
　　　　　　　　　　　　　　　　焼土塊少量。砂質）
４　褐色土　　　　　7.5ＹＲ4/3（ＬⅣ塊・焼土塊・炭化物少量）
５　褐色土　　　　　10ＹＲ4/4（焼土粒・炭化物微量）
６　褐色土　　　　　10ＹＲ4/6（ＬⅣ塊・焼土粒・炭化物少量）

図 5 　１号住居跡（２）
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多数混入し，特にℓ２は大半が焼土で構成されている。ℓ３は地山に近い黄褐色の砂質土で，粘土

塊や焼土塊を含んでいる。堆積状況からℓ１～３はカマドの天井及び壁体を壊した残骸と考えられ

る。ℓ４は住居の東外側に細長く延びる窪みに堆積した土層で，煙道内の堆積土と判断した。ℓ５・

６は褐色の粘質土で，袖部の構築材である。

　カマドの規模及び形態は，破壊が顕著なため不明な点が多い。燃焼室は，奥壁が東側へ張り出す

形状を成しており，弧の両端から西側へ両袖部が延びていた。焚口部分の形状は不明であるが，底

面の被熱範囲の形状から，全体として平面形が楕円形を成していた可能性がある。燃焼室の規模は，

幅が両袖間で40㎝を測り，焚口から奥壁までの奥行きは，被熱範囲から推定して90～100㎝程であ

ろう。両袖部は遺跡内に露出する段丘礫を芯材とし，周囲に粘質土を貼って構築されており，壁際

に長さ30㎝，幅20～25㎝，高さ18～25㎝程が遺存するが，これもカマド破壊時に動いてしまった可

能性が高い。燃焼室の底面はほぼ平坦で，熱を受けて酸化していたが，表面は硬化せず，砂質のし

まりのないものであった。底面の酸化範囲は中央ほど厚くなり，最大で10㎝を測る。煙道は破壊さ

れており，それが存在したと推定される場所は，長さ110㎝，幅100㎝程の不整な菱形をした窪みと

なっている。窪みは燃焼室と繋がる西側が最も深く23㎝を測り，東側では15㎝を測る。

　Ｐ１は住居跡の南東角に位置する貯蔵穴である。Ｐ１内からは完形の土師器杯や被熱した角礫等

多数の遺物が出土したが，それぞれ底面から浮いた状態で出土していることから，堆積土とともに

流入したものであろう。遺構内の堆積土は３層に分かれ，遺物の混入状況から人為的な埋土と判断

した。Ｐ１は平面胴張り長方形で，南北85㎝，東西66㎝，床面からの深さ35㎝を測る。壁面は外傾

気味に立ち上がるが，東壁のみはほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。

　Ｐ２は住居跡の南壁際中央に位置する窪みである。平面形は不整な隅丸長方形を成し，規模は東

西133㎝，南北100㎝，床面からの深さ10㎝を測る。底面と壁面の境が不明瞭で，中央付近へ擂鉢状

に窪んでいる。Ｐ２内からは直径１～３㎝程の鉄滓が出土し，堆積土には焼土が少量含まれる。

　遺　　　物（図６・７，写真13・14）

　本遺構からは土師器568点，須恵器１点，羽口３点，石製品１点，鉄滓131.9ｇが出土し，このう

ち土師器25点，須恵器１点，羽口２点，石製品１点を図示した。

　図６はすべて土師器杯である。概ね口径14～15㎝，底径６～７㎝，器高４～５㎝の大きさで，同

一個体の可能性がある11・14がやや大型である。器形は底部から内湾気味に立ち上がるもの（１・

３・７・８・11）と，直線的に立ち上がるもの（２・４・６・９・10）があり，内湾気味のものは

口唇端部が小さく外反する傾向がある。整形及び調整は，すべての資料がロクロ整形されており，

12を除いて内面はヘラミガキ及び黒色処理が施されている。12についてはヘラミガキの痕跡が認め

られるが，黒色処理は認められない。体部下端から，底部外面にかけて回転ヘラケズリによる器面

調整を施す資料（１～10）が多いが，底部外面に回転糸切痕を残す資料（12～14）も認められる。

15は口縁部付近の破片資料であるが，外面に墨書で「寺」と書かれている。

　なお，本遺構出土土師器杯には付着物が認められるもの（１～４）がある。付着物は２種類あり，
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0 5㎝
（1/3）

付着物

スス

熱変化

 1 （a 2 ）
口径：14.6㎝
底径：　6.0㎝
器高：　4.9㎝

　　 3 （a 2 ）
　口径：14.2㎝
　底径：　6.7㎝
　器高：　4.7㎝

 2 （Ｐ 1a 2 ・a 3 ,a 2 ）
　　　口径：14.0㎝
　　　底径：　6.6㎝
　　　器高：　4.1㎝

口径：15.0㎝
底径：　6.8㎝
器高：　5.1㎝

口径：14.1㎝
底径：　6.2㎝
器高：　4.8㎝

口径：（14.6）㎝
底径：　6.7 ㎝
器高：　3.7 ㎝

底径：（6.0）㎝
器高：［1.4］㎝

底径：（8.4）㎝
器高：［1.6］㎝

 4 （Ｐ 1a 1 ,a 1 ）

 9 （a 2 ） 8 （a 2 ）

11 　カマドa 1
　　　Ｐ 1a 1

12 （Ｐ 1 ）

口径：14.7㎝
底径：　6.4㎝
器高：　4.5㎝

口径：14.0㎝
底径：　6.0㎝
器高：　4.5㎝

底径：（7.4）㎝
器高：［1.7］㎝

底径：（16.1）㎝
器高：［ 4.0］㎝

 5 （Ｐ 1a 1 ,a 2 ）

10 （Ｐ 1a 1 ,a 3 ）

13 （a 2 ）

14 （a 2 ）

15 （a 2 ）

 7 （Ｐ 1a 3 ）

口径：（14.2）㎝
底径：　16.6 ㎝
器高：　4.0　㎝

口径：（14.4）㎝
底径：（ 7.1）㎝
器高：　4.0　㎝

 6 （Ｐ 1a 3 ,a 2 ）

（　　　　　）

図 6 　１号住居跡出土遺物（１）
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茶褐色で光沢のある薄膜状のもの（１・３）と，黒色で光沢のない樹脂状のもの（２・４）に分け

られる。１・３の付着物は口縁端部内外面の長さ６㎝，幅１㎝程の比較的狭い範囲に付着するもので，

上下に重なって出土した１・３の同じ箇所で認められる。下に位置する１では，再酸化により帯状

に黒色処理が失われた部分を観察でき，その先端に付着物が位置する。２・４の付着物は内外面の

広範囲に広がっており，厚い部分では２㎜程度の厚さがある。付着物の特徴から１・３のものは灯

明の油煙，２・４のものは漆であると判断した。

　図７－１は土師器長胴甕である。口径24㎝，器高27㎝程の大きさで，口縁部が強く外反し，端部

を上方へ摘み出した形状をしており，胴部は最大径を中位に持つナツメ形の器形である。器面はロ

クロ整形で，胴部下半に縦位のヘラケズリを施している他，化粧粘土が認められる。

　図７－２～６は口径13～15㎝，器高12～15㎝程の小型甕である。内湾気味に弱く開く口縁部をも

ち，胴部は上位に最大径をもつ器形である。４の口唇部は１同様端部を上方へ摘みだしている。整

形及び調整は，２～５に関してはロクロ整形されており，２はさらにロクロ目をナデ消している。

２・５・６では胴部下端に縦位のヘラケズリが施されている。６は底部片であるが，内面には逆時

計廻りに指押さえの跡が，外面には籾圧痕と指紋が認められる。

　図７－７～10は筒型土器の口縁部付近である。どの資料も口径11.5㎝程である。接合しないが，

同一と考えられる破片が多く出土していることから，ある程度の長さがあったものと考えられる。

口唇部の形状は３種類あり，７・８は角頭状，９は内削ぎ状，10は丸頭状をしている。どの資料も

輪積痕がうっすらと残る程度にナデを施している。

　図７－11・12は羽口である。長さ16～17㎝程で先端部は破損しているが，使用された形跡は無い。

形状は共に直径５㎝程度の筒状であるが，12は吸気部がラッパ状に開いている。

　図７－13は須恵器大甕の胴部片である。外面に平行タタキ目，内面に同心円状の当て具痕が認め

られる。最大厚が1.6㎝あり，相当大きな個体と考えられるが，調査区内から同一個体の破片は出土

しなかった。

　図７－14は直径２㎝弱の球形の石製品で，住居跡北東隅の床面で出土した。阿武隈花崗岩帯に点

在する黒色の蛇紋岩の全面を丁寧に研磨して作られている。

　遺物は住居跡東壁際に集中して出土する傾向があり，カマドから多数の被熱した段丘礫と共に土

師器甕（図７－５）や羽口（図７－11）を，Ｐ１内とその周囲から土師器杯（図６－２・４・５・７・

９）・羽口（図７－12）を比較的良好な状態で検出した他，カマドからＰ１にかけて広範に散らば

る状態で土師器甕（図７－１）の破片を検出した。また住居跡北西側では，上下に重なった土師器

杯（図６－１・３）・横倒しになった土師器甕（図７－２）・須恵器大甕片（図７－13）等を床面か

ら浮いた状態で検出した。鉄滓は直径0.5～４㎝程で，前述のカマド・Ｐ１周辺の他，Ｐ２周辺でも

検出されており，蛇紋岩製の球状石製品（図７－14）はカマド北側で出土した。

　本遺構から出土した鉄滓は直径0.2～３㎝程の塊状を成しており，赤褐色に錆膨れしているものが

多い。少数ではあるが，鍛造剥片とは異なる酸化した板状の滓片も認められる。
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0 5㎝
（1/3）

0 2㎝
（1/2）

化粧粘土

口径：（23.6）㎝
底径：　10.8 ㎝
器高：　27.3　㎝

口径：14.4㎝
底径： 7.8㎝
器高：12.8㎝

口径：（15.3）㎝
器高：［ 5.5］㎝

口径：（13.4）㎝
器高：［ 6.2］㎝

口径：11.5 ㎝
器高：［6.5］㎝

口径：（11.5）㎝
器高：［ 8.7］㎝

口径：11.7 ㎝
器高：［5.6］㎝

 1 （床面, カマドa 1・a 2，Ｐ 1a 3 ,a 2 ）

 9 （カマドa 1 , Ｐ 1a 1 ,a 1 ,a 2）

口径：（11.6）㎝
器高：［ 5.0］㎝

 8 （Ｐ 1a 3 ,a 2 ）

 7 （カマドa 1 , Ｐ 1a 1 ・a 3 ,a 1 ）

 3 （カマドa 2 ,a 2 ）

 4 （Ｐ 1a 3 ）

 6 （a 2 ）

 2 （a 2 ）

5　カマド
　　　Ｐ 1a 1 ,a 2

底径： 7.2 ㎝
器高：［6.9］㎝

底径： 7.0 ㎝
器高：［1.8］㎝

（    　　　　　　　）

11（カマドa 2 ）

12 （a 1 ）10 （a 1 ）

　　　　長：15.9㎝
吸気部内径：　4.6㎝
吸気部外径：　6.0㎝
先端部内径：　2.7㎝

　　　　長：［17.2］㎝
吸気部内径：（ 7.8）㎝
吸気部外径：（ 5.1）㎝
先端部内径： 3.0　㎝

14 （a 2 ）

13 （a 2 ）

長：1.7㎝
幅：1.7㎝
厚：1.9㎝
重：7.3ｇ
石質：蛇紋岩

図 7 　１号住居跡出土遺物（２）
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　ま　と　め

　本遺構は，東壁にカマドをもつ一辺４ｍ強で，平面方形をした竪穴住居跡である。本遺構の特徴

としてはカマドが顕著に破壊されていることがあげられ，また覆土中から鉄滓・羽口等の鉄生産に

関連する遺物が出土する点があげられる。カマドの周囲からは大量の焼土・焼粘土とともに，カマ

ド袖部の芯材としては多すぎる被熱した段丘礫（花崗閃緑岩・細粒花崗岩・石英閃緑岩）が見つかっ

ていることから，カマドを炉に作り変えていた可能性も考えられよう。本遺構の周囲には，出土遺

物の年代観からほぼ同時期の所産と考えられる木炭焼成土坑（ＳＫ01）や，本遺構同様に鉄生産に

関連すると考えられる特殊遺構（ＳＸ01）が存在することから，これらの遺構が密接な関わりをもっ

て本遺構の住人の生産活動を担っていたもの思われる。

　遺構の所属時期については，体部下端に回転ヘラケズリを施すロクロ整形の土師器杯を多くもつ

ことから，９世紀前半でも古い時期の所産と考えられる。

２号住居跡　ＳＩ02

　遺　　　構（図８・９，写真７・８）

　本遺構は，調査区北側のＩ・Ｊ－３・４グリッドに位置する。この位置は，調査区東側の谷部

へ下る北東向き斜面の中段にあたり，すぐ北側で谷部が前川の形成する沖積低地に開口している。

遺構の周囲は幅15ｍ程のテラス状の平坦地となっており，遺構の北東側から谷底へ向けて傾斜がき

つくなる。本遺構とほぼ同時期の遺構としては，西側10ｍの位置に貯蔵穴と考えられるＳＫ05が所

在する。本遺構は比較的遺存状況が良好であるが，遺構の北東側は斜面となっており，北東壁は土

壌ごと流失してしまっている。

　本遺構の検出面はＬⅣ上面である。ＬⅡｂ及びＬⅢ除去中に楕円形をした炭化物を含む暗褐色土

の広がりを確認し，これを遺構のプランとして認識した。土層観察用ベルトは，当初遺構検出プラ

ンの中央に十字に設定して掘り下げを実施したが，本住居跡が床面の敷石及び複式炉をもつことが

判明したことから，住居内堆積土の記録後，複式炉の長軸にあわせて半時計回りに７°ずらして設

定し直し，炉・敷石断面の記録を行った。図８のＡＡ′・ＢＢ′土層断面は再設定後の敷石・炉断面

に再設定前の土層断面を合成したものである。

　土層観察の結果，住居・炉跡内の堆積土は７層，敷石掘形の堆積土は４層に分けられた。ℓ１・

２は遺構西側で検出されたＬⅣ塊・ＬⅣ粒を包含する堆積土で，堆積状況からＬⅢと周壁の一部が

斜面上部から遺構内に流入し自然堆積したものと判断した。ℓ３は遺構中央の上部に広範に検出さ

れた堆積土で，レンズ状堆積を見せることから，ℓ１・２同様流入土の自然堆積と考えられる。

ℓ４・５は黒褐色を基調とする堆積土で，ℓ５は焼土を包含する。両土層はℓ３の直下で検出され，

多量の炭化物を含むことから，焼け落ちた木材が土壌化したものと考えられる。ℓ６は北西壁際及

び複式炉石組部の底面に堆積する黒色土で，炭化物をほとんど含まず住居焼失前の堆積土と考えら

れる。ℓ７は炉埋設土器内の堆積土で，上位のℓ５と区別できることから，ℓ６同様住居焼失前の
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Ｐ4 Ｐ7
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Ｇ Ｇ́36.00ｍ

Ｄ Ｄ́
36.20ｍ

Ｊ
Ｊ́

36
.0
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36
.0
0ｍ Ｐ
8 1

Ｐ
9 1

Ｐ
10 1
2

Ｐ
11

Ｐ
13

Ｐ
12

1

1
1

　Ｐ 1 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量，
　　　　　　　　　　　　 炭化物少量）
　Ｐ 2 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/1（ＬⅣ粒・礫少量）
　Ｐ 3 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/1（ＬⅣ粒多量，ＬⅣ塊・
　　　　　　　　　　　　 炭化物粒少量）
　Ｐ 4 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/1（炭化物・礫少量）
　Ｐ 5 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物・礫少量）
　Ｐ 6 堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/1（小礫多量，炭化物少量）
　Ｐ 7 堆積土
１　明黄褐色土　10ＹＲ6/3（炭化物少量）
　Ｐ 8 堆積土
１　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/3（礫少量）
　Ｐ 9 ･Ｐ12・Ｐ13堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（礫少量）
　Ｐ10堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ2/2（炭化物少量）
２　黒褐色土　10ＹＲ2/2（礫少量）
　Ｐ11堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（礫少量）

　 2 号住居跡堆積土
１　暗褐色土　　10ＹＲ3/3（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量，炭化物微量）
２　黒褐色土　　2.5ＹＲ3/2（ＬⅣ粒多量，ＬⅣ塊少量，炭化物粒微量）
３　灰黄褐色土　10ＹＲ4/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒・炭化物多量）
４　黒褐色土　　2.5Ｙ3/2（炭化物多量，ＬⅣ粒少量）
５　黒褐色土　　10ＹＲ2/2（炭化物多量，焼土塊少量，ＬⅣ粒微量）

６　黒色土　　2.5Ｙ2/1（ＬⅣ粒少量）
７　黒褐色土　2.5Ｙ3/1（炭化物多量，ＬⅣ粒少量）
８　黒褐色土　10ＹＲ3/1（炭化物粒少量）
９　黒褐色土　10ＹＲ3/1（炭化物・砂塊少量）
10　黒褐色土　10ＹＲ3/2（ＬⅣ塊・礫少量）
11　褐灰色土　10ＹＲ4/1（礫少量）

図 8 　２号住居跡
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堆積土と考えられる。ℓ８～11は掘形の埋土である。それぞれ，ℓ８は敷石，ℓ９・10は複式炉石

組部，ℓ11は複式炉埋設土器の掘形内に堆積する。

　本遺構の平面形は，遺存する周壁や敷石の位置関係から推定して，各辺の膨らむ円形に近い隅丸

方形であると考えられる。住居跡の主軸方位は複式炉長軸とその北西に位置する丸石を結んだ線を

基準とするとＮ48°Ｗを示す。遺構の規模は両壁の遺存する北西－南東方向が上端最大値で3.48ｍ，

北東壁が失われている南西－北東方向が遺存値で2.82ｍを測る。南西－北東方向長さに関しては敷

石南西端と南西壁間の位置関係から，敷石が住居内の中央に敷設されていたとすれば，敷石の中央

から反転して3.5ｍ程になり，北西－南東方向とほぼ同じ値となる。周壁は遺存する北西・南西・南

東壁で遺構検出面から15～22㎝の深さがあり，各壁面は55～70°の角度で立ち上がり，南西壁では

上部に崩れが認められる。床面は平坦で，ＬⅣを掘り込んで造られており，北東側は一部ＬⅤｂが

露出する。

　本遺構の屋内施設としては複式炉・敷石・小穴（Ｐ１～７）を検出した。

　複式炉は土器埋設部・石組部の二部から成る。北西壁から1.7ｍ，南西壁から1.4ｍ，南東壁から1.3

ｍの敷石範囲のほぼ中央に土器埋設部が位置し，その南東側に接して石組部が設けられる。形状は，

ほぼ円形の土器埋設部と石組部が，石組部奥壁にあたる断面三角形で，長さ40㎝，幅30㎝，高さ28

㎝の大型の角礫を共有して「８」の字状に配される。炉の規模は，全長116㎝，石組部奥壁の頂点

を境に，土器埋設部が北西－南東方向に46㎝，南西－北東方向に50㎝を測り，石組部は北西－南東

方向に70㎝，南西－北東方向に76㎝を測る。土器埋設部は，埋設土器の周囲に，長さ15～20㎝程の

板状礫５個を石組部奥壁から孤状に配置して縁石と成し，埋設土器と縁石との隙間に長さ５～８㎝

大の小礫を充填して作られている。縁石となる板状礫は，側面を上に向け立てた状態で設置されて

おり，周囲の敷石上面から４㎝程突起する。埋設土器は口縁部を欠く深鉢で，設置された上端部の

高さは敷石上面と一致する。埋設土器の掘形は直径25㎝，深さ25㎝程の円筒形で，底部付近以外は

ほぼ埋設土器と同規模である。石組部は長さ20～40㎝程の角礫６個を円形に配置して縁石とし，底

面に長さ10～20㎝程の７個の円礫と10㎝以下の６個の小礫を敷き詰めて作られている。縁石は炉の

内側が緩傾斜，外側が急傾斜になるように設置され，敷石上面から最大14㎝突起する。底面はほぼ

平坦で，敷石上面から10㎝程低い位置に作られ，縁石上端からは10～20㎝の比高差がある。石組部

の構築礫は顕著に被熱して脆弱化していた。

　敷石は遺構床面の，北西－南東方向に2.7ｍ，南西－北東方向に1.9ｍ程の概ね長方形の範囲に敷設

されている。その総数は現況で218個を数え，基本となる長さ20～30㎝程の角礫・板状礫と，大礫

間の隙間に詰められた長さ５～10㎝程の打ち割った小礫で構成される。敷石の設置状況は堅牢で，

浅く掘り窪めた掘り方に，基本的には平坦な面を上にした礫を敷詰め，上から圧力をかけて沈めた

ようであり，部分的に礫の横ずれを防ぐためか，楔のように縦に打ち込まれた礫も認められた。敷

石の敷設順序は複式炉を中心に周囲から長軸方向を同心円状に設置し，さらに長軸を北西方向に揃

えて，土器埋設部の北西側に拡張している。敷石の北西辺北側には長さ30㎝，幅40㎝程の張出部が
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底径：　9.0 ㎝
器高：［27.8］㎝

 1 （a11 ）

 5 （a 3 ）

底径：（7.2）㎝
器高：［2.4］㎝
 4 （a 1 ）

器高：［18.5］㎝ 3 （a 3 ）

 6 （床面）

器高：［23.5］㎝ 2 （a 3 ）

長：3.5㎝
幅：1.4㎝
厚：0.4㎝
重：1.5ｇ
石質：珪質頁岩

図 9 　２号住居跡遺物出土状況，出土遺物
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有り，張出しのすぐ南西側で，複式炉の主軸延長線上に，直径20㎝，厚さ16㎝程の饅頭形をした丸

石が置かれている。なお，敷石・複式炉等の礫は，周辺地域で入手可能な輝石安山岩、石英閃緑岩、

花崗閃緑岩、細粒花崗岩、砂岩を使用しており，表面が被熱していた。

　小穴はＰ１～７の７基を検出した。Ｐ１は遺構西隅の壁際に位置する浅めの窪みで柱穴とは言い

がたく性格不明である。Ｐ２は敷石北東縁の中央，Ｐ３は敷石南西縁の中央やや南側に位置する直

径10～18㎝程の小穴で，複式炉石組部奥壁を挟んで対峙することから，位置関係は柱穴に適するが，

規模が小さく断定できない。Ｐ５は敷石北隅に位置する直径24㎝程の小穴で，南側５分の１程が敷

石の下に隠れており，敷石の抜取跡の可能性がある。Ｐ４・６・７は敷石北東隅の住居跡南東壁際

に位置する小穴である。Ｐ４は直径30㎝程の規模で，ピットの部分だけ敷石が敷設されていない。

Ｐ６・７は重複するもので，Ｐ６が新しくＰ７が古い。これらのピットの性格は不明である。

　本遺構では，遺構の掘り込みの北東側に遺構主軸に平行して並ぶピット群を検出した。敷石北東

端から北東へ60㎝の位置に南からＰ８～11の４基が一直線に並び，Ｐ９・10のさらに北東50㎝にＰ

12・13が並ぶ。ピットはＬⅤａ・ｂを掘り込んで構築されており，直径は26～30㎝程で，Ｐ９・12・

13は堆積土がほぼ同一である。住居跡との関係は不明である。

　遺　　　物（図９，写真15）

　本遺構からは，埋設土器を含む縄文土器片188点，石器１点が出土し，この内６点を図示した。

遺物はその多くが遺構焼失時の所産と考えられるℓ４・５から出土しており，特に図示した２・３

は上層のℓ３との境目辺りで検出した。

　１は複式炉土器埋設部から出土した埋設土器で，口縁部を欠いた深鉢である。小さめの底部から

弱く内湾しつつ開く器形をしており，外面全体に縦位の複節縄文（ＬＲＬ）を施している。上部の

割れ口付近に一箇所だけ幅６㎜程の孤状の沈線が認められるが，全体の文様構成は不明である。縄

文原体が一致することから，口縁部である５と同一個体の可能性がある。２は複式炉の北西側と南

西壁近くの２箇所から纏まって出土し，接合した深鉢の胴部片である。胴上部に最大径を持ち，文

様は地文のみで，縦位の無節（Ｌ）縄文を外面全体に施している。３は住居跡南隅の壁際に張り付

くように出土した深鉢の胴部片で，直線的に開く器形である。地文は縦位の単節縄文（ＬＲ）で，

破片上部に幅２㎜程の沈線で平行する孤状の区画線を描き，区画線内の地文を磨り消して，端部が

重なり合う孤状のモチーフを表現している。４は小型土器の底部で，器壁がとても薄く，全面にナ

デが施されている。ℓ１から出土しており，本遺構に伴わない可能性もある。５は口縁部片である。

外反して開く器形で，端部は丸頭状を呈する。地文は縦位の複節縄文（ＬＲＬ）を施し，地文を幅

５㎜程の沈線で四角く区画し，区画外を磨り消して文様を構成している。縄文原体が一致すること

から，１と同一個体の可能性がある。６は敷石上で検出した珪質頁岩製の凹基無茎鏃である。側辺

が直線的で，長さが幅の2.4倍程ある二等辺三角形を呈する。薄めの剥片を素材とし，両面が丁寧な

調整により整形されるが，背面中央に一部主要剥離面が残される。素材剥片の腹面側を加工した後、

背面側を整形する。最後に凹基となる基部を作出する。被熱しており、火ハネが認められる。
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　ま　と　め

　２号住居跡は複式炉と敷石をもつ特殊な住居跡である。図示していないが，興味深い遺物が出土

している。それは複式炉と丸石の間で検出した四角柱状の石である。長さ48㎝，幅15㎝，厚さ９㎝

程の輝石安山岩で，基部と考えられる一端を炉の主軸線延長線上に置き，Ｎ20°Ｅを指して横倒し

の状態で出土した。その一端には凹凸が有り，そのままでは敷石上に自立させることは困難と思わ

れるが，その一端から複式炉側へ10㎝程の位置に石を敷設していない部分があり，その部分に突起

部をあわせて柱状の石を起こすと，安定した状態で自立する（写真８ｄ）。柱状の石が樹立してい

たか否かは断定できないが，敷石住居跡や配石遺構で棒状の石が出土する類例が複数有り，石棒祭

祀につながっていくことが指摘されていることから，本遺構の例も同様の祭祀に関連するものと言

えよう。なお，本遺構の所属時期は埋設土器の年代観から，縄文時代中期末葉の大木10式期である。

（笠　井）

第２節　土　　　坑
　

　熊平Ｂ遺跡では，５基の土坑を検出した。これらの土坑はその形状から，木炭焼成土坑（ＳＫ

01）・落し穴（ＳＫ02～04）・貯蔵穴（ＳＫ05）の３種類に区分できる。木炭焼成土坑は周壁が被熱

して赤色硬化し，底面に炭化物層が堆積するもの，落し穴は平面長方形で１ｍ前後の深さがあり，

周壁が直立するもの，貯蔵穴は平面円形で，底面近くがフラスコ状に広がるものである。これら３

種の土坑はそれぞれ異なる性格の異なる時期の所産であると考えられるが，本遺跡は遺構数が少な

いことから一括して報告することとする。

１号土坑　ＳＫ01（図10，写真９a・９b）

　本遺構は調査区南西部のＦ16グリッドに位置する。遺構は段丘頂部の平坦面に立地し，北８ｍの

位置にほぼ同時期の所産と考えられるＳＩ01が所在する。遺構検出面はＬⅡａ上面で，表土除去時

に炭化物と共に周壁の酸化部が隅丸長方形に露出したことから木炭焼成土坑として認識し，長軸方

向に半截して堆積土を記録した。

　遺構内の堆積土は４層に分かれた。ℓ１はレンズ状に堆積する褐色土で，周囲から流入した自然

堆積土と判断した。ℓ２・３は壁際から遺構中央に向かって堆積する土層で，焼土塊や地山塊を多

く含むことから周壁の崩落土と判断した。ℓ４は木炭及び粉末状の炭化物を多量に含む木炭層で

20㎝程の層厚を有する。遺構内に残る木炭は長さ５～10㎝程で，大きなものは遺構の長軸方向に繊

維方向を揃えて出土する傾向が認められた。

　遺構の平面形は短辺が膨らむ隅丸長方形で，遺構の方位はＮ67°Ｅを示す。規模は上端で長軸

100㎝，短軸71㎝，遺構検出面からの深さは，最深部である遺構中央付近で36㎝を測る。底面は一辺

50㎝強の隅丸方形で，ＬⅣを掘り込んで作られ，ほぼ平坦であるが遺構の北東に寄っている。周壁
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   1 号土坑堆積土
１  褐色土　10ＹＲ4/6
  　（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量，
　  炭化物少量，焼土粒微量）
２  褐色土　7.5ＹＲ4/3
  　（ＬⅣ粒・焼土塊多量）
３  灰黄褐色土　10ＹＲ4/2
  　（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒・炭化物粒多量）
４  黒色土　10ＹＲ2/1
  　（ＬⅣ塊少量。木炭層）

　 2 号土坑堆積土
１　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/4（ＬⅣ粒多量，炭化物粒微量）
２　黒褐色土　　　　10ＹＲ2/3（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
３　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/3（ＬⅣ粒微量）
４　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/4（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
５　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/4（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
６　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/3（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒微量）
７　灰黄褐色土　　　10ＹＲ4/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
８　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量，炭化物粒微量）
９　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量，炭化物粒微量）
10　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量，炭化物粒微量）
11　灰黄褐色土　　　10ＹＲ4/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
12　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒・白色土塊
　　　　　　　　　　　　　　　・白色土粒多量）
13　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量，炭化物粒微量）

 　3 号土坑堆積土
１　黄褐色土　　　　10ＹＲ5/6（ＬⅣ粒多量，白色土粒少量，炭化物微量。砂質）
２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（ＬⅣ塊少量）
３　褐色土　　　　　10ＹＲ4/4（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
４　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒少量）
５　黄褐色土　　　　10ＹＲ5/6（ＬⅣ塊・白色土粒多量）

　 4 号土坑堆積土
１　黒褐色土　　10ＹＲ3/1（ＬⅣ粒少量）
２　黒色土　　　10ＹＲ2/1（ＬⅣ粒少量）
３　黒褐色土　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒少量）
４　灰黄褐色土　10ＹＲ4/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
５　黒褐色土　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒少量）
６　黒色土　　　10ＹＲ2/1（ＬⅣ粒少量）
７　灰黄褐色土　10ＹＲ4/2（ＬⅣ粒・礫多量）

図10　１～５号土坑，出土遺物
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は北東・南東・北西の３方が60～70°の急角度で直線的に立ち上がるのに対し，南西側は底面から

40～45°の緩い角度で立ち上がり，全体の３分の２程度の位置で60°程度の急角度に変換して立ち上

がる。酸化面は周壁の急角度の部分で認められ，厚さ２～３㎝ほどである。一部南西辺で途切れる

部分が認められる。

　本遺構から出土した遺物は土師器片が３点である。このうち所属時期の明確な１点を図示した。

図10－１は土師器杯の口縁部片である。ロクロ整形されており，内面にはヘラミガキと黒色処理が

認められる。

　本遺構は周壁に酸化面が認められ，底面に厚く木炭層が認められることから，木炭焼成土坑と考

えられる。遺構の所属時期は出土遺物の年代観から，９世紀代の所産と考えられる。ほぼ同時期の

遺物が出土し，鉄滓・羽口等の生産関連遺物が出土したＳＩ01が比較的近い位置に存在することか

ら，生産活動の燃料として本遺構で生産された木炭が使用された可能性も考えられる。

２号土坑　ＳＫ02（図10，写真９c）

　本遺構は調査区中央やや北寄りのＧ・Ｈ８グリッドに位置する。遺構は北東方向に下る斜面中位

に立地し，南27ｍと南東35ｍの位置に同様の遺構と考えられるＳＫ03・04が所在する。遺構検出面

はＬⅣ上面で，ＬⅢ除去後，長方形の暗褐色土の広がりとして認識し，短軸方向に半截して堆積土

を記録した。

　遺構内の堆積土は13層に分かれた。周囲からの流入土と考えられる黒褐色や暗褐色をした土

（ℓ１～６・８～10・13）と，周壁の崩落土と考えられる黄褐色を基調とした土（ℓ７・11・12）が，

遺構の中心に向かって細かく堆積しており，遺構の埋没が徐々に進行した様子が伺える。

　遺構の平面形は長方形で，遺構の方位はＮ78°Ｅを示す。規模は上端で長軸163㎝，短軸99㎝，遺

構検出面からの深さは，最深部の遺構南西隅で120㎝を測る。底面は礫層であるＬⅤｂにまで達し

ており，概ね平坦であるが部分的に直径20～30㎝大の段丘礫が露出している。周壁は80～90°の急

角度で立ち上がる。本遺構からは遺物が出土しなかった。

　本遺構は平面形が細長い長方形を呈し，ほぼ垂直に近い角度で地面から１ｍ以上掘り込まれてい

ることから，落し穴と考えられる。落し穴の底面に認められることの多い，杭を設置した小穴は本

遺構では認められなかった。遺構の所属時期は遺物が出土していないことから断定できないが，同

様の遺構であるＳＫ03から縄文時代の所産と考えられる石器が出土しており，この類の土坑が複数

を１セットとして構築される例が多く見られることを考え合わせて，本遺構もＳＫ03とほぼ同時期

の遺構と考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
３号土坑　ＳＫ03（図10・11，写真９d・15）

　本遺構は調査区南側のＧ・Ｈ15グリッドに位置する。遺構は段丘頂部平坦面に立地し，北27ｍと

東21ｍの位置に同様の遺構と考えられるＳＫ02・04が所在する。本遺構は試掘調査時に円形の土坑
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として一部がＬⅣ上面で確認されていたものであるが，全体的にＬⅡａを除去した後，改めて楕円

形のくすんだ黄褐色土の広がりとして認識し，短軸方向に半截して堆積土を記録した。

　遺構内の堆積土は５層に分かれた。黄褐色・褐色を基調にした土層で，遺構の中心に向かって流

入した状況が認められる。他の落し穴と比較して層厚が比較的厚いことから，埋没期間が他の２基

の落し穴より短い可能性がある。

　遺構の平面形は北辺が張る隅丸長方形で，遺構の方位はＮ68°Ｗを示す。規模は上端で長軸152㎝，

短軸91㎝，遺構検出面からの深さは，最深部の遺構中央付近で127㎝を測る。底面は礫層である

ＬⅤｂにまで達しており，概ね平坦である。周壁は80～90°の急角度で立ち上がっており，地面か

ら30㎝程の位置から70～80°程の角度で開口する。

　本遺構からは石器１点が出土した。図示した石器は輝石安山岩製のラウンドスクレイパーである。

厚手の剥片を素材に背面の全周を加工しており，やや粗い剥離により、縁辺を鋸歯状に整形してい

る。背面の一部には自然面が残る。被熱しており、一部が赤色化する。

　本遺構は平面形が細長い隅丸長方形を呈し，ほぼ垂直に近い角度で地面から１ｍ以上掘り込まれ

ていることから，落し穴と考えられる。落し穴の底面に認められることの多い杭を設置した小穴は

本遺構では認められなかった。遺構の所属時期は中層から出土したラウンドスクレイパーの年代観

から縄文時代でも古い時期の所産と考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４号土坑　ＳＫ04（図10，写真10a）

　本遺構は調査区南側のＭ15・16グリッドに位置する。遺構は東方向に下る斜面中位に立地し，北

西35ｍ，西21ｍの位置に同様の遺構と考えられるＳＫ02・03が所在する。本遺構はＳＸ01と重複し，

これに壊されている。遺構検出面はＬⅣ上面で，ＳＸ01の掘り下げ中に長方形の暗褐色土の広がり

として認識し，ＳＸ01の調査終了後，短軸方向に半截して堆積土を記録した。

　遺構内の堆積土は７層に分かれた。周囲からＬⅢに起因すると考えられる黒褐色や暗褐色をした

流入土（ℓ１～３・５・６）と，周壁の崩落土と考えられる黄褐色を基調とした土（ℓ４・７）が，

遺構の中心に向かって細かく堆積しており，遺構の埋没が徐々に進行した様子が伺える。

図11　３号土坑出土遺物
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　遺構の平面形は南西側がやや崩れた長方形で，遺構の方位はＮ24°Ｅを示す。規模は上端で長軸

183㎝，短軸91㎝，遺構検出面からの深さは，最深部の南東壁際で95㎝を測る。底面は礫層である

ＬⅤｂにまで達しており，概ね平坦であるが部分的に直径10～20㎝大の段丘礫が露出している。周

壁は80～90°の急角度で立ち上がっており，南西壁と北西壁の一部に崩落跡が認められた。本遺構

からは遺物が出土しなかった。

　本遺構は平面形が細長い長方形を呈し，ほぼ垂直に近い角度で地面から１ｍ近く掘り込まれてい

ることから，落し穴と考えられる。落し穴底面に認められることの多い，杭を設置した小穴は本遺

構では認められなかった。遺構の所属時期は遺物が出土していないことから断定できないが，９世

紀の所産であるＳＸ01に壊されていることから，平安時代以前に作られていたことは確実である。

同様の遺構であるＳＫ03から縄文時代の所産と考えられる石器が出土しており，この類の土坑が複

数を１セットとして構築される例が多く見られることを考え合わせて，本遺構もＳＫ03とほぼ同時

期の遺構と考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
５号土坑　ＳＫ05（図10，写真10b）

　本遺構は調査区北側のＧ３グリッドに位置する。遺構は北東方向へ下る緩斜面中段にあるテラス

状の平坦面に立地し，東10ｍの位置にほぼ同時期の所産と考えられるＳＩ02が所在する。本遺構は

上部が樹木の抜痕により破壊されており，遺物採集を目的にこの抜痕内の堆積土を除去する際に，

部分的に深く掘れ，底面が平坦でフラスコ状に広がることを確認し，貯蔵穴であることを認識した。

　遺構検出段階で，覆土の大半を取り去ってしまっていたため，遺構内堆積土の状況は不明である。

周壁近くに遺存する堆積土は黒褐色（10YR3/1）の粘質土で，しまりがあまり無く，直径１～２㎝程

のＬⅣ塊とＬⅣ粒を少量含んでいた。

　遺構の平面形は六角形に近い不正円形で，断面形は開口部より底面の面積が広いフラスコ状をし

ている。規模は上端で東西88㎝，南北85㎝，下端で東西100㎝，南北104㎝を測る。遺構の掘り込み

は検出面から測ると，最深部の中央付近で45㎝であるが，抜痕の深さを含むＬⅣ上面から測ると70

㎝程である。底面は礫層であるＬⅤｂにまで達しており，概ね平坦である。周壁は底面から30㎝程

の位置まで60～70°の角度で内傾して立ち上がり，開口部付近ではほぼ垂直になる。

　本遺構からは縄文土器片が１点出土しているが，器面に地文・文様が認められないことから図示

しなかった。内外面ともにナデを施しており，にぶい赤褐色をした表面は風化して細かくひび割れ

ている。胎土に砂粒を多く含み，ＳＩ02出土資料と近い特徴をもつことから，縄文時代中期の所産

と判断した。

　本遺構は平面円形で，断面フラスコ状をした貯蔵穴で，縄文時代中期に多く見られるものである。

本遺構が立地する段丘斜面中段の平坦面には，近接して当該期の所産と考えられるＳＩ02が所在す

ることから，両遺構は同時に機能していた可能性も考えられる。本遺構の所属時期は出土した土器

片の年代観から縄文時代中期末葉頃であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（笠　井）
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1 号溝跡

  １号溝跡堆積土
１　黒褐色土　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒少量）
２　灰黄褐色土　10ＹＲ4/2（ＬⅣ粒・小礫少量）
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図12　１号溝跡

第３節　溝　　　跡
　
１号溝跡　ＳＤ01（図12，写真10c ・10d）

　本遺構は調査区北部のＨ１～３，Ｉ３・４グリッ

ドにわたって位置する溝跡である。遺構は北東方

向へ下る緩斜面中段にあるテラス状の平坦面に等

高線を斜めに断ち切るように南北に延びている。

重複する遺構は無いが，すぐ東側２ｍの位置にＳ

Ｉ02が所在する。遺構検出面はＬⅡｂ上面で，表

土除去中に認識でき，３箇所に土層観察用ベルト

を設定して掘り下げた。

　遺構内堆積土は２層に分かれた。ℓ１は遺構南

側を中心に堆積する黒褐色土で，ℓ２は遺構北側

を中心に堆積する灰黄褐色の砂質土である。両層

の新旧関係はℓ１が新しく，ℓ２が古い。ともに

流入土の自然堆積と判断した。本遺構の堆積土は

しまりがなく，草木根が多く混入していることか

ら古い時期の堆積物ではなさそうである。

　遺構の平面形は下方の長い「く」の字形をして

おり，両端は次第に浅くなって途切れている。ま

た，南側に1.5ｍ程の撹乱が入り壊されている部分

がある。断面形は概ね逆台形である。条の方向及

び規模は，「く」の字の「／」部分がＮ40°Ｅで長

さ1.2ｍ，最大幅40㎝，検出面からの深さは最深11

㎝であり，「＼」部分がＮ13°Ｗで長さ12.1ｍ，最

大幅45㎝，検出面からの深さは最深16㎝を測る。

よって本溝跡の全長はおよそ13.3ｍである。底面

は概ね平坦である。底面の標高は南側が高く，45

㎝程の比高差をもって北側へ低くなっている。本

遺構から遺物は出土していない。

　本遺構は堆積土の状況から平安時代以降の新し

い時期の所産と考えられる。流水の痕跡が無く，

性格不明である。地境溝であろうか。　　（笠　井）
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第４節　特　殊　遺　構
　

　熊平Ｂ遺跡では，南部の調査区境で多量の焼土を伴う掘り込みを発見し，調査区を一部南側へ拡

張してこの掘り込みを精査した。掘り込みからは羽口を装着した炉壁片や土師器等の遺物が多数出

土し，精錬等の鉄生産に関連する遺構であったと考えられるが，破壊が顕著で操業時の状態を復元

できず，遺構の性格を断定できないことから，特殊遺構としてここに報告する。

１号特殊遺構　ＳＸ01（図13，写真11・12）

　本遺構は調査区南部中央付近のＬ・Ｍ－15・16グリッドに位置する。この場所は段丘頂部から東

側の浅い谷部へ下る東向き斜面の中段にあたり，調査区の南端でもある。遺構に接して南側は果樹

園造成時の開削及び盛土が成されており，かろうじて遺構が残された感がある。本遺構の北西側約

23ｍにほぼ同時期の所産と考えられるＳＩ01が所在し，縄文時代の所産と考えられるＳＫ04と重複

する。本遺構は調査区を南側へ800㎡拡張した際に調査区境の断面に焼土を確認し，遺構と認識し

たもので，遺構の周囲のみ２ｍ程南側へ調査区を拡張して掘り下げを実施した。遺構検出面はＬⅢ

上面で焼土の広がりが認められたが，北半部に関しては遺構確認時点で既にＬⅣ上面まで掘り下げ

てしまっていたことから，状況が不明である。

　遺構内堆積土は11層に分けられた。ℓ１・２は遺構上層に堆積する流入土で自然堆積したもので

あろう。ℓ３は焼土塊・焼土粒で構成される土層で，炉底付近が破壊されたものと考えられる。ℓ

４～９は色調こそ異なるが，ＬⅣ塊・ＬⅣ粒・焼土塊・焼土粒の他，土師器・炉壁等の遺物を包含

しており，堆積状況も複雑であることから，炉破壊時に撹乱された炉周囲の土と判断した。ℓ10は

遺構西側から遺構内に流入している暗褐色の堆積土で，炉破壊時には既に堆積していたものであ

り，Ｐ２・３内に充填されていることから，人為的な埋土と考えられる。ℓ11はＬⅣ塊から成るし

まりのある黄褐色土で，遺構中央の浅い掘り込みとＰ１の西側半分を埋めていた。

　本遺構は作業場と考えられる浅い掘り込み，５基の小穴，Ｐ１から北側に延びる溝から構成され

ている。

　作業場と考えられる浅い掘り込みは，北側を削平してしまったため，断定はできないが，円形に

近い隅丸方形を呈し，東側に隅丸長方形の張り出し部をもつ形状であったと考えられる。各辺の方

位はほぼ東西南北に揃っており，掘り込みの規模は東西2.20ｍ，南北遺存値1.57ｍを測り，これに東

西0.76ｍ，南北遺存値1.15ｍの張り出し部が付属する。掘り込みは中央と周辺の２段になっており，

下段にあたる中央の掘り込みは，東西方向に直角を挟む長辺を持ち，南北に短辺を持つ直角三角形

に近い隅丸三角形をしている。下段の規模は東西1.75ｍ，南北遺存値1.20ｍ，上段底面からの深さ7.9

～16.4㎝，遺構検出面から最深部までの深さ約50㎝を測る。下段底面は，浅い擂鉢状に窪んでおり，

北東隅に直径40㎝，深さ18㎝程のピット状の落ち込みがある。下段の周壁は北西側が25°程の緩傾斜，
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　1号特殊遺構堆積土
１　黒暗褐色土　10ＹＲ2/2（ＬⅣ粒少量，焼土粒・炭化物微量）
２　褐色土　　　10ＹＲ4/4（ＬⅣ塊少量）
３　明赤褐色土　5ＹＲ5/6（焼土塊・焼土粒多量，白色粘土粒少量）
４　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（ＬⅣ粒多量，焼土塊・焼土粒
　　　　　　　　　　　　　　　・粘土塊・炭化物粒少量）
５　黒褐色土　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量，焼土粒・炭化物粒微量）

６　褐色土　　10ＹＲ4/6（ＬⅣ粒多量，ＬⅣ塊・焼土塊・焼土粒少量）
７　にぶい赤褐色土　5ＹＲ4/4（ＬⅣ粒・焼土粒多量，焼土塊少量，
 　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量）
８　褐色土　　7.5ＹＲ4/4（ＬⅣ粒・焼土塊・焼土粒少量，炭化物微量）
９　褐色土　　10ＹＲ4/4（ＬⅣ粒・焼土粒・炭化物粒少量）
10　暗褐色土　10ＹＲ3/3（ＬⅣ粒多量，焼土粒・炭化物粒少量）
11　黄褐色土　10ＹＲ5/6（ＬⅣ塊多量，礫少量）

　Ｐ 4 堆積土
１　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒少量）
２　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/2（ＬⅣ粒・炭化物・炭化物粒少量）
３　明黄褐色土　　　10ＹＲ7/6（ＬⅣ粒多量）
４　灰黄褐色土　　　10ＹＲ4/2（ＬⅣ塊・ＬⅣ粒多量）
５　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4（ＬⅣ粒多量，炭化物微量）

図13　１号特殊遺構
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南側及び東側が45～70°の急傾斜で立ち上がる。上段は遺構検出面から20～40㎝程の深さで，下段

を取り巻くように位置する。上段の底面と周壁の境は明瞭ではなく緩やかに移行している。上段の

東側には先述したように張り出し部が付属する。張り出し部の底面は上段底面よりさらに７㎝程高

い位置にあり，ほぼ平坦で遺構検出面からの深さ20㎝を測り，その東壁は65°の急傾斜で立ち上がっ

ている。張り出し部の南側は下段南東隅から派生して左曲がりの孤状に延びる幅64～86㎝，長さ１

ｍ程の溝状の窪地となっている。この溝状の窪地は遺構検出面から23～30㎝の深さを測り，断面Ｕ

字形で中ほどに弱い段を持ち，段の西側が深く東側が浅い。

　小穴は５基検出した。Ｐ１は作業場と考えられる浅い掘り込み下段の北西に隣接して位置する。

平面形は一辺74～76㎝を測る隅丸方形で方位は真北から45°程傾いている。底面は平坦で，周壁は

東側が45～60°程の緩傾斜，西側が70～90°程の急傾斜となっており，西隅付近はオーバーハングし

ている。Ｐ１の北側には幅40～55㎝，長さ115㎝の溝が北方向へ延びている。溝の底面は平坦で，

周壁はほぼ垂直に立ち上がっており，遺構検出面であるＬⅣ上面からの深さは12～15㎝を測る。Ｐ

２・３は作業場と考えられる浅い掘り込み下段の南西角を挟むように位置する小穴で，北西側に

Ｐ２が，南東側にＰ３がある。Ｐ２は長軸長30㎝，深さ21㎝の不正円形の平面形をしており，底

面は平坦で周壁は南西側のみ傾斜が緩く，他はほぼ垂直に立ち上がる。Ｐ３は長軸長45㎝，短軸長

28㎝，深さ30㎝の不正楕円形の平面形をしており，南東方向へ15㎝程斜めに掘り込まれ，長軸の

断面形は三角形である。Ｐ２・３ともに遺構内堆積土ℓ10が堆積しており，炉操業時には既に埋め

られていた可能性が高い。Ｐ４は作業場と考えられる浅い掘り込みの西側約1.3ｍの斜面上位にあ

る小穴である。長軸長35㎝，短軸長27㎝，深さ31.5㎝の平面楕円形で，底面は中央が窪み，周壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。形状および位置関係，堆積土の状況から柱穴の可能性が考えられるが，周

囲から同様の小穴が検出されていないため，性格は不明である。Ｐ５はＰ４と作業場と考えられる

浅い掘り込みの中間にある長軸長97㎝，短軸長66㎝の平面楕円形のピットである。底面はほぼ平ら

で，周壁はほぼ垂直に立ち上がる。掘り込みは斜面上位に当たる西側が最も深く29㎝を測り，他は

10～15㎝を測る。Ｐ５内には遺構内堆積土ℓ４が堆積し，上部から土師器杯（図14－２）等が出土

した。

　遺　　　物（図14・15，写真15・16）

　本遺構からは土師器446点，須恵器１点，羽口１点，鉄製品１点，炉壁16点，鉄滓90.5ｇが出土し，

このうち土師器15点，須恵器１点，羽口１点，鉄製品１点，炉壁７点を図示した。

　図14－１～９は土師器杯である。概ね口径13.5～14㎝，底径5.5～6.5㎝，器高４～4.5㎝の大きさで，

底部から内湾気味に立ち上がる器形である。また，１～３・５は口唇端部が小さく外反する。整形

及び調整は，全ての資料がロクロ整形されており，４・６・７はロクロ目をナデ消し，再酸化して

黒色処理が消えている６を除いて，内面はヘラミガキ及び黒色処理が施されている。特に４のヘラ

ミガキは丁寧で，内面中央付近では放射状に施されている。体部下端から底部外面にかけては，回

転ヘラケズリによる器面調整を施す資料（１～３・５）と，無調整のもの（４・８）が認められる。
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0 5㎝
（2/5）

0 3㎝
（1/2）

0 5㎝
（1/3）

 1 （a11 ）
口径：13.9㎝
底径： 6.1㎝
器高： 4.3㎝

 4 （a 3 ,a 5 ）

 7 （a 9 ）

口径：13.6㎝
底径： 6.0㎝
器高： 4.1㎝

10（a10）

口径： 12.6 ㎝
器高：［3.9］㎝

底径： 6.3 ㎝
器高：［2.2］㎝

口径：（21.9）㎝
器高：［ 7.7］㎝

11（a 2 ）

13（a 2 ,a 3 ）

15（a 2 ,a 3 ）

18（a 8 ）

17（a 5 ）16（a10）

12（a 2 ,a 5 ）
器高：［18.8］㎝

底径： 8.0 ㎝
器高：［2.4］㎝

14（a 2 ）

口径：（15.3）㎝
器高：［ 6.2］㎝

口径： 10.4 ㎝
器高：［6.0］㎝

　　　　長：18.0㎝
吸気部内径： 3.5㎝
吸気部外径： 5.9㎝
先端部内径： 2.5㎝

　全長：［6.0］㎝
刀子長：［3.9］㎝
　　幅： 1.8 ㎝
刀子幅： 0.8 ㎝
刀子厚： 0.3 ㎝

 2 （a 2 ）
口径：13.9㎝
底径： 6.7㎝
器高： 4.3㎝

 5 （a 9 ）
口径：14.0㎝
底径： 4.5㎝
器高： 6.4㎝

 8 （a5 ）
底径：（6.4）㎝
器高：［2.9］㎝

 3 （a 8 ）
口径：14.0㎝
底径： 5.5㎝
器高： 4.5㎝

 6 （a 3 ）

 9 （a 2 ）

口径：13.4 ㎝
器高：［4.5］㎝

図14　１号特殊遺構出土遺物（１）
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４は底部外面を丁寧になでており，８は回転糸切痕を残す。本遺構出土の土師器杯の内５・９には

墨書が認められる。５の墨書は，口縁部外面から体部外面にかけて，縦書横向きで「八田」と書か

れている。９は破片資料であるため全体像が不明であるが，体部外面に「青」に似た文字が書かれ

ているようである。

　図14－10・12は土師器長胴甕である。口径27～30㎝程の資料で，10は口縁部から胴部，12は胴下

半部の破片資料である。口縁部が強く外反し，端部を上方へ摘み出した形状をしており，胴部は最

大径を中位に持つ器形であると思われる。器面の整形及び調整については，ロクロ整形の後，12で

は胴部下半に縦位のヘラケズリを施している。

　図14－11・13・14は小型甕である。11は口縁部から胴上半部，13・14は底部片である。11は胴が

張らず，内面に屈曲部をもって外反する口縁部を有する資料で，器面全体がなでられており，胴部

下位には縦位の手持ちヘラケズリが施される。13にも手持ちヘラケズリが認められ，胎土も類似す

ることから11と13は同一個体である可能性が高い。14はロクロ整形の資料で，内外面に顕著なロク

ロ目が残る。

　図14－15は筒型土器である。口径10.5㎝程の資料で，１号住居跡出土資料同様輪積み痕がうっす

らと残る程度にナデを施している。口唇部の形態は指で摘んだ外削ぎ状である。

　図14－16は須恵器広口瓶の肩部片である。外面はタタキ目をナデ消しており，薄く釉がかかって

いる。内面は下から上にハケメ状のナデが認められる。胎土には黒色と白色の粒子が含まれる。

　図14－18は羽口である。長さ18㎝，直径4.5㎝程の筒状で，吸気部が弱く開く。先端部は外削ぎ状

で，使用された形跡は無い。全体にヘラナデが施されている。

　図14－17は鉄製の刀子である。身の中程から茎までが遺存し，身の棟側に鞘と考えられる木質が

付着する。区は明瞭でなく，直線的な板状の形状をしており，断面は逆三角形状である。目釘穴は

認められない。

　図15はすべてスサ入り粘土で作られた炉壁の破片である。

　図15－１・２は羽口・羽口間の充填粘土塊・炉材粘土塊で構成される資料である。

　羽口は１に１点，２に２点装着されており，いずれも外径５㎝程度で，遺存状態の良い１の資料

では吸気部が弱く開く形状である。長さは先端部が侵食されてまちまちであるが，１では11㎝，２

では９㎝程が残り，吸気部付近まで溶着滓が付着する。羽口の装着角度は１の資料から15°を測る。

　羽口間の充填粘土塊は，１では炉外側から見て羽口の右側に遺存し，２では羽口間と左の羽口の

さらに左側に遺存する。最も遺存状況の良好な２の羽口間の資料を例にとると，幅2.5～3.5㎝，高さ

５㎝，厚さ６㎝程の大きさで，幅は羽口間の距離，高さは羽口外径，厚さは炉材粘土塊の厚さにそ

れぞれ一致する。形状は炉外側から見ると羽口の形状に合わせて分銅形をしており，粘土塊と羽口

の隙間から溶着滓が外面にまで流れ出している。

　炉材粘土塊は１では羽口の下，２では羽口の上に遺存する。１の資料は真上から見ると扇形に湾

曲している。炉外側から見ると右側に拉げた平行四辺形を呈し，幅10㎝，高さ5.5㎝，厚さ７㎝程の
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図15　１号特殊遺構出土遺物（２）
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粘土塊と，その下の幅８㎝，高さ３㎝，厚さ2.5～４㎝で炉底に接していたと考えられる薄い板状の

粘土塊から成る。２の資料は幅10㎝，高さ５㎝，厚さ３～４㎝程の直方体状の粘土塊で，横に２つ

並んでいるが，炉外側から見て左側の粘土塊は半分以上欠損している。

　図15－３～７は炉材粘土塊である。この内４・６は上から見ると湾曲している資料である。幅６

～９㎝，高さ７～８㎝，厚さ４～５㎝程の直方体状の粘土塊で構成される。４ではこれが横方向に

４個並び，上下に２段分，内外二重となる。全体の規模は幅29㎝，高さ12.5㎝，厚さ７㎝を測る。

６は先端が薄くなっていることから，炉体上部と考えられる資料で，横方向に３・４個の粘土塊が

上下２段配される。全体の規模は，幅26㎝，高さ14㎝，厚さ２～５㎝を測る。３・５・７は直線的

な資料である。幅15～17㎝，高さ６～７㎝，厚さ４～５㎝程の直方体状の粘土塊を一つの単位とし

ており，どの資料も内外二重になっている。３は炉内側に２個，炉外側に１個の単位となる粘土塊

からなり，全体の規模は，幅22㎝，高さ６㎝，厚さ６～８㎝を測る。５は内外１個ずつの粘土塊で

構成され，全体の規模は幅17㎝，高さ７㎝，厚さ6.5～8.5㎝を測る。７は内外１個ずつの粘土塊が横

方向に２個並ぶ。全体の規模は，幅31㎝，高さ6.5㎝，厚さ８㎝を測る。

　炉材粘土塊の炉内側はどの資料も高熱で溶解侵食されて空洞が随所に認められ，厚さは本来の厚

さより２～５割程減っているようである。また炉材粘土は炉内側が還元して灰色になり，炉外側が

酸化して橙色に変化している資料が多い。上部から見て湾曲している資料は炉の短辺を構成し，直

線的なものは炉の長辺を構成したものと考えられる。

　本遺構では堆積土の一部を採取し水洗浄したところ，少量ながら小鉄滓を検出することができた。

小鉄滓は肉眼観察により，直径0.2～0.9㎝程で赤褐色の錆が生じた塊状のもの（以下「小塊状」），直

径１～２㎝程で錆ぶくれて空隙の生じた塊状のもの（以下「塊状」），長さ0.2～0.5㎝程で塊状の破片

と考えられる赤褐色の錆が生じた湾曲のある板状のもの（以下「板状」），0.5～１㎝角の破砕片で気

孔が多く，磁性の強いもの（以下「破砕片」），長さ１～２㎝程の表面が滑らかな流出滓に似た暗紫

色のもの（以下「滑片」），長さ１㎝程で溶着滓と見られるガラス質のもの（「ガラス状」）の６種類

に分けられる。主体となるのは直径0.5㎝以下の小塊状で，その他は各層に概ね10点程含まれる程度

である。これらの小鉄滓は遺構内のすべての堆積土を採取洗浄したわけではないため，正確な数値

ではないが，層位ごとに含まれる小鉄滓の内容に若干の相違が認められることから，以下層位ごと

に小鉄滓の検出状況を列挙する。

　ℓ１：重量6.7ｇ，総数51点。小塊状を多量，塊状・板状を微量検出。

　ℓ２：重量15.3ｇ，総数165点。小塊状を多量，破砕片を少量，塊状・板状を微量検出。

　ℓ３：重量8.7ｇ，総数67点。小塊状・破砕片を多量，滑片微量検出。

　ℓ４：重量2.9ｇ，総数40点。小塊状・板状を多量。破砕片微量検出。

　ℓ５：重量0.3ｇ，総数７点。小塊状のみ検出。

　ℓ６：重量2.2ｇ，総数43点。板状多量，破砕片微量検出。

　ℓ７：重量3.0ｇ，総数32点。小塊状多量，破砕片微量検出。
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　ℓ８：重量10.2ｇ，総数17点。破砕片多量，滑片微量検出。

　ℓ９：重量1.9ｇ，総数94点。小塊状のみ検出。

　ℓ10：重量11ｇ，総数169点。小塊状多量，塊状少量，破砕片微量検出。

　ℓ11：重量1.5ｇ，総数３点。小塊状，破砕片，ガラス状各１点検出。

　ま　と　め

　本遺構は，緩斜面に構築された作業場と考えられる浅い掘り込みとピットからなる遺構である。

多量の焼土とともに多数の炉壁片が出土し，少量ではあるが鉄滓も出土していることから，鉄生産

に関わる施設であることは確実である。

　本遺構は操業終了後著しく破壊されており，操業時の姿を復元することは困難であるが，炉壁片

の形状から炉本体は，長軸長70㎝程，短軸長50㎝程で長辺が直線的な楕円形の平面形を呈し，羽口

の装着位置から，湾曲する短辺の一端に送風装置が取り付くようである。炉壁の高さは炉底付近の

破片と考えられる図15－１と炉壁上端部である同図６を組み合わせて復元すると炉材粘土塊３つ分

と羽口外径の和から30㎝弱になると考えられる。

　炉体の構築位置は，炉壁の出土位置と焼土の広がりから，作業場と考えられる掘り込み下段の南

西隅付近であった可能性が高い。このことは，堆積土中の小鉄滓の有り方でも言えそうである。堆

積土中に含まれる小鉄滓は各層で概ね小塊状のものを主体として，塊状・板状等を微量～少量含む

状態であるが，作業場と考えられる掘り込み下段の南西隅に堆積するℓ８では，磁性の強い破砕片

を主体とする状況が認められ，他の地点より炉底に近い部分であったことが推定できる。

　本遺構出土の炉壁及び鉄滓の化学分析（付編）によると，炉壁については砂鉄を原料とする製錬

滓が付着し，鉄滓については精錬鍛冶滓であるとの結果がでている。ＳＩ01出土鉄滓が製錬滓であ

るため，ＳＩ01出土鉄滓の供給元を本遺構と仮定すれば，本遺構は鉄製錬炉ということになるが，

通常多量に排出されるはずの流出滓が出土していないことから，精錬炉である可能性も捨て切れず，

現状で本遺構の性格を断定することは困難である。　

　遺構の所属時期については，体部下端に回転ヘラケズリを施すロクロ整形の土師器杯と回転ヘラ

ケズリを施さないものが共伴することから，９世紀前半の所産と考えられる。　　　　　　（笠　井）

第５節　遺構外出土遺物（図16～20，写真17・18）

　熊平Ｂ遺跡では遺構外からも多くの遺物が出土している。その内訳は，縄文土器590点，土師器

29点，羽口１点，石器11点，銭貨２点である。縄文土器は大きく３時期に分けられ，最も多い田戸

下層式を中心とする早期中葉の資料が550点，繊維土器を中心とする前期前葉～中葉の資料が29点，

中期前葉～末葉の資料が９点である。

　縄文時代早期の土器の分布は調査全域にわたるが，大きく３つの集中域が認められる。１つ目は

段丘頂部，標高39.5ｍの等高線の内側の平坦面である。遺物は主にＬⅡａから出土しており，石器
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図16　遺物出土状況
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も同じ範囲内で出土した。２つ目は調査区北側の北東向き斜面で，主にＬⅢから出土しており，段

丘頂部から流出したものと考えられる。３つ目は段丘頂部の集中域の東側にあたる東向き斜面から

谷底の平坦面にかけての範囲である。斜面部の遺物はＬⅡｂ及び風倒木痕から出土し，谷底周辺は

ＬⅢから出土している。調査区北側の集中域同様段丘頂部から流出したものであろう。縄文時代前

期の遺物は早期の遺物と出土層位及び分布域が重なるが，出土量が少なく，調査区東側の斜面では

段丘頂部平坦面から斜面に移行する標高39ｍ付近に集中する傾向がある。縄文時代中期の遺物は

ＳＩ02の北側，段急斜面中段の平坦地に集中しており，出土層位はＬⅡｂであった。土師器は段丘

頂部のＳＩ01周辺と，その東側の谷底から出土した。段丘頂部の土師器はＬⅠ及びＬⅡｂ，谷底の

ものは盛土中から出土する例が多く，段丘頂部に関してはＳＩ01に関連し，谷底のものは遺跡南部

を切り崩した際に混入したものであろう。また遺構に伴わない時期の遺物も本節で扱うこととする。

　遺構外出土遺物の内，所属時期の比較的わかりやすいものを選び，縄文土器74点，土師器２点，

羽口１点，石器11点，銭貨２点を図示した。

　図17，図18－１～18は縄文時代早期中葉の田戸下層式に比定される資料で胎土に砂粒を含む。

　図17－１～13は幅１～２㎜程のヘラ描き細沈線による区画，あるいはヘラ・竹管等による刺突及

び刻みをもつ口縁部片である。口縁部の断面形は角頭状（１・２・11・13），丸頭状（３・４・８・

10），尖頭状（５～７），外削ぎ状（９・12）がある。この内10は突起に近い波状口縁の波頭部である。

文様は以下のようなものがある。１・11・12は横位・斜位の沈線を平行に複数本重ねるもので，１

は口唇部を指先で連続的に摘み，交互刺突のような効果を付加している。２は口唇部に細い刻み目

をもつもので，断面円形の棒状工具で横位の列点を形成し，その下に斜位の平行沈線を複数充填し

て間を横位の単沈線で区画している。３は斜位の平行沈線間に半截竹管で列点状の刺突を施してい

る。４は器面に指先を押し当てて摘み，円形の窪みを形成したもので，その下を平行沈線で区画し

ている。５は半截竹管により斜めの刺突を施している。６～８は長さ３～４㎝程の細いスリット状

の沈線を平行に施すもので，６・８は斜位，７は縦位に施し，６では沈線と同一の工具で横位の列

点を付加している。９は横位の平行沈線と単沈線が施され，10は横位の単沈線の下に縦横の沈線を

充填している。13は４～６本の平行沈線で縦横のモチーフを描いており，破片右端に推定直径1.5㎝

程の焼成前穿孔が認められる。

　図17－14～30はヘラ描き細沈線で文様を区画し，細沈線・幅２～５㎜程の太沈線・刺突等を充填・

付加した資料の胴部片である。14・15は同一個体と考えられるもので，３本単位のヘラ描細沈線を

横位・斜位に施して鋸歯状のモチーフを描き，鋭角部に連続爪形文を充填する他，14では横位の細

沈線に沿って竹管による連続刺突文を施す。16・17は横位・斜位の単沈線・集合沈線に竹管による

刺突が付加されたもので，16では集合沈線に区画された空間内に，17では平行する沈線間と沈線区

画下位にそれぞれ刺突文が付加されている。18～21は細沈線で描いた三角形か斜格子状モチーフを

もつもので，18・19では細沈線で区画された空間内に，指先を押し当ててつける円形の窪みを付加

しており，19・21では区画内に縦位の太沈線を充填している。22～24は横位の集合細沈線の下位に
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図17　遺構外出土遺物（１）
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図18　遺構外出土遺物（２）
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縦位・斜位の太沈線を施したもので，25は横位・斜位の単沈線に列点状とスリット状の刺突を付加

したものである。26～28は細沈線のみを横位・斜位に施しており，29はＸ字の沈線区画内に方向を

違えた斜位集合沈線を充填し千鳥状のモチーフを作出している。30は底部近くの破片で，横位のヘ

ラ描沈線を２本平行に施している。

　図17－31～46は貝殻刺突文を付加したものである。31・32は口縁部片で，外反気味に開く器形を

しており，口唇部断面は31が角頭状，32が尖頭状を呈する。31は竹管状工具により縦長の刺突を横

位に施し，２本の細沈線を横位に施して区画し，その下位に貝殻縁の連続刺突を施している。32は

断面三角形の斜位沈線と連続した貝殻刺突文が認められる。33は縦位の太沈線と貝殻刺突文を施す

他，図17－４・18・19で認められる指先を押し当てて摘み形成される円形の窪みを付加している。

34～37は横位・斜位の集合沈線に貝殻刺突文を付加したもので，35では平行沈線間に梯子状のヘラ

描刺突が見られる。38～41・45はヘラ描の単沈線・平行沈線に貝殻刺突文を付加したもので，40で

は貝殻刺突文と平行沈線の方向を揃えて整然と施文している。42～44は貝殻複縁圧痕を文様間に充

填しているもので，42では横位のヘラ描平行沈線を境に下位に斜位の太沈線を施し，43・44では３

本単位の平行沈線でモチーフを描いている。46は太沈線と貝殻刺突文が重なって施文される。

　図18－１～13は線幅２～５㎜程の削り沈線或は太沈線と呼ばれる沈線のみが認められるものであ

る。１・２は口縁部片で，外反して開く器形をしており，口唇部断面の形状は１が丸頭状，２が角

頭状である。１は縦位・２は斜位に複数の平行する太沈線を施している。３～13は胴部片で，５・

７は底部に近い部分である。３は横位，４～７は孤状に横位，８・９は斜位，10・12・13は縦位と

斜位，11は「ハ」の字に複数の平行する太沈線を施している。

　図18－14～18は無文と一部擦痕が認められるものである。14は口唇部断面が丸頭状を呈する口縁

部片で低い山形の突起を有する。15～18は板状の工具で擦痕を施している。

　図18－19～22は縄文時代前期の資料である。19～21は初頭の資料で胎土に繊維痕跡が認められ，

外面に０段３条のＬＲ単節縄文を施し，内面には貝殻条痕が認められる。22は縄文時代前期中葉頃

の資料と考えられる。地文は撚糸文で，半截竹管で横位の沈線を押引き施文している。

　図18－23～28は縄文時代中期の資料である。23・24は中期初頭の大木７ａ式土器と考えられる資

料である。23は結節のあるＬＲ単節縄文を縦位に施文している。24はヘラ描沈線で縦位に鋸歯状の

モチーフを描き，破片の下端には横位の沈線と列点状の刻みが認められる。25～27は縄文時代中期

後葉の大木９式土器と考えられる資料で，いずれも縦位にＲＬ単節縄文を施し，幅４㎜の太沈線を

縦位に施す。26・27では沈線は平行して２本引かれ，線間は地文を磨消している。28は縄文時代中

期後葉～末葉にかけての資料で端部が剥離した口縁部である。ＲＬ単節縄文を横位に施し，幅５㎜

の沈線で文様を縁取っている。

　図18－29は調査区土師器高台杯の高台部である。高台径約８㎝，台部高2.7㎝を測り，内湾気味に

開き端部が弱く突出する。台部の内外面には丁寧なヘラミガキと黒色処理を施す。

　図18－30は土師器の甕か鉢の底部である。焼成が良好で須恵器のように焼しめられている。下端
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長：23.0㎝
幅：17.0㎝
厚： 3.0㎝
重： 1.0ｇ
石質：輝石安山岩

 1 （Ｉ15　ＬⅡａ）

長：2.9㎝
幅：1.3㎝
厚：0.8㎝
重：2.1ｇ
石質：輝石安山岩

 2 （ＳＩ01　混入）

長：［3.4］㎝
幅：［3.6］㎝
厚： 1.2 ㎝
重：16.0 ｇ
石質：輝石安山岩

 3 （Ｈ14　撹乱）

長： 4.7㎝
幅： 4.4㎝
厚： 1.3㎝
重：29.1ｇ
石質：輝石安山岩

 6 （Ｆ13　ＬⅡａ）

長：［4.2］㎝
幅： 3.7 ㎝
厚： 1.2 ㎝
重：30.4 ｇ
石質：粘板岩

 8 （Ｉ12　ＬⅡａ）

長：　6.5㎝
幅：　7.6㎝
厚：　2.2㎝
重：154.4ｇ
石質：粘板岩

 9 （Ｍ12　ＬⅡａ）

長：2.3㎝
幅：2.3㎝
厚：0.4㎝
重：2.0ｇ
石質：珪質頁岩

 4 （Ｅ13　撹乱）

長：3.1㎝
幅：2.5㎝
厚：1.3㎝
重：2.0ｇ
石質：珪質頁岩

 5 （Ｅ13　撹乱）

長： 8.7㎝
幅： 2.7㎝
厚： 0.9㎝
重：23.0ｇ
石質：ホルンフェルス

 7 （Ｈ14　撹乱）

図19　遺構外出土遺物（３）
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に手持ちヘラケズリを反時計回りに施し，底面には回転糸切痕が認められる。

　図18－31はＳＩ01の南側で出土した羽口である。遺存長10.7㎝，直径4.8㎝程の筒状で，外面はナ

デで仕上げられている。先端部・吸気部がともに欠損しているが，先端部は破断面を平らに研磨し

ている。装着痕は認められない。

　図19－１～９，図20－１・２は段丘頂部から出土した石器である。

　図19－１・２は輝石安山岩製の石鏃である。１は凹基無茎鏃で長さが幅の1.4倍程長く側辺が直線

的な二等辺三角形を呈する。薄い剥片を素材に，両面が丁寧に調整される。凹基となる基部の調整

は少なく、窪みは浅い。２は尖基鏃の未製品で，側辺が湾曲する木の葉状を呈する。厚めの剥片を

素材とし，背面側に連続的な細かい剥離が認められる。

　図19－３は輝石安山岩製の両側が欠損した両面加工の石器である。主要剥離面が若干残るが、ほ

とんど全面を周辺からの剥離によって整形している。側縁は交互剥離状になる。折れた後の二次加

工は認められない。

　図19－４・５は珪質頁岩製の末端に自然面を残す剥片である。両資料は同一母岩から同じ一枚の

剥離面を打面として剥離されている。

　図19－６は輝石安山岩製の二次加工を施した石器である。寸詰まりの剥片を素材に、その背面と

腹面に若干の二次加工を施している。両面加工の途中で廃棄されたと考えられる。

　図19－７・８は片刃の磨製石斧である。７は扁平で細長いホルンフェルスの自然礫を素材とし，

素材礫の形状を利用して，刃部を中心に研磨を施す他，側辺や刃部に剥離による整形を加えている。

刃部の両面には直交する線状痕が認められる。基部の剥離痕は柄との接触で生じた痕跡であろう。

８は基部を欠損した資料である。扁平に割れた粘板岩を素材に剥離によって側辺および刃部を整形

し、全体に研磨を施す。刃部に刃こぼれと直交の線状痕が認められ，使用時の研磨で両刃に近い形

状になる。

　図19－９は粘板岩製の一部に二次加工が施された石器である。扁平な自然礫の両端が破損してお

り，磨製石斧の未製品の可能性がある。

　図20－１・２は自然礫を利用した砥石である。１は砂岩製で，扁平な二面に擦痕がある。２は輝

石安山岩製で四面に長軸方向の擦痕がある磨面をもつ他，細い端部には敲打痕が認められることか

ら，敲石としても使用された複合石器である。被熱しており、赤色化する面がある。

　図20－３・４は銭貨である。３は天保通宝である。面（銭貨の表面）の郭上に「天保」，郭下に「通

寶」，背（銭貨の裏面）の郭上に「當百」，郭下に金座を支配した後藤家の花押が鋳出されている。両

側面に縦横２㎜程の桐刻印が認められる。穿（中央の四角穴）の輪郭である郭の幅が２㎜以上あるこ

とから，弘化２（1845）年以降に鋳造された広郭に分類されよう。４は銅製の寛永通宝で四文銭（波

銭）である。面は郭の上下右左の順に「寛永通寶」，背に11波の波文が鋳出されている。郭が方形な

のに対し，穿は円形を呈する。色調が赤く，磁性を帯びないことから文政４（1821）年以降鋳造の通

称「赤銭」と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（笠　井）
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0 3㎝

（1/1）

0 5㎝
（1/2）

長： 15.9㎝
幅：　5.3㎝
厚：　4.6㎝
重：860.0ｇ
石質：砂岩

 1 （Ｅ14　ＬⅡａ）

長： 13.3㎝
幅： 6.6㎝
厚： 5.1㎝
重：660.0ｇ
石質：輝石安山岩

 2 （Ｉ14　ＬⅡａ）

長：4.7㎝
幅：3.2㎝
厚：0.3㎝

 3 （撹乱）
長：2.7㎝
幅：2.7㎝
厚：0.1㎝

 4 （Ｄ15　ＬⅠ）

図20　遺構外出土遺物（４）
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第３章　ま　と　め
　

　阿武隈山地東縁の丘陵地帯は，東西に細長い丘と幅広い谷が交互に連続し，起伏に富んだ地形が

南北に続く。熊平Ｂ遺跡はそんな丘陵地帯の一角，前川の形成した沖積地に面する河岸段丘の北縁

の縄文時代と平安時代の複合遺跡である。発掘調査は常磐自動車道の路線に掛かる3,100㎡に対して

行われ，縄文時代中期の敷石住居跡１軒，平安時代の竪穴住居跡１軒，縄文時代の土坑５基，時期

不明の溝跡１条，平安時代の製鉄関連遺構である特殊遺構１基を検出し，縄文時代早期・前期・中

期の土器・石器・石製品，平安時代の土師器・須恵器・石製品・鉄製品・羽口・炉壁・鉄滓，近世

の銭貨を遺物として取り上げた。以下時代ごとに遺跡の様相について説明する。

　本遺跡で最も古い時期は縄文時代早期中葉である。この時期は遺物だけが確認された時期で，段

丘頂部とその東側の斜面部から田戸下層式土器が，段丘頂部の土器とほぼ重なる範囲で石鏃・磨製

石斧・剥片等の石器が出土した。石器が斜面部から出土していないことから，この時期は段丘頂部

が生活の場となっていた可能性が高い。なお，ラウンドスクレイパーが出土したＳＫ03が当該期の

落し穴であるとすれば，同様の土坑と考えられるＳＫ02・04も当該期の遺構となる可能性がある。

　縄文時代早期中葉に続く時期としては，早期末～前期前葉の縄文－条痕土器や，前期中葉の半截

竹管による押引き沈線を施した土器，中期初頭の大木７ａ式土器，中期後葉の大木９式土器が段丘

頂部とその北東側の斜面を中心に出土しているが，出土点数が少数であるため詳細は不明である。

　縄文時代中期末葉になると，調査区北東部の沖積地に面した斜面中段の平坦地にＳＩ02と貯蔵穴

と考えられる断面フラスコ状の土坑ＳＫ05が営まれる。ＳＩ02は一辺3.5ｍ弱の円形に近い隅丸方形

を呈し，大木10式の埋設土器をもつ複式炉を備えた敷石住居跡である。ＳＩ02の複式炉は，土器埋

設部と石組部を８の字形に配置し，前庭部を持たない複式炉の終末に近い形態である。敷石は複式

炉を中心に長軸2.7ｍ，短軸1.9ｍの隅丸長方形に大小218個の段丘礫を敷詰めて構築されている。当

該期の敷石住居跡は本遺跡の所在する浜通り北部では類例が少なく，南相馬市鹿島区で２例，飯舘

村で10例が知られる程度である。これらの敷石住居跡は敷石の敷設状況により，複式炉を中心に床

面の大半に敷石を施すもの（鹿島区宮後Ｂ遺跡住居跡，飯舘村宮内Ａ遺跡ＳＩ01・02，上ノ台Ｄ遺

跡ＳＩ04）と，炉の周囲及び奥壁際に部分的な敷石を施すもの（飯館村上ノ台Ａ遺跡ＳＩ14・24・

52，上ノ台Ｄ遺跡ＳＩ04，日向遺跡ＳＫ05上面配石・ＳＩ11，日向南遺跡ＳＩ27）の２形態に分類

できることが指摘されており，少ない類例ながら，前者は一般の集落から離れた見晴らしの良い場

所にほぼ単独で立地する傾向があり，後者は一般的な住居跡とともに集落を構成する傾向があるこ

とが言えそうである。本遺跡の住居跡は遺構の平面形・規模・敷石の敷設状況から前者の例と近似し，

ＳＫ05を除くと当該期の遺構が周囲に存在しないことから，遺構の立地状況も前者の傾向に一致

し，一般的な集落から隔絶した祭祀的性格を持っていた可能性が高い。さらに，ＳＩ02の特異な点
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として，床面奥壁際の複式炉軸線上に饅頭形の丸石が置かれ，丸石と複式炉の間に長さ48㎝の四角

柱状の石が横倒しに出土したことが挙げられる。四角柱状の石に関しては，基部近くの敷石に一部

石の無い空間があり，この位置に樹立していた可能性が考えられる。このような特殊な石の配置状

況は，長野県域を中心として展開する屋内「石柱・石壇」施設との関連が伺われる。先述した上ノ

台Ｄ遺跡ＳＩ04に石壇に類する敷石（配石遺構）が認められる他，住居跡ではないが上ノ台Ａ遺跡

２号配石遺構では石柱が横転して検出されており，本遺跡の周辺地域では「石柱・石壇」施設が別々

に存在するようであるが，本遺跡例ではそれらが一緒になり，さらに，長野県域では認められない

床面の大半を覆う敷石と複式炉が複合した稀有な遺構であると言えよう。また，ＳＩ02は床面が被

熱し，覆土に多量の炭化物を含むことから，焼失した可能性が考えられる。敷石住居跡では宮後Ｂ

遺跡例でも同様の状況が確認されており，廃屋儀礼に伴う「火入れ」の可能性があり興味深い。

　平安時代前半の９世紀になると，調査区南西部の段丘頂部にＳＩ01・ＳＫ01，ＳＩ01の東側の斜

面に金属生産に関わると考えられる特殊遺構ＳＸ01が営まれる。ＳＩ01は平面方形で，東壁際にカ

マドと貯蔵穴をもつ，この時期としては一般的な住居跡であるが，完形の杯を含む土師器多数と須

恵器片・蛇紋岩製の球形石製品が出土した他，破壊されたカマド周辺で，羽口・鉄滓・焼粘土等が

出土した。鉄滓の化学分析によると，この鉄滓は鉄製錬滓であると推察されており，住居内で鉄製

錬を行ったとは考えにくいので，他の場所から鉄と一緒に持ち込まれ，小割り等を行った際に鉄と

分離して床面に遺存したものと考えられる。問題となるのは鉄滓の排出元であるが，その最も有力

な場所が，ＳＩ01の南東約23ｍに所在するＳＸ01である。ＳＸ01は，作業場と考えられる浅い掘り

込みとピットからなる遺構で，土師器・刀子の他，多量の焼土とともに多数の炉壁片が出土した遺

構である。出土した炉壁から推定される炉本体は，先端に羽口が装着された長軸70㎝程の楕円形の

平面形であると考えられる。送風装置は不明であるが，遺構の斜面上位に位置するＰ５は踏み鞴の

掘形の可能性がある。遺構の性格については，出土した炉壁と鉄滓の化学分析の結果から，製錬炉・

精錬炉双方の可能性が考えられ，現状で性格を断定できないが，鉄生産に関連する施設であること

は確実であり，ＳＩ01と有機的な関係にあったことは，その位置関係や出土遺物から言えそうであ

る。平安時代の遺構が立地する調査区南部のさらに南西側は段丘の平坦面が続いており，段丘を開

削した果樹園跡からは土師器片が採取できることから，この部分にさらに集落が広がっていること

が想定される。ＳＩ01からは「寺」と書かれた墨書土器が出土しており，本遺跡検出の当該期の遺

構は，寺を伴う比較的大規模な集落の一部であったものと思われる。　　　　　　 　　　（笠　井）

引用・参考文献

山本　暉久　2002　『敷石住居跡の研究』六一書房

能登谷宣康　1996　「縄文時代中期末葉の竪穴住居址にみられる特殊施設－相馬郡飯舘村大倉上ノ台地区の屋内祭祀－」

　　　　　　　　　『論集しのぶ考古』論集しのぶ考古刊行会

井　　憲二　1996　「真野川上流域における縄文中期末葉の集落構成」『論集しのぶ考古』論集しのぶ考古刊行会



－ 77 －－ 77 －

第３編　荻
おぎ

原
わら

遺跡（２次調査）

遺 跡 記 号　ＯＤ－ＯＷＲ

所　在　地　南相馬市小高区大字羽倉字荻原

時代・種類　旧石器時代・縄文時代－集落

　　　　　　平安時代－集落

調 査 期 間　平成17年７月４日～９月30日

調　査　員　佐々木慎一，笠井崇吉，鹿又喜隆
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第１章　調　査　経　過

第１節　位 置 と 地 形

　荻原遺跡は南相馬市小高区大字羽倉字荻原（旧相馬郡小高町大字羽倉字荻原）に所在する。南相

馬市小高区は北に同原町区，南に浪江町が接する。西側に阿武隈山地，東側に太平洋を臨む地域で

ある。荻原遺跡は，小高区の北端部，原町区との市町境近くに位置し，羽倉字荻原・南原・川久保

地内に所在する。また，浜通りを南北に走る国道６号線から西へ6.3㎞程入った地点に位置し，遺跡

の中央を県道相馬・浪江線が通っている。

　遺跡は，北側が小高川の支流の鳩原川，南側が大穴川によって挟まれた丘陵上に立地する。遺跡

内にも段丘崖が認められ，東側で10ｍ，北側で５ｍの比高差をもつ。遺跡内の標高は50～70ｍほど

であり，平成17年度調査範囲は標高60ｍ前後である。

　遺跡の位置する浜通りの阿武隈高地と海岸線に挟まれた地域は，阿武隈高地の東縁部から東側に

延びる低位丘陵とその間を開析する河川によって形成された沖積地が連続する地形となっている。

この低位丘陵は，中位砂礫段丘面いわゆる第３段丘と呼ばれる。浜通り地方で広く確認され，畑地

や水田として利用されている。なお，遺跡北側に位置する畦原台地は標高100～150ｍと高く，上位

段丘面と呼ばれ，原町区を東流する太田川沿いまで広がる。

第２節　調　査　経　過

　荻原遺跡は，昭和63年に福島県教育委員会が福島県文化センターに委託して実施された分布調査

によって周知の遺跡として再登録された。平成３年には，遺跡の西端部について県道の拡張工事に

伴い，小高町教育委員会によって500㎡程が調査された（図１）。平成４年には県営かんがい排水事

業請戸川地区事業の一環である小高用水路，四ツ栗用水路の新設改修工事に伴い，福島県文化セン

ターにより予備調査が行われた。平成６年には，予備調査の成果を踏まえ，3,950㎡について第１次

の本調査が実施された。

　本遺跡の発掘調査でこれまでに検出された遺構は，竪穴住居跡24軒，土坑45基，焼土遺構33箇所，

溝跡４条，旧石器時代の遺物集中地点２箇所である（図２）。竪穴住居跡は，縄文時代早期に属す

るものが主体である。平面形は隅丸長方形，あるいは隅丸方形であり，炉跡が明瞭でないものが多い。

柱穴は壁際に並ぶものの他に，柱穴をもたないものが確認された。また，埋没中に土器が一括して

廃棄された竪穴住居跡１軒が検出された。土坑には，貯蔵穴，墓坑，落し穴と推定されるものが

ある。

　平成17年度の発掘調査は第２次調査として2,200㎡の調査面積を対象に７月４日から着手し，プレ
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ハブ設置などの調査準備作業と併行して重機による表土除去を開始した。表土除去作業は，重機の

可動範囲が広いことから安全面を考慮し，遺構検出作業よりも優先させた。遺構検出作業は，表土

除去作業が全て終了した後，手掘りにより作業を開始した。７月中旬からは遺構検出作業に併行し

て遺物包含層を精査した。７月下旬からは竪穴住居跡の調査を開始し，８月下旬までに４軒の竪穴

住居跡の精査を完了させた。遺構外出土の遺物については，随時取り上げの体制をとりつつ，精査

を継続した。また，他に検出された土坑や溝跡については，検出順に掘り込みを行い９月中旬には

遺構精査がほぼ終了した。　　

図 3 　遺構配置図



－ 83 －

第１章　調 査 経 過

－ 83 －

　９月上旬からは遺物包含層の掘り込みが主な作業となり，９月中旬には，調査区内の地形測量を

実施した。包含層の掘り込みを終了させ，全体の遠景写真を撮った後に，調査終了のための発掘器

材を撤収し９月30日にすべての調査を終了した。なお，10月19日には空中写真撮影を行った。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （佐々木）

第３節　調　査　方　法

　荻原遺跡の発掘調査は，（財）福島県文化振興事業団遺跡調査部遺跡調査課で行ってきた調査方法

を踏襲した。調査面積2,000㎡を対象に遺構遺物の位置を表示するための方眼を調査区全面に設定し，

これをグリッドと呼んだ。調査区に設定したグリッドは，国土座標（Ｘ＝176,492，Ｙ＝97,188）を

基準点に，これを原点（Ｘ＝０，Ｙ＝０）とし，基準杭の標高をＺ＝63.991ｍとした。　　

　調査区に設定したグリッドは４ｍ方眼を基本とした。座標（Ｘ＝80，Ｙ＝－100）が北西端とな

る区画をＡ０グリッドとし，東へ向かってＡ･Ｂ･Ｃ…，南に向かって０･１･２･３…となるように

グリッドを設定した。調査区の最も北側がＨ３グリッド，南側がＥ18グリッド，東側がＯ12グリッド，

西側がＡ10グリッドとなる。

　なお，今回の調査のグリッドは1990年の第１次調査のグリッド№とは異なっている。

　基本層位は，上層よりＬⅠ･ＬⅡ･･･で表し，遺構内の埋土は小文字と算用数字のℓ１･ℓ２･ℓ３

…で記録した。

　遺構の図面は1/10あるいは1/20にて作成した。主要な遺物の取り上げに関しては，光波測距儀に

より三次元座標を測定し，記録した。遺物番号は№１～1013である。それ以外の遺物は４ｍ区画の

グリッドごとに取り上げた。

　記録写真は，35㎜モノクローム・カラーリバーサルフィルムを使用して随時撮影した。また，必

要に応じて６×4.5判モノクローム・カラーリバーサルフィルムを併用した。

　遺物の整理は，山下町調査室に持ち帰り，水洗，ネーミングをした後，整理台帳を作成し，報告

書刊行後，（財）福島県文化財センター白河館に収蔵される予定である。　　　　　 　　 　（鹿　又）
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第２章　遺 構 と 遺 物
　　　

第１節　遺構分布と基本層位
　

　遺構分布　荻原遺跡第２次発掘調査で検出された遺構は，竪穴住居跡４軒，土坑５基，溝状遺構

１基である（図３，写真１・２・３a ・３b）。平成17年度の調査範囲は，荻原遺跡のなかでも最も

北側であり，北鳩原川に面する段丘面の比較的緩やかな傾斜を有する所で，検出された竪穴住居跡

４軒のうち，３軒までが標高62～63ｍの間に位置し，同様に土坑も５基のうち３基が同標高域に位

置している。この遺構が集中する部分は，丘陵上での地形の変換点にあたり，緩斜面に移行する部

位である。北側を流れる北鳩原川から丘陵上部までの比高差は13ｍ前後である。また，調査区の中

央と北西隅には，浅い谷地形が確認され，調査区北隅で合流する形状を呈している。今回の調査に

おいて出土した遺物のほとんどは，この谷地形の部分を覆う堆積層内からである。遺物は，遺構内

および遺構外から縄文時代早期後半を中心とした土器片3147点，石器105点が出土した。

　基本層位　層序は，上位から盛土，黒色土，ローム，礫層に分けられる（図４・５，写真３c・３

d）。遺物包含層が発達する下位の段丘面上の層序を基準にしたため，上位の段丘面で厚く堆積する

ローム層をⅣの中で細分した。土色に関しては，日本色研事業株式会社監修の新版標準土色帖に準

拠し，基本層位を確認した部位については，図３遺構配置図の中に「▼」で表している。

ＬⅠ　：表土。耕作土と盛土。大きくＬⅠa～ＬⅠcに細分される。

ＬⅠａ：盛土①，黄橙色（10YR7/8）シルト。砂利混じりの層。

ＬⅠｂ：盛土②，褐色（10YR4/4）粘土質シルト。粘性がやや有り，硬くしまる。ＬⅣ層由来の

ローム塊を疎らに含む。

ＬⅠｃ：盛土③，黒褐色（10YR3/2）シルト。粘性，しまり共にやや有る。ＬⅡより硬くしまる。

直径１㎝前後の炭化物をごく疎らに含む。

ＬⅡ　：黒褐色（10YR3/1）シルト。粘性，しまり共にやや有り。直径５㎜程の白色岩片をごく疎

らに含む。層厚は約20㎝。調査区北端側では，ＬⅡの再堆積層が認められる。黒褐色

（10YR3/1）シルト。粘性，しまり共にやや有るが，ＬⅡよりも弱い。直径１～５㎝の明

黄褐色（2.5YR5/8）シルト粒を疎らに含む。再堆積を示す土粒が認められる。

ＬⅢ　：黄褐色（10YR5/6）粘土質シルト。粘性，しまり共にやや有る。褐色（10YR3/1）シルトを

多く，直径５㎜程の白色砂粒を疎らに，炭化物をごく疎らに含む。漸移層。

ＬⅣ　：黄褐色（10YR5/6）から明黄褐色（10YR6/6）のシルト質粘土。粘性，しまり共にやや有る。

直径２～５㎜の白色岩片を疎らに含む。いわゆるローム層。ＬⅣaからＬⅣcに細分でき

る。ＬⅣは標高の高い部分に発達し，北側の低い段丘面上には認められない。高い段丘

面では，ＬⅣc層まで確認できる。ＬⅣa上面が多くの遺構の検出面である。
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ＬⅢ　 黄褐色土　　10ＹＲ5/6（黒褐色シルト多量，
　　　　　　　　　　　　　　　白色砂粒少量，
　　　　　　　　　　　　　　　炭化物極少量）
ＬⅣa　黄褐色土　　10ＹＲ5/6（ローム層。礫少量）
ＬⅣb　明黄褐色土　10ＹＲ6/6（白色岩片少量）
ＬⅣc　明黄褐色土　10ＹＲ6/6（白色岩片，円礫少量）
ＬⅤa　明黄褐色土　10ＹＲ5/6（礫層。風化礫多量）
ＬⅤb　明黄褐色土　10ＹＲ6/6（礫層。砂・円礫多量，
　　　　　　　　　　　　　　　白色岩片少量）
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ＬⅣａ：黄褐色（10YR5/6）シルト質粘土。調査区斜面部分にも堆積する。

ＬⅣｂ：明黄褐色（10YR6/6）シルト質粘土。ＬⅣaよりくすんだ色調を呈し，白味を帯びる（暗色

帯）。

ＬⅣｃ：明黄褐色（10YR6/6）粘土質シルト。ＬⅣbより粘性が強い。

ＬⅤ　：黄褐色（10YR5/6）明黄褐色（10YR6/6）砂質シルト。粘性が僅かにあり，しまりがやや有

る。風化した砂礫を含み，２層に分けられる（段丘礫層）。

　本年度調査区は斜面地形であり，斜面の上部と下部では，土壌の堆積状況が全く異なる。上位の

段丘面上では，ＬⅡの堆積が悪く，縄文時代早期の包含層が十分に形成されない。一方でローム層

であるＬⅣは厚く堆積し，大きく３層に細分される。低い段丘面では，ロームの堆積が薄く，標高

の低い場所ほど砂質化した土壌となる。ＬⅡは縄文時代早期を中心とした遺物包含層である。この

層は，斜面部付近から厚みが増し，調査区内に２本見られる谷部の窪みを中心に厚く堆積する。

　さらに調査区北側では，このＬⅡがプライマリーな堆積ではなく，様々な土壌，礫等を巻き込ん

だ二次堆積となり，厚みを増す。この土壌のしまりは弱く，遺物はほとんど含まれない。ＬⅡに由

来する土壌が大きく流出した結果と推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（鹿　又）

図 4 　基本土層図（１）
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第２節　竪 穴 住 居 跡

　本遺跡からは，調査区内の標高62～63ｍの間に３軒、標高60ｍ付近に１軒の竪穴住居跡が検出さ

れた。１次調査の折に18軒の竪穴住居跡が調査されていることから，検出された住居跡の遺構番号

をＳＩ19～22と継続して呼称した。

19号住居跡　ＳＩ19

　遺　　　構（図６，写真４・５）

　本住居跡は，調査区南東隅のＬ11・12グリッドから検出された。遺構検出面は盛土直下のＬⅣ上

面である。他遺構との重複関係は認められないが北部を風倒木痕と植林痕により破壊されている。

　遺構内堆積土は炭化物粒を僅かに含む黄褐色と黒褐色の２層からなり，堆積土の状況とその性状

から自然堆積と判断した。特にℓ１から一括土器が出土している。

　平面形は楕円形を呈する。規模は，長軸3.05ｍ，短軸2.6ｍ，検出面からの深さ22㎝を測る。周壁は，

やや急な立ち上がりを呈し，床面は平坦である。床面壁際には柱穴が６基確認され，規模は直径10

～15㎝，深さは10～20㎝を測る。

　また，住居跡の床面の南半部からは礫が34点出土した。そのうち３点に火を受けた痕跡がある。

被熱礫は密集しない。礫は住居の中心から南西にかけて広がり，ℓ２の分布とほぼ重なる。住居内

から出土した礫は，石英閃緑岩が20点，花崗閃緑岩が７点，細粒花崗岩が２点，黒雲母花崗岩が２点，

片状花崗岩が２点，流紋岩が１点である。

　遺　　　物（図６，写真13）

　ℓ１には土器の密集する部分が２箇所ある。住居廃絶後，ℓ１が堆積する過程で，土器が埋没し

たと推定される。土器は遺存が極めて悪く，取り上げると崩れるような状態であったため，土台の

土壌と合わせて取り上げた。出土遺物は，縄文時代早期後半に属する資料が主体であった。１・２

は一括出土した土器であり，口縁部が垂直に立ち上がり，端部が外側に屈曲する深鉢である。口唇

部に５㎜間隔で押圧痕が認められる。外面に斜行する縄文が施される。内面は主にナデ調整され，

口縁部付近には条痕が認められる。胎土に繊維を含む。焼成は全体が均一でなく，比較的良好な部

分と不良な部分がある。色調は，橙色から黒褐色を呈する。３は表裏面に条痕が認められる。４は

外面に斜行縄文が施され，内面に条痕が認められる。５は外面が無文であるが，内面に条痕が認め

られる。胎土に繊維を含む。その他に，砂岩製の剥片１点が出土した。

　ま　と　め

　本遺構は壁柱穴をもつ竪穴住居跡である。炉跡はなく，床面から被熱礫を含む34点の礫が出土し

た。ℓ１から一括土器が出土している。出土遺物から縄文時代早期後半の所産と考えられる。

（鹿　又）
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図 6 　19号住居跡，出土遺物
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20号住居跡　ＳＩ20

　遺　　　構（図７，写真６・７）

　本遺構は，調査区南西隅のＥ・Ｆ－15・16グリッドから検出された。遺構検出面は盛土除去後に

現れたＬⅣ上面である。他の遺構との重複関係はないが，北半部が近代の木炭窯および撹乱によっ

て削平されている。

　遺構内堆積土は炭化物粒および白色礫片を含む褐色系の５層から成り，堆積状況とその性状から

自然堆積土と判断した。なお，ℓ２には一括土器が含まれている。 

　平面形は撹乱による削平が著しいが楕円形を呈したと推定される。規模は長軸3.35ｍ，短軸2.3ｍ，

検出面からの深さ15㎝を測る。周壁は緩やかな立ち上がりを呈しており，東・西側の壁際にはステッ

プ状の張り出しが認められた。床面は僅かに起伏が認められる。床面には３個の小穴が認められる。

深さ８㎝以下の浅いピットであり，不規則な配置である。いずれも柱穴とは判断しなかった。また，

住居床面から礫が17点出土しており，７点に肉眼観察でも火を受けた痕跡が認められた。被熱礫は，

住居の南西側に分布している。礫は石英閃緑岩９点，花崗閃緑岩３点，片状花崗閃緑岩・流紋岩・

安山岩・砂岩各１点で構成される。そのうち２点の礫が接合した。

　遺　　　物（図７，写真13）

　遺物は縄文時代早期後半が主体である。まとまって出土した１個体の土器は，住居廃絶後，ℓ３

までが堆積した後，ℓ２の形成過程で堆積したと推定される。１はまとまって出土した１個体の土

器である。バラバラに砕けている。表面に斜行する縄文が施され，内面が丁寧にナデ調整されるが，

部分的に条痕がみられる。胎土に繊維を含む。焼成は全体が均一でなく，比較的良好な部分と不良

な部分がある。色調は，橙色から黒褐色を呈する。２は，ℓ１から出土した茅山下層式に属する厚

手の土器片である。口縁部が山形を呈し，口唇部に５㎜程の間隔で連続するキザミが施される。外

面には縦に粘土帯が貼り付けられ，ナデ調整される。半截竹管状の工具により縦方向の波状沈線が

平行に描かれる。口縁部内面は条痕がみられる。

　石器は，珪質頁岩製の石鏃１点が出土した。３は中央に素材剥片の剥離面が残り，周辺に細かな

剥離を施し，整形した平基の石鏃である。

　ま　と　め

　本遺構は，楕円形を呈する竪穴住居跡である。柱穴，炉跡がなく，床面から被熱礫を含む17点の

礫が出土した。ℓ２から一個体の土器が一括で出土している。出土遺物から縄文時代早期後半の所

産と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（鹿　又）
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　20号住居跡堆積土
１　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/3（炭化物，白色礫破片少量）
２　褐色土　　　　　10ＹＲ4/6（炭化物微量，白色礫破片少量，
　　　　　　　　　　　　　　　　ＬⅣ粒多量）
３　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（炭化物微量，白色礫破片少量）
４　褐色　　　　　　10ＹＲ4/4（炭化物少量，白色礫破片微量）
５　黄褐色土　　　　10ＹＲ5/6（白色礫破片少量，ＬⅣ粒多量）

図 7 　20号住居跡，出土遺物
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21号住居跡　ＳＩ21

　遺　　　構（図８，写真８・９a･９b）

　本遺構は調査区北側のＦ６グリッドから検出された。遺構検出面はＬⅢ上面であるが，本住居跡

周辺ではＬⅣの堆積が薄く，明確な検出面の対比ができなかった。ただ，周囲の土色よりも僅かに

黄色味が強く，遺構を確認するに至った状況である。他遺構との重複関係はない。

　遺構内堆積土は，直径２㎝前後の礫が僅かに含まれる灰黄褐色を呈する砂質土の１層から成り，

堆積状況とその性状から自然堆積土と判断した。

　平面形は楕円形を呈する。規模は長軸3.1ｍ，短軸2.15ｍ，検出面からの深さ10㎝を測る。周壁は

急な立ち上がりを呈し，床面は幾分起伏があるものの概ね平坦である。柱穴は確認されておらず，

床面付近の礫の分布も僅かである。

　遺　　　物（図８，写真13）

　本住居跡からは，薄手で焼成の良好な無文の土器片が３点出土した。内外面が丁寧に磨かれてい

る。縄文時代早期中葉の野島・槻木1式に該当すると考えている。同様な土器は本住居跡とその北

側の浅い谷部から若干出土している。

　ま　と　め

　本遺構は，楕円形を呈する竪穴住居跡である。柱穴，炉跡は確認されない。本住居跡は，覆土や

遺構検出面および遺構の立地の点で他の３軒の住居跡とは状況が異なり，出土遺物から縄文時代早

期中葉の所産と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （鹿　又）

図 8 　21号住居跡，出土遺物
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　22号住居跡堆積土
１　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/3（炭化物，白色礫破片微量）
２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4（炭化物片少量，礫微量。ＬⅣ塊・粒多量）

第３編　荻原遺跡（２次調査）

－ 92 －

図 9 　22号住居跡，出土遺物

22号住居跡　ＳＩ22

　遺　　　構（図９，写真９c ・９d ・10）

　本遺構は調査区南辺部のＩ15グリッドから検出された。標高63ｍ付近に位置する。遺構検出面は

ＬⅣ上面である。遺構内堆積土は，炭化物粒や白色礫片を含む黄褐色系の２層から成る。下層のℓ

２は塊状の堆積を呈し，炭化物を多く含むことから，人為的な堆積土であり，ℓ１はその後に流入

した自然堆積土と判断した。他遺構との重複関係はないが，西半を風倒木痕によって壊されている。

　平面形は楕円形と推測される。規模は長軸３ｍ，短軸2.2ｍ，検出面からの深さ12㎝を測る。周壁

は緩やかな立ち上がりを呈し，壁際にはステップ状の張り出しが認められる。床面は平坦であり，

柱穴等は確認されていない。なお，礫は石英閃緑岩と流紋岩各１点が出土しており，石英閃緑岩に
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は火を受けた痕跡が確認された。　　　　　　　　　　　

　遺　　　物（図９，写真13）

　出土遺物は，25点あるが，多くが小破片である。施文は斜行縄文が主体であり，胎土に少量の繊

維と砂粒を含み焼成不良のものが多い。２・４の内面には条痕が認められる。２・６の外面には縦

走縄文，３の外面には撚糸文が施される。５は磨耗が激しく，表面が劣化しているが，条痕によっ

て器面調整される。石器は流紋岩製の縦長剥片１点が出土した。

　ま　と　め

　本遺構は，楕円形を呈する住居跡である。柱穴，炉跡がなく，被熱礫を含む２点の礫が出土した。

出土遺物から縄文時代早期後半の所産と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿　又）

第３節　土　　　坑　

42号土坑　ＳＫ42（図10，写真11a）

　Ｉ14グリッドから検出された。ＬⅣ上面で確認されたが，上部が盛土であり，遺構の掘り込み面

は不明である。規模は，長軸93㎝，短軸65㎝，深さ７㎝。平面形は隅丸長方形である。

　遺構内堆積土は２層あり，ℓ１は褐色（10YR4/4）粘土質シルト，ℓ２は黒褐色（10YR3/1）粘土質

シルトである。共に粘性，しまりが若干あり，ℓ２には炭化物粒・塊が多量に，橙色（2.5YR7/1）

粘土粒が疎らに含まれる。土坑壁面・底面は焼けており橙色（2.5YR7/1）を呈する。

　遺物は出土しておらず，時期は不明である。木炭焼成土坑と考えられる。標高63ｍ付近に位置し，

調査区内でも標高の高い丘陵平坦面上にある。調査区外南側に同様な遺構の分布が広がる可能性が

高い。

43号土坑　ＳＫ43（図10，写真11b）

　Ｋ14グリッドから検出された。盛土直下のＬⅣ上面が検出面であるが，本来の掘り込み面は不明

である。規模は，長軸140㎝，短軸74㎝，深さ50㎝。平面形は楕円形である。標高約63ｍの地点に

位置し，他の縄文時代早期後半の遺構に隣接する。

　遺構内堆積土は２層あり，ℓ１は褐色（10YR4/4）粘土質シルト，ℓ２は黄褐色（10YR5/6）シルト

質粘土である。共に粘性，しまりがやや有る。ℓ２は基盤のローム層に似た土質であるが，よりく

すんだ色調であり，しまりが弱い。土坑の形態や埋土の状況，出土遺物から縄文時代早期の落し穴

と判断した。

　遺物は，縄文土器の破片２点や石器４点が出土している。土器１点には外面に縄文，内面に条痕

が施される。焼成はやや不良であり，もろい。石器は二次加工のある剥片１点，縦長剥片１点，剥

片２点が出土した。調査区北側に位置する遺物包含層内の遺物が主に珪質頁岩であるのに対して，

本土坑出土の石器はすべて流紋岩製である。
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 1 （ＳＫ44　a 1 ）

 5 （ＳＫ44　a 1 ）
 6 （ＳＫ44　a 1 ）

 7 （ＳＫ44　a 1 ）  8 （ＳＫ44　a 1 ）  9 （ＳＫ44　a 1 ）

 2 （ＳＫ44　a 1 ）

 3 （ＳＫ44　a 1 ）

 4 （ＳＫ44　a 1 ）

底径：（10.0）㎝
器高：［ 2.5］㎝

　42号土坑堆積土
１　褐色土　　10ＹＲ4/4
２　黒褐色土　10ＹＲ3/1（炭化物塊・粒多量。橙色粘土粒少量）

　43号土坑堆積土
１　褐色土　　10ＹＲ4/4（a２粒少量）
２　黄褐色土　10ＹＲ5/6

　44号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物微量）

　45号土坑堆積土
１　暗褐色土　　　　10ＹＲ3/4（炭化物少量）
２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4
３　黒褐色土　　　　10ＹＲ3/1

　46号土坑堆積土
１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（炭化物少量。にぶい
　　　　　　　　　　　　　黄褐色土粒斑状混入）

図10　42～46号土坑，出土遺物
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44号土坑　ＳＫ44（図10，写真11c ・11d ，14）

　Ａ10グリッドから検出された。検出面はＬⅢ上面である。撹乱によって両端が破壊されているが，

楕円形に近い平面形であったと推定される。長軸160㎝，短軸145㎝以上，深さ７㎝。その形態や位

置から調査区内に入る谷状の窪地の先端部である可能性もあるが，縄文時代前期の土器片10点がま

とまって出土しており，浅い皿状の土坑と判断した。埋土は１層あり，黒褐色（10YR3/2）粘土質シ

ルト，粘性が僅かに，しまりが少し有る。炭化物を微量含む。

　出土遺物は，３種類ある。１・２は，葺瓦状撚糸文が施され，それに平行するように波状の沈線

文が描かれる。３～５は，網目状撚糸文が施される。７には羽状縄文が施される。８には口縁部に

キザミが認められる。これらの土器の外面には炭化物が多量に付着している。煮沸等に使用された

土器と推定される。これらは大木２a式の土器である。同様の土器はＳＫ44を中心とした狭い範囲

から出土しており，同一個体が含まれる。

45号土坑　ＳＫ45（図10，写真12a）

　Ｌ13グリッドから検出された。検出面は盛土除去後に現れたＬⅣ上面である。標高63ｍ程の地点

に位置し，他の縄文時代早期後半の遺構群に隣接する。長軸170㎝，短軸50㎝，深さ40㎝，平面形

は楕円形である。両端部は平坦面をもちながら，緩やかに立ち上がる。短軸側の壁は急激に立ち上

がる。埋土は３層ある。ℓ１は暗褐色（10YR3/4）粘土質シルトであり，炭化物を疎らに含む。粘性，

しまり共にやや有る。土器３点を含む。ℓ２はにぶい黄褐色（10YR5/4）シルト質粘土であり，粘性，

しまり共にやや有る。ℓ３は黒褐色（10YR3/1）シルト質粘土であり，粘性が有り，しまりはない。

落し穴である可能性もあるが，長軸両端の緩やかな立ち上がりの状況から断定できない。

　遺物はすべて小破片であり，図示していない。外面に縄文，内面にナデ調整が施される。胎土に

繊維，砂粒を含む。焼成はやや不良であり，赤褐色から黒褐色を呈する。縄文時代早期後半から前

期初頭の土器と考えられる。

46号土坑　ＳＫ46（図10，写真12b）

　Ｉ８グリッドから検出された。検出面は盛土除去後に現れたＬⅣ上面である。長軸103㎝，短軸

74㎝，深さ32㎝。平面形は楕円形である。標高60.5ｍ程の地点に位置し，他の縄文時代早期後半の

遺構とは異なる立地である。埋土は１層あり，黒褐色（10YR3/2）シルト，粘性，しまり共に若干有

る。直径５㎜程の炭化物を疎らに，にぶい黄褐色（10YR5/3）粒（直径５㎝程）を斑状に含む。遺物は

出土していないが，埋土の特徴がその他の縄文時代早期後半の土坑に類似するため，近い時期の土

坑と考えられる。

　これらの土坑はおよそ３時期の所産である。ひとつがＳＫ43・45・46であり，出土遺物や埋土の

特徴から縄文時代早期後半と考えられる。ＳＫ44は大木２a式の土器がまとまって出土することか
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図11　４ 号 溝 跡

ら，縄文時代前期前葉の所産である。ＳＫ42は出土遺物がなく，正確な時期が不明だが，形態的特

徴から平安時代の所産と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿　又）

第４節　溝　　　跡

４号溝跡　ＳＤ04（図11，写真12c）

　本遺構は調査区北辺部中央部のＤ５・６グリッドから検出された。検出面はＬⅡ上面であり，縄

文時代早期よりも新しい時期の遺構と判断された。ＬⅤの礫層を掘り込んでいる。

　遺構内堆積土は２層からなる。上層のℓ１は黒褐色土，ℓ２は黄褐色土である。共に粘性があり，

比較的しまりが強い。特にℓ２には，黒褐色土粒が疎らに含まれる。

　調査区外に続くため全体の平面形は不明であるが，先端が狭く，標高が低くなるにつれて徐々に

幅を増す形状を呈している。規模は，長さ5.7ｍ，幅1.2ｍ，深さ35㎝である。溝跡の底面が硬くしまっ

ており，道跡である可能性もあるが，礫層にあるにもかかわらず掘り込みが深い点，側面に大きな

礫が置かれる状況から溝跡と認定した。壁は南側が幾分急な立ち上がりを呈し，北側が幾分緩やか

な形状を呈している。

　出土遺物は縄文時代早期後半から前期初頭にかけての土器が15点出土した。いずれも細片のため

図示していない。出土遺物の内訳は，縄文・条痕２点，表裏条痕３点，繊維を含む小破片10点であ

る。検出面から判断するとより古い時期の遺物が混入して堆積したと推定される。　　　　（佐々木）
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第５節　遺構外出土遺物

　遺構外から出土した遺物は，縄文時代の土器909点，石器70点，旧石器時代の石器２点である。

遺物包含層が谷状の窪地に厚く堆積する（図12・13）。包含層内に均質に分布する状況から，斜面

部へ遺物等が人為的に廃棄されたのではなく，ＬⅡの堆積に伴って遺物が包含され，現在の包含層

が形成されたと推定される。

土　　　器（図14～18，写真14～16）

　縄文土器は，早期中葉から前期前葉にかけての時期に属するものが主体である。早期中葉の野島・

槻木１式が最も多く31点，続いて早期後半の茅山上層式が29点，早期末葉の日向前Ｂ式が23点，前

期前葉の大木２a式が15点，早期後半の北前・梨木畑式が10点である。その他に，早期後半の鵜ヶ

島台式，後期の綱取２式等の土器が出土した。

　早期中葉の土器（図14－１～23，写真14）

　野島・槻木１式の土器は，南西から北東にのびる浅い谷（谷１）に分布する。土器は内外面とも

ナデやミガキにより丁寧に仕上げられ，器厚５㎜前後の薄さになる。口縁から体部上半にかけて粘

土を貼り付け，微隆起線によって平行線や綾杉状の文様を描く。胎土は細粒であり，砂粒を多く含む。

焼成が良好であり，硬質な土器である。

　早期後半の土器（図14－24 ～図16－９，写真15）

　鵜ヶ島台式の土器は２点がＨ・Ｉ５グリッドから出土した。図14－24 ・25 は内外面に条痕を地

文とする。粘土帯を貼り付け，口縁に平行な隆起線が作られる。竹管状の工具で交差する沈線文を

描き，半截された竹管によって刺突が施される。口唇部にも同様の工具による連続する刻目条の文

様が描かれる。胎土には繊維と細かい砂粒を含む。焼成はやや良好で，色調が黄褐色を呈する。

　茅山下層式の土器は，Ｆ５・Ｊ６グリッドから計２点出土した。図15－１・２は表裏面を条痕によっ

て整形され，口縁部の外面に縦横の隆帯を貼り付け，その上部に５㎜程の間隔でキザミが連続して

施される。口縁は平坦であるが，口縁端部にキザミが施される。

　茅山上層式の土器は，南から北にのびる浅い谷（谷２）に広く分布する。図15－３～５は，条痕

を地文とし，細い沈線で斜めの格子目文が描かれる。口唇部には同様の沈線により斜めの刻み目が

施される。胎土には繊維と砂粒を含む。焼成は比較的良好である。３の内面に赤色顔料が付着して

いる。６～24は条痕が地文となる。６・７・９・12には口縁部に５㎜程の間隔で斜めに押圧が施さ

れる。６～10・13～17は，条痕を地文とし，粘土帯を貼り付け，太い隆帯により縦横の区画を作り，

その上に竹管状の工具により連続する刺突を加える。また，区画内に斜めの平行沈線が充填される

ものも多い。20～23は押し引きにより連続する圧痕文が描かれる。24は厚手の隆帯が貼り付けられ，

キザミが施される。これらの土器は共通して胎土には繊維と砂粒が含まれる。焼成があまり良好で
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図12　遺物分布図（１）
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図13　遺物分布図（２）
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図14　遺構外出土遺物（１）
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12（Ｄ 5　ＬⅡ）

13（Ｄ 5　ＬⅡ）

14（Ｃ 6　ＬⅡ）

16（Ｆ 6　ＬⅡ）

18（Ｅ 6　ＬⅡ）

22（Ｅ 6　ＬⅡ） 23（Ｄ 6　ＬⅡ）
24（Ｇ 6　ＬⅡ）

19（Ｊ 6　ＬⅡ）

15（Ｈ10　ＬⅡ）

17（Ｈ11　ＬⅡ）

20（Ｉ10　ＬⅡ）

21（Ｉ10　ＬⅡ）

0 5㎝
（1/3）

赤彩

図15　遺構外出土遺物（２）
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ないため，色調が赤褐色を呈する。

　北前式あるいは梨木畑式の土器はＳＩ21号住居跡周辺の狭い範囲に分布する。図16－１～９は内

外面ともナデ調整により仕上げられ，縄文原帯圧痕により文様が描かれる。１の口縁はやや外傾し，

口唇部にヘラ状工具による連続する押圧痕が認められる。胎土には繊維と砂粒が含まれるが，焼成

は比較的良好であり，色調はにぶい黄褐色を呈する。

　早期終末から前期初頭の土器（図16－10～25，写真15）

　日向前Ｂ式の土器は谷１・２に分布する。野島・槻木1式や茅山上層式土器の分布範囲を覆うよ

うに広がる。多縄文の縦走縄文を地文とし，内面はナデ調整により整形される。沈線文が体部上半

の外面に施される。斜めの二方向の平行沈線によりジグザグ文や，鋸歯文，三角形文が描かれる。

口縁部はやや薄くなり，口唇部に連続する刻み目が施される。焼成は良好で，色調がにぶい黄褐色

を呈する。胎土には繊維と砂粒が含まれる。

　早期後半から前期前半の土器（図16－26～図17－25，写真15・16）

　図16－26～29は撚糸文土器である。26は口縁部に沿って二段の隆帯が貼り付けられ，その下部に

細い撚糸によって施文される。焼成は比較的良好であり，黒褐色を呈する。図16－30～33，図17－

１～15は表裏条痕文土器である。谷１を中心としながら谷２にも分布が広がる。図16－30の口縁は

平坦であり，口唇部には５㎜程の間隔で連続するキザミが施される。繊維と砂粒を多く含み，焼成

はやや良好であり，にぶい黄褐色を呈する。茅山上層式土器と共通した特徴があり，並行する時期

の可能性がある。図17－18･19の胎土には繊維と，大粒の砂を含む砂粒が多量に含まれる。焼成は

比較的良好で，にぶい黄褐色を呈する。表面に縦走縄文，内面に条痕文が施される。北前・梨木畑

式に並行する時期の可能性がある。図17－16・17・20には，表面が斜行する縄文，内面に条痕が施

される。繊維と砂粒を多く含み，焼成がやや不良であり，赤褐色を呈する。図17－21～25は厚手無

文の土器である。Ｄ・Ｅ－６・７区から５点が出土した。表裏面がナデにより調整される。胎土に

繊維と少量の砂粒を含む。焼成は比較的良好で，にぶい黄褐色を呈する。

　前期前葉の土器（図18－１～10，写真16）

　大木２a式の土器はＳＫ44とその周辺に集中する。１～５は，葺瓦状撚糸文が横走して施文される。

内面はナデ調整される。焼成はやや不良であり，赤褐色を呈する。土器の内外面には多量の炭化物

が付着しており，煮炊きに利用された土器である。６～８には，網目状撚糸文が施文される。内面

は丁寧にナデ調整される。繊維を少量含み，焼成は比較的良好で，色調が赤褐色を呈する。９・10

には，表面に羽状縄文が施され，内面が丁寧にナデにより調整される。焼成は比較的良好であり，

にぶい黄褐色を呈する。胎土に少量の繊維を含む。ＳＫ44に同一個体が含まれる。

　前期中葉の土器（図18－11～14，写真16）

　前期中葉の土器は，谷１と２の間付近に分布する。北前式・梨木畑式土器の分布範囲を覆うよう

に広がる。11は口縁部端面に棒状工具による押圧が３㎜程の間隔で施される。外面には沈線文が施

される。内面は条痕が認められるため，若干時期が遡る可能性もある。12は口唇部に連続する押圧
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0 5㎝
（1/3）

 1 （Ｅ 6　ＬⅡ）

 2 （Ｉ 5　ＬⅡ）
 3 （Ｆ 6　ＬⅡ）

 4 （Ｇ 6　ＬⅡ）

 7 （Ｇ 6　ＬⅡ）

 5 （Ｇ 5　ＬⅡ）

 8 （Ｇ 5　ＬⅡ）  9 （Ｆ 5　ＬⅡ） 6 （Ｅ 5　ＬⅡ）

10（Ｅ 6　ＬⅡ）

11（Ｈ 5　ＬⅡ，Ｆ 7　ＬⅡ）

17（Ｈ 6　ＬⅡ，Ｆ 6　ＬⅡ）

12（Ｃ 7　ＬⅡ）

16（Ｇ 7　ＬⅡ）

18（Ｉ 4　ＬⅡ）

19（Ｉ 6　ＬⅡ）

28（Ｉ 6　ＬⅡ）

20（Ｆ 5　ＬⅡ）

25（Ｆ 6　ＬⅡ）

21（Ｃ 7　ＬⅡ）

26（Ｃ 9　ＬⅡ）
27（Ｈ10　ＬⅡ）

22（Ｇ 5　ＬⅡ）

29（Ｇ 5　ＬⅡ）

23（Ｇ 3　ＬⅡ）

24（Ｊ 7　ＬⅡ）

30（Ｊ 6　ＬⅡ）

31（Ｈ 3　ＬⅡ）
32（Ｈ 3　ＬⅡ）

33（Ｅ 6　ＬⅡ）

13（Ｆ 5　ＬⅡ）

14（Ｆ 5　ＬⅡ）

15（Ｃ10　ＬⅡ）

図16　遺構外出土遺物（３）
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0 5㎝
（1/3）

 1 （Ｅ 7　ＬⅡ）

 4 （Ｄ 7　ＬⅡ） 2 （Ｅ 6　ＬⅡ）
 3 （Ｅ 5　ＬⅡ）

 8 （Ｅ 5　ＬⅡ）

 5 （Ｅ 5　ＬⅡ）

 6 （Ｇ 4　ＬⅡ）

 7 （Ｇ 5　ＬⅡ）

 9 （Ｇ 5　ＬⅡ）

10（Ｄ 6　ＬⅡ）

16（Ｄ 6　ＬⅡ）

25（Ｄ 7　ＬⅡ）22（Ｄ 6　ＬⅡ）

17（Ｇ 5　ＬⅡ）

20（Ｆ 5　ＬⅡ）

18（Ｅ 6　ＬⅡ，Ｆ 7　ＬⅡ）

19（Ｅ 6　ＬⅡ，Ｅ 7　ＬⅡ）

21（Ｅ 6　ＬⅡ）

24（Ｅ 6　ＬⅡ）
23（Ｅ 6　ＬⅡ）

11（Ｄ 6　ＬⅡ）
12（Ｊ 8　ＬⅡ）

13（Ｇ 4　ＬⅡ）

14（Ｇ 4　ＬⅡ）
15（Ｈ11　ＬⅡ）

図17　遺構外出土遺物（４）
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0 5㎝
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 1 （Ａ10　ＬⅡ）

 2 （Ａ10　ＬⅡ）  3 （Ａ10　ＬⅡ）

 4 （Ａ10　ＬⅡ）  5 （Ａ10　ＬⅡ）

 6 （Ａ10　ＬⅡ）

 7 （Ａ10　ＬⅡ）  8 （Ａ10　ＬⅡ）

 9 （Ａ10　ＬⅡ）
10（Ａ10　ＬⅡ）

11（Ｅ 6　ＬⅡ）

13（Ｈ 7　ＬⅡ）
14（Ｅ 5　ＬⅡ）

15（Ｆ 9　ＬⅡ） 16（Ｆ 9　ＬⅡ）

17（Ｃ 7　ＬⅡ）
18（Ｇ 6　ＬⅡ）

20（Ｄ 6　ＬⅡ，
　 　Ｅ 6　ＬⅡ）

19（Ｅ 5　ＬⅢ）

12（Ｇ 6　ＬⅡ，Ｆ 6　ＬⅡ）

器高：［2.3］㎝
器高：［5.0］㎝

底径：（12.8）㎝
器高：［ 4.1］㎝
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図18　遺構外出土遺物（５）

が施される。体部にはＲＬ縄文が施されるが，口縁部との境に粘土帯を貼り付け，それより上部を

ミガキによって調整する。隆帯上に連続するキザミを施す。縄文施文部には緩やかな波状の平行沈

線が施される。13は内外面ともミガキにより調整されており，口縁部は厚さが増し，外反する。平

坦口縁に仕上げられる。口縁は折り返され,厚くなる。口縁外面には斜行縄文が施文された後，ヘラ

状工具によって横走する鋸歯形の線が描かれる。赤色の顔料が付着する。14は内外面ともミガキに

より調整されており，口縁部には平行の沈線とその上部に三段の連続刺突が施される。先端が尖っ

た工具によって右側から斜めに刺突される。焼成は良好であり，にぶい褐色を呈する。

　後期の土器（図18－15・16，写真16）

　綱取２式土器は２点出土した。斜行縄文を地文とし，細い沈線で口縁に平行な沈線とその下部に

曲線文が描かれる。

　土器の底部（図18－17～20，写真16）

　土器の底部は４点確認された。17は乳房状を呈する尖底である。底部内面の中央が若干膨らむ。

尖底部は粘土を貼り付けて整形される。18は平底である。体部下半が垂直に立ち上がる。底部には

沈線があるが，ヘラによる整形によって生じた痕跡である可能性がある。19は底部の内面を残す体

部下半である。外面には斜行縄文が施され，内面がナデにより調整される。繊維や砂粒を少量含む。

20は底部に葉脈痕をもつ平底である。体部下半は，ほぼ垂直に立ち上がる。複数の粘土板を貼り合



－ 106 －

第３編　荻原遺跡（２次調査）

－ 106 －

わせて底部が形作られる。

石　　　器（図19，写真16）

　旧石器時代の石器（図19－１・２，写真16）

　旧石器時代に属すると考えられる遺物は，調査区内の低い段丘面上のＧ５・６グリッドから出土

した。この場所はローム層の堆積が少なく，ＬⅢからＬⅣにみられる黄褐色土は粘土化せずに砂質

化する。出土層位は，ＬⅡであり，原位置を離れた資料である。縄文時代早期の遺物包含層である

ＬⅡの形成時に出土位置に移動した可能性が高い。１は彫刻刀形石器である。黒色を呈する珪質頁

岩製の縦長剥片を素材として，その端部から彫刻刀面が刻まれる。背面に自然面を残す縦長剥片の

右側辺に連続的な二次加工を施し，剥片の末端側から左側辺に向かって３条の彫刻刀面が刻まれる。

その後に，末端部から二次加工のある右側辺に向かって２条の彫刻刀面が刻まれる。基部側は欠損

している。２は，彫刻刀形石器の刃部形成時に剥がされた彫刻刀スポールである。珪質頁岩製であり，

その背面にも以前の彫刻刀面が認められる。１とは接合しない。これら２点の石器は，その形態か

ら後期旧石器時代の後半期に属する資料と考えられる。Ｇ５・６グリッドの周辺からは石器が多く

出土しており，この中にも旧石器時代に属する可能性のある資料も若干含まれると推定される。

　縄文時代の石器（図19－３～19，写真16）

　縄文時代の石器は，石鏃３点，石鏃未製品６点，両面加工石器（未製品）４点，二次加工のある

剥片４点，スクレイパー1点，石核1点，剥片55点（内，縦長剥片７点），砕片４点の合計79点である。

石材は，珪質頁岩63点，凝灰岩９点，流紋岩４点，砂岩２点，黒色頁岩１点，珪化凝灰岩１点，黒

曜石１点，珪化木１点である。包含層から出土した石器には接合関係や同一母岩資料が認められず，

石器製作が盛んに行われた状況ではないと判断できる。

　３は，丁寧な両面調整により整形された石鏃である。基部は抉り込まれ，凹基になる。４は，３

同様に凹基の石鏃であるが，両面に先端部からの剥離痕が認められる。使用による衝撃剥離痕と考

えられる。５は，先端部を欠損した細身の石鏃である。基部は平基である。６は薄手の剥片素材の

石鏃である。腹面に細かな整形を加え，それを打面と背面にも調整を施す。その後，腹面に調整を

加え，窪んだ基部を作り出している。７は，背面に素材剥片の剥離面を残す石鏃の未製品である。

主に背面側の後，腹面側に調整を施される。８は石鏃の未製品である。背面の２箇所にステップフ

レイキングがあり，完全に厚みが取り除かれていない。９は両面をやや粗い調整により整形された

石鏃である。基部は明瞭に作り出されておらず，丸くなる。側縁はジグザグ状になるが，未製品の

可能性が高い。10は石鏃の未製品である。両面を粗い調整により整形しているが，縁辺は直線的に

ならず，基部が丸みをもつ。11は，両面を細かな剥離により整形した石器である。素材剥片の剥離

面が大きく残っており，整形途上の石器である。12は，素材剥片の腹面側に粗い調整を加え，素材

面を除去した後，背面の一部に細かな調整が施された石器である。自然面が一部に残されている。

13は片面に自然面，もう片面に節理面をもつ剥片を素材に両面を大きな剥離により整形した石器で
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0 3㎝
（1/2）

0 3㎝
（2/3）

0 2㎝
（1/2）

 1 （Ｇ 6　ＬⅡ）
長：［4.5］㎝
幅：［3.0］㎝
厚： 1.0 ㎝
重：15.3 ｇ
石質：珪質頁岩

 2 （Ｇ 5　ＬⅡ）
長：［1.5］㎝
幅： 0.6 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 2.6 ｇ
石質：珪質頁岩

 4 （Ｇ 6　ＬⅡ）
長：［1.9］㎝
幅： 1.4 ㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.7 ｇ
石質：珪質頁岩

 5 （Ｃ10　ＬⅡ）
長：［1.5］㎝
幅： 1.2 ㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.5 ｇ
石質：珪質頁岩

13（Ｇ 9　ＬⅡ）
長：［2.6］㎝
幅： 4.1 ㎝
厚： 1.4 ㎝
重： 1.7 ｇ
石質：珪質頁岩

16（Ｆ 7　ＬⅡ）
長：［2.4］㎝
幅： 4.7 ㎝
厚： 0.6 ㎝
重： 4.4 ｇ
石質：珪質頁岩

18（Ｇ 5　ＬⅡ）
長：［5.3］㎝
幅： 4.7 ㎝
厚： 1.9 ㎝
重：38.1 ｇ
石質：凝灰岩

15（撹乱）
長：［4.4］㎝
幅： 2.1 ㎝
厚： 0.8 ㎝
重： 5.2 ｇ
石質：珪質頁岩

 3 （Ｄ 6　ＬⅡ）
長：3.0㎝
幅：1.3㎝
厚：0.4㎝
重：1.4ｇ
石質：珪質頁岩

 7 （Ｃ11　ＬⅡ）
長：3.1㎝
幅：1.7㎝
厚：0.7㎝
重：2.4ｇ
石質：珪質頁岩

 8 （Ｇ 4　ＬⅡ）
長：2.9㎝
幅：2.2㎝
厚：0.6㎝
重：4.0ｇ
石質：珪質頁岩

 9 （Ｇ 6　ＬⅡ）
長：2.9㎝
幅：2.2㎝
厚：0.6㎝
重：0.3ｇ
石質：珪質頁岩

11（Ｋ10　ＬⅡ）
長：1.8㎝
幅：2.1㎝
厚：0.7㎝
重：3.0ｇ
石質：珪質頁岩

12（Ｄ 6　ＬⅡ）
長：［2.9］㎝　重：8.3ｇ
幅：［2.9］㎝　石質：珪質頁岩
厚： 1.0 ㎝

19（Ｇ 6　ＬⅡ）
長：3.7㎝　重：38.0ｇ
幅：3.7㎝　石質：珪質頁岩
厚：3.6㎝

14（Ｇ 5　ＬⅡ）
長：［2.4］㎝　重：1.7ｇ
幅：［1.7］㎝　石質：珪質頁岩
厚：［0.6］㎝

 6 （撹乱）
長：2.1㎝
幅：1.2㎝
厚：0.4㎝
重：1.0ｇ
石質：珪質頁岩

10（Ｇ10　ＬⅡ）

長：3.4㎝
幅：2.3㎝
厚：1.2㎝
重：5.6ｇ
石質：珪質頁岩

17（Ａ 9　ＬⅡ）

長：5.6㎝
幅：3.5㎝
厚：0.8㎝
重：9.5ｇ
石質：黒色頁岩

図19　遺構外出土遺物（６）
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挿図番号

10－９

16－17

16－18

16－19

16－20

位置

ＳＫ44

Ｃ７

Ｇ６

Ｅ５

Ｄ６，Ｅ６

層位

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

口径（㎜）

－

－

－

－

－

底径（㎜）

（100）

－

（128）

－

（100）

器高（㎜）

（25）

（23）

（41）

（50）

（13）

時　　　期

縄文晩期中葉

縄文早期後半

縄文早期・前期

縄文早期・前期

縄文早期・前期

製作・施文

網目状撚糸

尖　　底

平　　底

平底・葉脈痕

図№

７－３

19－１

19－２

19－３

19－４

19－５

19－６

19－７

19－８

19－９

19－10

19－11

19－12

19－13

19－14

19－15

19－16

19－17

19－18

19－19

遺物№

72

981

467

991

408

800

③

621

327

Ｇ６

755

42

239

403

159

③

Ｆ７

386

447

980

位置

ＳＩ02

Ｇ６

Ｇ５

Ｄ６

Ｇ６

Ｃ10

－

Ｃ11

Ｇ４

Ｇ６

Ｇ10

Ｋ10

Ｄ６

Ｇ９

Ｇ５

－

Ｆ７

Ａ９

Ｇ５

Ｇ６

層位

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

器　　　種

石　　鏃

彫刻刀形石器

彫刻刀スポール

石　　鏃

石　　鏃

石　　鏃

石鏃（未）

石鏃（未）

石鏃（未）

石鏃（未）

石鏃（未）

両面（未）

両面（未）

両面（未）

二次加工ある剥片

石鏃（未）

スクレイパー

縦長剥片

両面（未）

石　　核

長さ（㎜）

24.5

45

15

30

18.5

14.5

21

31

29

29

34

18

29

26

24

44

24

56

53

37

幅（㎜）

13

30

６

12.5

14

12

12

17

22

22

23

21

29

41

17

21

47

35

47

37

厚さ（㎜）

３

10

４

４

３

３

４

6.5

６

６

12

７

10

14

６

８

６

８

19

36

重さ（ｇ）

0.9

15.3

2.6

1.4

0.7

0.5

１

2.4

４

3.5

5.6

３

8.3

15.3

1.7

5.2

4.4

9.5

38.1

38

石　材

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

黒色頁岩

凝 灰 岩

珪質頁岩

被熱

○

自然面

○

○

○

○

○

○
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ある。上部が折損しており，自然面や節理面が大きく残されることから製作途上の石器と考えられ

る。14は二次加工のある剥片である。剥片の末端側の尖った部分を利用し，その一側縁に二次加工

を施している。素材剥片の腹面に細かな調整を加え，それを打面として背面側にやや大きめの剥離

を加え整形している。15は背面の一部と腹面の右側辺に二次加工を施された剥片である。14・15は

石鏃製作の第一段階に該当する石器である。16は素材剥片の腹面の打面側に急斜度の調整を施し，

刃部を作り出したスクレイパーである。17は縦長剥片の側縁や先端部に部分的に二次加工を施した

石器である。18は厚手の剥片の両面に粗い剥離を加え，その一側縁を交互剥離状に調整した石器で

ある。下端が折損している。19は下部に自然面を残す石核である。少なくとも４回の打面・作業面

転移があり，最終的にサイコロ状の石核となる。　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　（鹿　又）

　表１　土器観察表

　表２　石器観察表
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第３章　ま　と　め

　荻原遺跡第２次発掘調査では，竪穴住居跡４軒，土坑５基，溝跡１条が検出された。縄文時代早

期中葉の竪穴住居跡１軒，縄文時代早期後半の竪穴住居跡３軒，土坑２基，縄文時代前期前葉の土

坑１基，平安時代の木炭焼成土坑１基，時期不明の土坑１基，溝跡１条である。竪穴住居跡は長軸

３ｍ，短軸２～2.5ｍ，深さ10～22㎝とほぼ共通した大きさである。平面形は楕円形を呈する。柱穴

は19号住居跡にのみ壁柱穴が確認された。床面から礫が疎らに出土するが，その一部は被熱してい

る。明瞭な炉跡は認められないが，22号住居跡には中央部に炭化物を多く含む部分がある。19・20

号住居跡からそれぞれ１個体の土器がまとまって出土した。埋土の上層からの出土であり，床面か

ら浮いた状態である。住居跡が廃絶された後に一括して廃棄された可能性がある。荻原遺跡の住居

跡の類例として，比較的近隣の地域の事例をあげれば，原町区八重米坂Ａ遺跡，羽山Ｂ遺跡，広野

町上田郷Ⅳ遺跡，楢葉町鍛冶屋遺跡，飯舘村宮内Ａ遺跡，日向南遺跡等があげられる。これらは主

に縄文時代早期後半から前期初頭にかけて営まれた住居跡が検出された集落であり，荻原遺跡と共

通する。平面形が長方形や楕円形を呈する。炉跡が無いものもあるが，基本的には地床炉である。

柱穴は壁柱穴が多く，中央に柱穴をもつ事例も幾つかある。荻原遺跡の竪穴住居跡は，福島県浜通

り地域の縄文時代早期後半から前期初頭にかけての事例としては典型的な資料である。３×２ｍ程

の大きさで同様な住居構造の住居跡は，その後も継続すると考えられ，前期前半の相馬市段ノ原

Ａ・Ｂ遺跡や真野ダム関連遺跡で多数の類例が確認されている。

　荻原遺跡19・20号住居跡の埋土上部からの一括土器の出土状況について，上田郷Ⅳ遺跡の事例が

参考になる。上田郷Ⅳ遺跡の住居は竪穴の外周よりも一回り外側まで上屋に覆われていたと推定さ

れている。荻原遺跡の住居も同様な構造であったとすれば，住居廃絶後に竪穴と上屋の間に置かれ

た土器等が竪穴の堆積土に流入した可能性がある。その場合，必ずしも床面からの出土ではなく，

遺構埋土の上部に一括土器が堆積することもあり得る。異なる２つの住居跡が廃絶され，埋没する

間にそれぞれ１個体の土器が廃棄されたと考えるよりも，住居構造が影響して類似した一括土器の

堆積状況となったと考える方が無難である。

　遺物包含層から出土した遺物は，野島・槻木１式や茅山上層，日向前Ｂ式，大木２ａ式等があり，

縄文時代早期中葉から前期中葉までの土器が中心である。遺物包含層は遺跡北側にある２本の浅い

谷地形に堆積している。土器は時期別に分布範囲が異なっており，包含層の形成過程が推定できる。

谷１に分布するのが野島・槻木１式，谷２を中心に堆積するのが茅山上層式，谷１と２に分布する

のが日向前Ｂ式，谷１と２の合流点付近に分布するのが，北前・梨木畑式，縄文前期中葉頃の土器

である。谷の地形の形成と遺物包含層の堆積の時期に対応関係が認められる。標高の低い谷１の方

がより古い時期に形成されたと考えられる。巨視的に見れば、縄文海進と地形環境の変化に対応す
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る。谷ごとに遺物の供給源が異なっており，谷１が南東側から，谷２が南側から遺物が供給された

可能性が高い。縄文時代以外の遺物は後期旧石器時代後半の石器が２点出土している。彫刻刀形石

器の形態からナイフ形石器文化の終末期から尖頭器の出現期にかけての資料と考えられる。

　平成17年度調査区内の地形は，北側が標高59.5m，南側が63.5mであり，北向きの斜面となる。北

側から２本の谷が延びる。ひとつは南に向かい，もうひとつは西へ向かう。この２本の谷を中心と

した窪地に縄文時代早期後半を中心とした遺物包含層が形成される。遺物包含層の厚さは平均20㎝

程である。縄文時代早期後半の住居跡３軒（ＳＩ19・20・22）は，谷を臨む斜面上部の標高の高い

位置に形成されている。これらの住居は，その規模や出土遺物の時期，明確な炉跡を伴わない点，

床面付近の礫に被熱痕が認められる点，埋土の性質等，共通点が多い。比較的短期間に営まれた住

居であったと推定される。調査区内に延びる２本の谷に挟まれた位置にもうひとつの住居跡（ＳＩ

21）が位置する。遺物等の出土状況や埋土の性質，立地等の点で他の住居跡とは異なる特徴をもつ。

検出面はⅣ層の堆積がほとんど認められない地点であり，層位から時期差を判断することができな

い。出土した土器は，野島・槻木１式であり，縄文時代早期中葉に位置付けられる。44号土坑は，

大木２ａ式の土器がまとまって出土しており，他の遺構より新しい縄文時代前期前葉の施設である。

これらの遺構の前後関係から判断すれば，最初の施設が，縄文時代早期中葉の野島・槻木1式の21

号住居跡であり，谷１に遺物包含層が形成された。その後，早期後半に19・20・22号住居跡等の斜

面上部の遺構が構築されるとともに，斜面下部にある２つの谷に遺物包含層が形成される。次いで，

前期の大木２a式期に44号土坑が設置される。それ以降，縄文時代後期の遺物が若干認められるも

のの，平安時代の木炭焼成土坑が営まれるまで，荻原遺跡には人類活動が認められない。　（鹿　又）
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